
    
      
        
      
    

  

小学館ｅＢｏｏｋｓ

楽園殺し　２

最後の弾丸ラスト・バレット

呂暇郁夫


イラスト　ろるあ






[image: ]






[image: ]






[image: ]






[image: ]








目次




CHAPTER3／the Dust Arms

INTERLUDE①／

INTERLUDE②／

CHAPTER4／Last Bullet

Epilogue／

EXTRA HIGH／

あとがき





[image: ]






[image: ]








[image: ]








６





　二十年も生きていると、いやでも現実というものがわかってくる。

　自分は平凡で、たいした人間ではないと。

　昔から、なんでもそつなくこなすことはできた。砂さ塵じん能力には恵まれているほうだし、勉学だって同世代のなかではずっと一番だった。身体能力も悪くないし、だからこそ官かん林りん院いんの厳しい競争に勝ち抜いて、こうして粛しゆく清せい官かんにもなることができた。

　だが、それだけだ。

　いざ広い世界に出てみると、自分が二流にすぎないということがよくわかる。

　器用貧乏オールラウンダーといえば聞こえはいいかもしれないが、それは飛び抜けて優れた人間ではないことの証あかしでもある。

　だが自分が就いた特殊な職業は、その「飛び抜けて優れる」ことが要求されているのだ。

　本当の自分は、特別な人間でもなんでもないというのに。

「はあ……」

　ねずみ形のマスクの内側で、リッカル・トルテは大きなため息をついた。足元が疎おろそかになっていたせいか、順路をしきるポールを蹴けって倒してしまう。

　静かな館内に、やかんを転がしたようなやかましい音が響いた。

「うわっ、と！」

「ちょっと、なにやっているのよ。うるさいわね！」

　十メートルほど先を歩いていたパートナーが振り向いて、そんな怒鳴り声を上げる。

「もっときびきび歩けないの？　それともなに？　やる気ないの？」

「今朝も獣人事件の対応があっただろ。まだ疲れが取れていないんだよ」

　いつもどおりの厳しい口調に、リッカルはうんざりする。

　リリス・マリーテル警けい肆よん級きゆう粛清官。

　この年下の女粛清官は、自分のことをまったく尊重していない。それどころか、牛や豚のような家畜と同じような存在だと思っているのではないかとさえ感じる。

　年齢不問、階級絶対が鉄則の組織とはいえ、同階級であれば年長者を敬うのが暗黙の了解のはずだが、生あい憎にく、リリスは自分より弱い相手を敬うということをしない。

　自分たちの上官であるザカリス警けい参さん級きゆうに対してでさえ、リリスは表面上の敬意を払っているだけだ。自分のほうが遥かに強いと信じているからだろう。

「疲れている？　だからなによ。そんなの、粛しゆく清せい官かんにとって言い訳になるわけないでしょ」

「それだけじゃないさ。ここでは不審な点がないか偵察するのが目的だろ。そんなに急いで先をいっても意味がないじゃないか」

「あんた、タイダラ警けい壱いつ級きゆうの話を聞いてなかったの？」

　リリスが呆あきれ返ったような口調で言った。

「ここに例の砂さ塵じん兵器っていうのが隠されていたとしたら、大規模展示品のあたりだって話でしょ。だったら、こんなところをちまちま見ていてもしょうがないじゃない」

「それはあくまで可能性が高いって話だろ。ほかの場所になにもないと決まっているわけじゃない。こんな変な建物だし、隠し通路とかがあってもおかしくないと思うけどな」

　リリスは猫形のマスク越しに、じろりとこちらを睨にらんだ。当人はかわいいと言い張るが、リッカルからするとホラーにしか見えないマスクデザインだ。

「なにあんた、あたしに口答えすんの？」

「いや、なんでもありませんスミマセン……」

　目線を逸そらして謝罪する。猫とねずみ。偶然とはいえ、こうまでうまく関係性を表すマスクでなくともよかっただろうに。

「なんなのよ、さっきからため息ばっかりついて。ムカつくのよね、そういう辛気臭いの」

「べつにいいだろ。おれの勝手だ」

「そりゃあんたの勝手よ。でも、それならあたしの見えないところでやってって言ってんの」

　減らず口を絵に描いたような女だ、とリッカルは思う。

　この若いパートナーと組むようになって、早半年が経とうとしている。人事を経由して采さい配はいしたのは、自分たちの上官であるザカリスだ。

　ザカリス曰いわく、「向こうの粛清官の持つ甚大な問題によりフリーとなった、大変に優秀な若手」とのことだった。

　たしかにリリスは実力のほどでいえば申し分ない。なんだかんだと言われようと、粛清官にもっとも求められるのは個としての強さ──どこに送り出しても粛清対象の首をきっちりと持ち帰ってくる、揺るぎない実力だ。

　その点でいえば、リリスの砂塵能力はたしかに優秀で、なにより暴力的だ。名は体を表し、能力は性格を表すという俗説にも納得がいくほどに。

　しかし、だからといって付き合いやすい人間かというと、まったくそんなことはなかった。

　少なくとも、以前のパートナーとの間に生じたという軋あつ轢れきは、このリリスのきつい性格のせいに違いないとリッカルはすぐに気づいたものだった。

　なにより、相手があのシルヴィ・バレトだと聞いてからは、その疑いはほとんど確信に変わっていた。

　リッカルはふたたびため息を吐つく。

　自分の悩みは複合的だ。非凡とされる粛しゆく清せい官かんのなかでは平凡と評されてしまう、自分の矮わい小しよう性。それを証明するかのように、今も任務の最中に、こんな些さ事じを気にしてしまっている。

（あーあ。どうしてバレト警けい伍ご級きゆうじゃなくて、こっちの高慢ちきを引いちまうかなぁ。ほんと、我ながらくじ運が悪いよなぁ……）

　この半年間、何度も抱いた感想を性しよう懲こりもなく繰り返してしまう。

　とある事情から、リッカルはシルヴィのことを一方的に知っている。

　それは去年の暮れのことだった。

　多忙につぐ多忙のため、長年付き合っていた女に別れを告げられたリッカルは、とある冬の休日に気取って有名音楽家のコンサートに足を延ばしたことがあった。

　音楽は傷心を癒いやしてくれると同僚に言われたのが発端だったが、最大の理由は、普段行かない場所に行けば、なにか新しい出会いがあるのではないかと期待したためだった。

　結論からいえば、その予感は当たっていた。その日、リッカルはひょんな偶然から、隣の席の女性と少しばかりいっしょに過ごすことになったのだった。

　優雅な仕草の女だった。

　その休日をリッカルは忘れたことがない。流は行やりの恋愛小説で読むような、マスクをしたまま出会い、マスクを外さないまま男女が別れる、数奇なプロローグを。

　相手からすれば、見知らぬ男とちょっと話をした程度の、記憶にも残らない出来事だったかもしれない。

　だがリッカルだけは、向こうの正体に気づいていたのだ。彼女はひとりで気ままに過ごすプライベートの日も、ドレスマスクを替えない人のようだったから。

　その相手こそが、かの銀髪の粛清官──シルヴィ・バレトだったのである。学生時代のリッカルであれば、話しかけることすらできなかっただろう高たか嶺ねの花だ。

　そうした事情で、相手は自分のことをほとんど知らないが、こちらは相手を知っているという、奇妙な間柄になってしまっている。いつかあの日のことを話したいとは思っているが、毎回チャンスを逃してしまうのだった。

　せめて会うたびにリリスが挑発するようなことをしなければ、落ち着いて話すチャンスにも恵まれるだろうに。

　無論、そんなふうに思っていることを打ち明けたら、リリスは怒り心頭になって、自分に向けてインジェクターを起動してくるだろうが。

（魅力的な女性ヒトだよなぁ。美人だし、優しいし、あと美人だし……）

　リッカルはしばらく、あの夢のような時間を思い出して耽ふけっていたが、

「はやく歩きなさいってば、ばかリッカル！　本当に置いてくわよ！」

　そんなリリスの怒声で現実に引き戻された。しかたなく従うことにして、足を速める。

「……へいへい」

「いい？　今度こそ、絶対にあたしたちで手柄を立てるのよ。ルーガルーもあたしが粛清するから」

「なんだよ、リリス。いつになくやる気じゃないか」

「当ったり前でしょ！　この事件は、今日からあの火事場の主任案件に変わったのよ。つまり、等級的には第一等粛清案件になったってことじゃない」

　覚かく醒せい獣じゆうは、本日付けでシーリオからボッチに主任が受け渡されていた。そして警けい壱いつ級きゆう粛しゆく清せい官かんが主任担当を務める事件は、自動的にもっとも重要度が高い案件として扱われる。

「それに例の砂さ塵じん兵器とかいうのを壊せば、十八年前の粛清案件の完遂にも繫つながるって話でしょ？　この事件を解決できたら、もう今期の査定はもらったようなものよ」

　多くの粛清官がそうであるように、リリスもまた上昇志向が強い。そういったハングリー精神も自分に欠けているものだとリッカルは自覚している。

　だからこそ、もう丸三年も昇級がないままなのだが。

「あんただって、そろそろ目立った功績を挙げないと本当に万年下級官のままよ？　せめてあたしが組んでいて恥ずかしくないくらいの男にはなってよね！」

　こちらの自尊心を根っこからへし折ってくるような発言だ。リッカルはマスクのなかで苦い顔を浮かべて答えた。

「わかっているよ。おまえに言われなくたって、おれだってがんばっているさ」

「本気でしょうね？　覚醒獣の案件で目立ったリターンを取れていないのがあたしたちだけなんて、そんなの絶対に許せないんだからね！」

　リリスは大理石の床を破壊せんばかりにヒールで踏み抜いて歩いていく。

　常のごとく機嫌の悪い少女だが、このごろは輪をかけて怒ってばかりだ。

　その原因は、リッカルの目からしても明らかだった。

「……そんなに気になるかよ、バレト警けい伍ご級きゆうが」

「は、はあ？　だれがそんなこと言ったのよ」

　リリスはわかりやすい女だ。むしろ下手に会話をしないほうが理解しやすいとまでいえるほどに。

「ぜんっぜん、関係ないわよ。というか、ムカつくからあの女の名前を出さないで」

「なあ、リリス。どうしてそんなに彼女を嫌うんだよ？」

　リッカルはそう改めて聞いた。

「正直、傍はたから見ているとおまえの突っかかり方は異常だぞ。過去になにがあったかは知らないけど、いい加減そういう態度は控えないと、」

「控えないとなによ？　上官に言いつけるぞーとでも言うの？　なんなの？　子どもなの？」

「子どもはそっちだろ。さっきだってそうだ。向こうは大人の対応をしているのに、おまえばっかりが嚙かみついているじゃないか」

「ああもう、うるっさい！　ほんと、最近エラそうな口を利くようになったわよね、あんた。あたしより弱いくせに！」

　リッカルは頭を抱えたくなる。いくら実力至上主義とはいえ、戦闘面以外の要素をあまりにも疎おろそかにしている現行の選考基準はどうかと思う。

　そのせいで、リリスのような力だけの子どもがこうして身分を持つようになってしまっているじゃないか。

「あの女のなにがムカつくかって？　全部よ！　まるで、自分だけは高貴で手柄なんかぜんぜん気にしてませんみたいな澄まし顔しているけど、本当はだれよりも出世と功績に執着しているのよ！」

「そんなふうには、とても見えないけどな」

「それはね、あんたがあの女のことをなーんにも知らないからよ」

　べつに、なーんにも知らないわけじゃないさ。リッカルは心中でそう反論するが、口には出さなかった。

「それは……でも、仮にそうだとしてなにが悪い？　点数稼ぎを気にしているのはリリスだって同じだろ？」

「あたしの勘に障るのはね、あの自分だけは違いますってスカした態度よ。でもそれだけじゃないわ。普段はうまく隠しているだけで、あいつの本性はもっと異常なのよ！」

「本性？　異常？」

　リッカルは首をかしげた。なにかの言い間違いだろうか。

「なんだよそれ。どういうことだ？」

「……ああもう、説明しづらい。とにかく、あいつは変なのよ」

　リッカルは怪け訝げんに思う。態度だけ見ていれば、変なのは明らかにリリスのほうなのだが。

「それって、砂さ塵じん能力の話か？」

「そうじゃない。いや、あれも相当だけど、そうじゃなくて。……なんていうか、あいつは、キレてるのよ」

「は？」

「ほんとにムカつくわ、あの女……」

　不可解な言い分だった。マスク越しのリリスの表情こそ知れないが、まるで解けない難問に直面するかのような姿に見えた。

「全然わかんねーよ、リリス」

「まあ、いいわ。べつにそんなことどうでもいいし。第一、どうして現場でこんな話をしなきゃいけないんだか。はやく先に進むわよ、リッカル」

　リリスは気を取り直すようにかぶりを振ると、歩調を速めて先を行く。

　そのとき、リッカルは違和感に気づいた。

「待て。リリス」

「なによ、まだなにかあるの？」

「そうじゃない。──この場所、なにかおかしくないか？」

　リッカルは身構える。どうにも奇妙だ。

　二人がいるのは、ショーウインドーの壁に囲われた廊下のような展示コーナーだ。長い順路を抜けたあとで、ようやく広い空間に出るはずである。

　この博物館が膨大な広さだということは知っている。ただそうはいっても、これだけ長く歩いていて、一向に順路の出口に行き着かないなどということがありえるだろうか。

　左右には依然として旧文明の展示品が連なっている。どれもリッカルの目には同じような代物にしか見えないが、この奇妙な形の壺つぼはつい先ほども目にしたような気がしてならない。

　まるで、同じ場所をぐるぐると放浪しているかのようだ。

　その異変に、リリスも言われてすぐに気づいたらしい。

　二人は同時にＤメーターを確認した。排はい塵じん機きが働く室内にもかかわらず、空中砂さ塵じん濃度は標準値よりも若干高い。可視化するだけの量の砂塵粒子こそ見えないが、そう離れていない場所で能力者がインジェクターを起動した可能性は充分に考えられる。

「どうする、リリス？」

「……いったん、この場から離れるわよ」

　差し当たり危険は迫っていないことを確認すると、二人は廊下の先へと急いだ。

　走りながら、リッカルは外がい套とうの内側から館内図を取り出して言う。

「この先はＬ字だ。二回折り返すと開けた場所に出るはずだ」

　つづら折りのようになっている曲がり角をいくつか抜ければ、その先にある中規模展示品Ｄの区分に出ることになっていた。

　だが──何度道を曲がろうとも、行きつく場所は同じだった。

「これは……ひょっとして、空間がループしているのか？」

　入り口と出口が連結しているかのように、二人はこの場に囚われていた。

　疑惑が確信に変わる。

　これは、砂塵能力者からの攻撃にほかならない。

「どういう能力だ、これは。俺たちが対象なのか？　それとも、この場所自体に変化が起きているのか？」

　リッカルは壁に触れる。その質感はまぎれもなく本物だ。

「ふん、なんだっていいじゃない。とにかく、これは朗報よ。これで、この博物館が一気に怪しくなったわ」

　リリスはマスクの後頭部に手を伸ばした。カチリという音とともに、インジェクターを起動する。周辺に、リリスの放つ紺色の砂塵粒子が溢あふれ出た。

「どうするつもりだ？　リリス」

「そんなの決まっているでしょ。このあたしを閉じこめるなんて、この世のだれにも許されないわ。──この壁を、破壊する」

　その直後、ズズ、と音がした。

　天井灯が落とすリリスの影が、まるで命を吹きこまれたかのように浮き出た。周辺にある影すべてが、意志を与えられたかのようにして動き、ひとところに集まっていく。

「伏せてなさい、リッカル！」

　影たちが合わさって、大質量の漆黒の塊と化した。それは一個の大きなうねりへと変化し、次の瞬間──展示品を飾るディスプレイごと、大胆に壁を破壊した。

「……っと！」

　リッカルは、飛び散るガラスの破片から身を守る。

　リリス・マリーテル警けい肆よん級きゆう粛しゆく清せい官かん。

　影の砂さ塵じん能力者。

　彼女の砂塵能力は、まさしく超常的だ。質量を持った影を操るというのは、今の人類が持つ科学力では事象を説明することができない。そのため、リリスは貴重な被検体として中央連盟直下の研究施設に呼ばれることも多かった。

　現状の調査では、リリスの砂塵粒子は、なにか人間には未知の質量を操っているのではないかと推測されている。

　どんな質量を行使しているのであれ、光の投射の結果としてそこにあるだけの影とは無関係のはずだが、能力の主体者であるリリスの持つイメージのせいか、どうやら暗い場所からしか取り出すことができないようだ。

　ともあれ、見た目としては影を操るということにほかならない。汎用性も戦闘転用性も抜群であり、〝影かげ繰くり〟の異名で知られる、うら若き女粛清官の持つ自慢の砂塵能力だ。

　ふと、どこからか楽器の音が流れてきた。どうやらヴァイオリンの音色のようだ。

　不規則なリズムだが、なぜだか美しく感じる旋律。

　それに、荒々しい呼吸音が混ざっていた。二人とも、獣人鎮圧の現場で嫌というほど耳にした、あの獣たちの呼吸音だ。

「リリス、まずい……！」

　リッカルは勘づいて言う。

「──ここはとっくに、敵の腹のなかだ！」

　壊れた壁の向こう側に、何体もの獣人たちの姿が見えた。それぞれ異なるデザインのマスクを被かぶった獣たちが、一斉に襲いかかってくる。

「グルウウゥゥゥゥッ！」

　だが、リリスは一切の動揺を見せなかった。

「なに、またこいつら？　敵も芸がないわね。これだったらなにも心配いらないわ」

　リリスの影が形を変える。細く枝分かれした影たちが、獣人たちの四し肢しにしゅるりと巻きついた。バギギッ！　と歪いびつな音がして、獣人たちの強きよう靭じんな肉体がいともたやすく破壊される。

「ほらね、簡単じゃない」

　痛みに悶もだえる獣人たちをよそに、リリスはこともなげに言った。

　リッカルは壁の向こう側を注意深く観察する。

「リリス、俺がまずいと言ったのは獣人じゃない。この、待ち伏せされていたという状況に対してだ。こうなると、向こうになにか都合のいい戦場にととのえられている可能性がある」

　なにより気になるのは、この音楽だ。このループ空間を作り出している砂さ塵じん能力者が奏でているのだろうか。あるいは、この場にはすでに複数の砂塵能力者が潜んでいるのか。

　最悪の場合、この音楽自体がなにかしらの能力の媒体ということさえありえる。とにかく、はやく行動を起こさなければならない。

「そんなこといったって、出口はここしかないんだからしょうがないでしょ。安心しなさい、リッカル。相手がどんなやつだろうと、あたしが叩たたき潰つぶしてあげるから」

　自信家のリリスが、颯さつ爽そうと壁の向こう側に足を踏み入れる。

　と同時、頭上から澄んだソプラノボイスが聴こえた。

「やあやあ、本日のお客さまがた。どうもごきげんよう」

　二人の人物が、巨大なオブジェの上にいた。

　一人は少年だった。着用するのは、悪趣味なピエロのマスクだった。どうやら音楽を奏でていたのは彼のようで、古びたヴァイオリンを手にしていた。

　もう一人は、ピエロマスクの背後に立っている、継ぎはぎの粗末なマスクを被かぶる男だった。

　彼らの足元にあるオブジェは、金字塔ピラミツドと呼ばれる、有名な旧文明文化品のレプリカだ。

　その金字塔がいくつも空間に並んでいて、フロアの果てが見えなかった。それもまた、この空間を惑わしている敵の砂塵能力だろうとリッカルは推測する。
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　ピエロマスクが緊張感のない声で言う。

「いや～、獣人さんたちがいきなり仕掛けてごめんね？　このヒトたちの指揮はボクじゃないからさ、敵を見ると勝手に襲いかかっちゃうんだよ。まったく、困ったものだよね？」

「ねえ、あんたが噂うわさのルーガルーってやつ？」

　うねうねとうごめく影をまとわせながら、リリスがたずねた。

「もしそうなら、話が早いんだけど」

「うーん。残念だけど違うよ、粛しゆく清せい官かんのお姉さん。今のボクは、ただのしがない奴隷のピエロだからさ」

「あっそ。まあでも、主犯の仲間ってことよね。ああ、よかった。点数の心配をする必要がなくなって」

「ピエロマスク。おまえは何者だ？　なぜおれたちに攻撃を仕掛け、どうしてここにいる？」

　リッカルは相手の動向を探りながらたずねる。

　どことなく得体の知れない相手だ。よく注意を払うべきだと感じる。

「ボクがだれかって？　そうだなぁ。そこのお姉さんがインジェクターを解除してくれたら、なんでも話してあげて構わないよ。あ、そうだ！　いっそお互いすっかり武装解除して、膝ひざを突き合わせておしゃべりするっていうのはどう？　これ、平和的でよくない？」

　そんななめくさった返事に、リッカルは苛いら立だちを覚えた。

「……言い直す。おれたちは粛しゆく清せい官かんだ。質問を無視すれば、大市法の下にこの場でおまえを処分することが許されている」

「あはは。処分、ね。でも悪いけど、それは無理だと思うよ？」

　そこで、リリスが呆あきれたような口調で言った。

「なーに甘いこと言ってんのよ、ばかリッカル。尋問なんて相手を半殺しにしたあとでいいって、いつも口酸っぱく言っているでしょ」

「うわあ、物騒！　さすがは傍若無人の粛清官サマだね。力ずく以外にやり方を知らないんだ。……でもまあ、それならしょうがないかなあ」

　ピエロマスクが、ヴァイオリンの弓を振るった。

　それを合図に、背後にいる男が動いた。彼が橙だいだい色の砂さ塵じん粒子を放出すると、周囲に異変が起きた。周辺一帯の構造が変化して、いくつも並んだ金字塔がひとりでに移動し、道を作る。

　その新しくできた道から、新たな獣人たちが現れた。

「グルゥゥゥゥゥ……！」

「ちっ、またこいつらか！」

　一匹の獣人がリッカルに襲いかかる。が、リリスの影がなんなくそれを止めた。大質量の黒い塊が獣に襲いかかり、ごしゃりと床に押しつぶす。

　ほかの獣人も同様だった。リリスの影は鞭むちのようにしなり、すべての敵を薙なぎ倒した。

「おー、すごいすごい。いかにも粛しゆく清せい官かんって感じの暴力的な能力だね、お姉さん」

　ピエロマスクの少年が、あたかも喜劇でも観賞するかのように手を叩たたいた。

「ふん、何体来ようが同じよ。こんな雑魚、粛清官あたしたちの前で意味があるとでも思っているの？」

「そう？　それなら、もっと大勢で遊んでみる？」

　少年が、黄色の砂さ塵じん粒子を操った。

　今しがたリリスが葬ったばかりの獣人が、むくりと起き上がる。

「──！」

　リリスとリッカルは、同時に驚く。

　死んだはずの獣人が、すっかり折れているはずの首の骨を意に介さず、こちらに襲いかかってきた。

「なにこいつ、気色悪い……！」

　リリスが影を操り、ふたたび獣人を叩き潰つぶした。今度は全身の複雑骨折が免れない深手だ。およそ生き物がそれ以上動けるはずがないというほどの深いダメージだったが、それさえも効いていないらしく、またしても襲いかかってくる。

（このピエロマスク、まさか死体を操るのか……!?）

　そう考えたとき、リッカルはとある記憶に思い至った。

　少年。

　ピエロマスク。

　死体を操る砂塵能力。

　リッカルの背筋に、ぞわりと悪寒が走った。この相手が、記憶のなかのとある有名な凶悪犯の特徴と完全に合致していたからだ。

　いや、しかし──まさか、そんなはずはない。

（だって、やつはとっくに捕まったはず──！）

　思考するだけの時間はなかった。

　死体の獣人のみならず、生きている獣人も含めて、敵が次から次へとこちらに迫りくる。

「ちっ……！」

　リッカルは首に手を伸ばした。カチリ、とインジェクターを起動する。リッカルは全身から溢あふれ出た鳶とび色の砂さ塵じん粒子を操ると、獣たちの中央でその能力を発動させた。

　獣人たちの動きが、ぴたりと止まる。

　その場に突如現れた大渦に呑み込まれて、一切の身動きが取れなくなったからだ。

　リッカル・トルテ警けい肆よん級きゆう粛しゆく清せい官かん。

　渦の砂塵能力者。

　リッカルは、砂塵粒子が届く範囲であれば、任意の場所に引力の渦を発生させることができる。この渦のみで対象に危害を加えることはできないが、いちど捉えさえすればどんな相手も無力化させる、汎用性に優れる砂塵能力である。

「リリスッ！」

　そう合図すると、すかさずリリスの影が渦中の獣人たちを叩たたき潰つぶした。

　リリスの影は強力だが、すばやい相手を十分な威力で攻撃するのは不得意だ。スピードではなく、パワータイプの砂塵能力というわけだ。その弱点を補うのがリッカルの役目であり、また実戦における二人の能力的なコンビネーションだった。

　巨大なハンマーのような形に変わった影が、一匹の獣人を激しく殴打する。もともと折れて不安定だった獣人の首が、とうとう衝撃でボトリともげ落ちた。

　しかし──それでもなお、獣人は動いた。頭と片腕の欠けた身体が、ギギギと歪いびつな関接音を鳴らして起き上がる。あたかも、生も死も関係ない人形のように。

　そんなあまりにもぶきみな光景に冷や汗を流しながら、リッカルは言う。

「まずいぞ、リリス……！」

「なにがよ？　あんたのネガティブ、いい加減うんざりなんだけど！」

「違う──あのピエロマスクの正体は、〝一〇八人殺し〟の人形遣いだ！」

「……！」

　さすがのリリスも知る名前だったらしく、言葉に詰まった。

　改めて、二人は相手の姿を見上げた。

「おお、ご存じだったとは光栄だね。ご名答──ボクの名前は人形遣い。せっかく、こんな賑やかな夜にお会いできたのだもの。ぜひ一流の死霊歌劇を楽しんでいってくれると嬉うれしいな」

　人形遣いはそう告げると、恭うやうやしく一礼した。

　あくまでも余裕そうに。

　まるで、自分のショーが邪魔されることも、下級の粛清官二人組程度に後れを取ることも、そのどちらもまったく心配などしていないかのように。




　数年前、交流音楽祭という催し事が偉い大だい都と市しで開催された。

　交流音楽祭とは、中央連盟の出資する大規模なチャリティーイベントのことだ。年にいちど、鑑賞無料の音楽会を一般市民に提供し、決まって大盛況となる恒例の催事だった。

　その年のメインプログラムでは、偉い大だい都と市しでもっとも人気のある歌劇団を呼んで、中央街の仮設舞台にて公演してもらう予定だった。

　一流の劇団員たちによる華やかなミュージカルは、一見すると大成功のうちに終わったかのように思われた。

　しかし、それこそが惨劇のはじまり──いや、あるいは終わりだった。

　総計一〇八名もの出演者が全員、幕が上がる前には死んでいたという衝撃の事実の発覚。

　信じられないことに、劇団員たちは死んだままセリフを読みあげ、死んだまま歌い、死んだまま踊っていたのだった。そして劇団員たちを皆殺しにした上で、生前とまったく変わらない精度で操っていた犯人こそが、のちに人形遣いと呼ばれることになる少年だった。

　その事件を皮切りに、人形遣いは偉大都市の夜を舞台に突発的なショーを開催した。歌って踊る死体たちが行進する姿が何晩も続けて目撃されて、市民たちは恐怖に震えた。

　人形遣いは、その飄ひよう々ひようとした態度に似合わない戦闘力で、多くの粛しゆく清せい官かんを返り討ちにしながら、長い逃走劇を演じた。

　最後には、当時最強と謳うたわれていた二名の粛清官によって牢ろう獄ごく送りとなったが、彼の手による被害者の数はあまりにも多く、正確な死亡者数はついぞわからずじまいだったという。




「──なぜ、おまえがここにいる、人形遣い！」

　リッカルは吼ほえるように言った。

「まさか、脱獄したということか？　だがそんな話、本部で聞かないはずがない。いったいどうやって……！」

「うーん。ボクとしてはぜんぜん、そのあたりのお話をしてもいいんだけどね？　さっきも、おとなしくおしゃべりでもしようよって言ったじゃない。でも──」

　金字塔の上にいる人形遣いに向かって、一本の影が伸びた。巨大な手が叩たたきつけるかのように襲いかかるが、人形遣いは軽快な動きで避けた。

「ほら、そっちのお姉さんが血気盛んなものだからさぁ」

「リリス！」

「ばかリッカル。あんたってほんとばかね。もう、ばかすぎて何回ばかって言えばいいのかわからないくらいだわ」

　フン、と鼻を鳴らしてリリスは続けた。

「相手が人形遣い？　だからなんだっていうのよ。むしろけっこうな話じゃない。工獄が逃した凶悪犯をもういちど捕まえるなんて、前例のない功績になるわ。だったら、勇んで当然──まして、おじけづくなんてもってのほかだわ」

　あはは、と人形遣いが楽しげに笑った。

「つまり、お姉さんのほうは完全にやる気ってことだね。──まあ、いいよ。久々の戦いも刺激的で悪くはないし、存分にどうぞ？　終幕まで、まだ充分に時間はあるしね」

　人形遣いがヴァイオリンの音を奏でた。

　さらに多くの獣人が飛び出てくる。総計、二十か三十か──この博物館に息を潜めていた大量の獣たちが、容赦なく二人に牙きばを剝むいた。

「くっ──」

　リッカルは多量の砂さ塵じんを放出する。相手の動きを渦で止めて、リリスがとどめを刺すのをサポートする。

　連続的な戦闘の轟ごう音おんが、フロア内に響き渡った。

（人形遣い──こいつ、ありえないぞ！）

　リッカルは驚きよう愕がくを隠すことができなかった。

　獣人の死体が、生きている獣人よりも機敏で鋭い動きを見せている。

　これだけの数をこれだけの精度で操ることができるとは、かの音楽祭の死体劇の噂うわさは真実だったのだと信じざるをえない。

「……ああもう、めんどくさい！」

　リリスが粒子を操作した。二本の巨大な腕と化した影が獣人の身体を持ち上げて、その脚をちぎり取る。骨と筋肉繊維がブチブチと裂ける嫌な音がして、血液がどばりと周辺のオブジェに振りかかった。

　だが投げ捨てられた獣人は、それでも止まらなかった。残った腕を使い、這はうようにしてこちらに向かってくる。

　肉体に限界がなければ、意志さえも持たない死者の軍団は、けっして止まることがないらしい。どれだけ破壊しようとも構わずに迫りくる大群に、リッカルは背筋が凍る思いがする。

　その弱気な心を押し殺そうとするかのように叫んだ。

「リリス、このままじゃジリ貧だ！　キリがない！」

　うすうす勘づいていた悪い予感が的中していたことを、リッカルは悟る。

　思ったとおり、この相手は自分たちとは最悪の相性だ。

　リリスの砂塵能力は強力だが、砂塵消費の燃費が悪いのがネックだ。つまり、継戦能力はそこまで高くない。それに対して、脚がある限りは走り続け、腕がある限りは這ってくるような屍し者しやが相手となると、こちらの黒こく晶しよう器き官かんの限界が訪れるほうが早いに違いなかった。

「リッカル！　こいつらは全員あたしがやるから、あんたは上で本体を叩たたいて！」

「無茶だ！　こんな数、いくらおまえでも……！」

「たかが三十やそこらでしょ。こんな雑兵、あたし一人で十分。──だから急いで！」

「わ、わかった！」

　不安は残るが、たしかにここは別行動を取るほかないように思えた。

　残る砂塵量が心配なのは自分とて同じだ。今朝も獣人事件の鎮圧でインジェクターを起動していたことを考えると、これ以上の長期戦は避けたい。

　リッカルは、左右から襲い来る獣人を渦で止めながら人形遣いに迫る。

　金字塔の斜面は昇りにくいが、リッカルは自分の手足を一時的にその場に固定する渦を小刻みに配置して、それを足がかりにして人形遣いに接敵した。

「おお～、面白いね。その渦巻きの能力、そういう応用も利くんだ」

「なめた口を！」

　リッカルは懐から愛用の短刀を抜いた。

　リッカルの武器は、塵じん工こう毒を塗り込んだナイフである。

　中央連盟には、塵工品の製造を得意とする砂さ塵じん能力者たちが集う部門がある。砂塵能力だけではダメージを与えられないリッカルは、そこからこの塵工武器をもらいうけたのだった。

（いくら第一等粛清対象とはいえ、この接近戦は分が悪いだろ……!?）

「おっとっと、あぶない」

　ぴょん、と人形遣いは跳ねるようにして回避する。曲芸師のように器用に動きながらも、ヴァイオリンの演奏だけはやめないのが癪しやくに障った。

「うわ～やめてよ、ねずみマスクのお兄さん。もっと穏便に遊ばない？」

「くそ、ちょこまかと……！」

　リッカルは追加で砂塵粒子を放出する。人形遣いを捕えるための粒子は、しかし割りこんできた二体の獣人の動きを止めるために、直前で軌道修正せざるを得なかった。

　試すまでもなく、この死者たちに毒ナイフは通用しないはずだ。首を失っても動くような相手に、神経毒などなんの意味もなさないだろう。

　このまま渦で拘束して放置せざるを得ない。リッカルがそう判断したとき、すかさずリリスの影が下から伸びてきて、渦に呑まれている二体の獣人を叩たたき潰つぶした。

　金字塔の下の様子を見て、リッカルは驚嘆する。

　リリスは宣告通り、たった一人で獣人の大群を捌さばいていた。何十本もの影が蠢うごめき、それらすべてを精密に操作して獣人を叩き潰している。その上で、金字塔の上にいるリッカルまで援護したということだ。なんという視野の広さだろうか。

「さ、サンキュー、リリス……！」

「ばか！　感謝なんかいらないから、はやくそいつを仕留めて！」

　いつになく必死な声で、リリスは叫んだ。

　肉の壁をなくした人形遣いが、慌てて金字塔から降りようとしていた。

「わ、わわ」

「逃がさねえよ、ピエロ野郎……！」

　周辺全体を、巨大な渦が巻いた。渦は人形遣いの身体を巻き取り、その場に固く拘束する。

「うわあ、なにこれ。ぜんぜん動けない」

「ようやく捕まえたぞ」

　リッカルは間近まで寄り、ナイフを持ち上げた。工獄に送り返す余裕はない。今ここで、相手を粛清するつもりだった。

　人形遣いが、首を左右に激しく振りながら抵抗する。

「ち、ちょっと、お兄さん。やめたほうがいいよ、こんなことは！」

「悪いが、犯罪者の命乞いは聞かないようにしていてね」

「違うよ！　命乞いなんかじゃない。これはね──アドバイス！　そう、人生相談だよ！」

　この土壇場で、相手はそんな奇妙なことを口走った。

「ボクはね、相手を間近で見れば、その人となりが手に取るようにわかるんだ。お兄さんにはさ、こんな手荒な仕事は向いていないよ。だから、そんな物騒な物は捨てたほうがいいって」

　よく見ると、そのマスクはオッドアイをしていた。緑色と赤色の瞳ひとみで、じろじろとこちらを観察して言う。

「お兄さんだって、本当は気づいているんでしょ？　毎日が死と隣り合わせの仕事に嫌気が差している。本当は、もっと平凡なことに幸せを感じる人間なんだって。だからこんな場所にいるのはやめて、ついでに中央連盟もやめちゃって、かわいい女の子とデートでもしたほうが人生楽しいよ！」

「おまえ、なに言って……」

「ボクの言うことをよく聞いたほうがいいよ。それにお兄さん、今、とっても大切なことを忘れているよ！　ほら、思い出してごらん。後ろを見たほうがいいって。ねえ──」

「クソ……黙れよ、おまえ……！」

　リッカルはひと思いに相手の胸にナイフを突き立てた。

　毒刃が人形遣いの心臓を裂き、即死させる。

　──ことはなかった。

　ナイフは宙を切った。相手の姿が蜃しん気き楼ろうのように消えると同時、リッカルは背後から無邪気な笑い声を聴いた。

「ほらね、言ったじゃん。後ろを見たほうがいいって」

（しまった──！）

　マスクのなか、リッカルは驚きよう愕がくに目を見開く。

　空間の誤認識。

　リリスと自分がはじめに把握した、相手側の砂さ塵じん能力。その能力はずっと解かれないまま、この場を支配していた。

　あえて自分や獣人たちの場所は惑わさないことで、ずっとこちらの意識から逸そらしていたということだ。

「──リリスッ！　いったん引いて逃げろッ！」

　失敗を悟り、リッカルはそう声を張り上げた。先ほどリリスに潰つぶされた獣人が起き上がり、だらりと折れた腕でリッカルを地面に打ち付けた。

「がッ、は……！」

　死体といえど、人間の膂りよ力りよくを遥かに超える獣人の力に、リッカルは胃液を吐く。

「ねえねえ、粛しゆく清せい官かんのお兄さん。人を刺そうとしたっていうことはさ──」

　人形遣いがリッカルの手から離れたナイフをひょいと奪う。手元で器用に回してから、その毒牙をなんの躊ちゆう躇ちよもなくリッカルの背中に突き立てた。

「──人に刺されても、文句は言えないよね？」

「ぎゃああァッ……！」

　焼けつくような痛みが、即座に神経毒の麻ま痺ひ作用で和らいでいく。それでも、どくどくと溢あふれる自分の血のぬめりだけは鮮明に伝わった。

「うーん。人を刺すって、べつに楽しいことではないよね。どうしてみんな、こんなくだらないことに躍起になるんだか」

　ナイフを投げ捨てて、人形遣いは踵きびすを返した。

　リッカルは金字塔を転げ落ちていく。どさりと倒れた地点では、獣人たちが飢えたハイエナのように待ち構えていた。

　獣人の群れが襲いかかる直前、幾本もの影がそいつらを追い払った。

　獣人たちとの間に立ちはだかるリリスに、リッカルは息も絶え絶えに言った。

「わ、り……やら、かした……」

「ばかリッカル……！　仮にも粛清官が、なんて醜態さらしているのよ……！」

　周辺には、這はうことさえできないように四肢のもがれた獣人たちが何体も転がっていた。

　そのとてつもない殲せん滅めつ力に、人形遣いが金字塔の上で拍手する。

「ひゅう！　すごいね、たった一人でこうまで捌さばくなんて！　でも、さすがにそろそろ限界なんじゃない？　一回、呼吸を整えてもらって大丈夫だよ、猫形マスクのお姉さん」

　ちっ、とリリスは小さく舌打ちした。

　人形遣いの見立ては正しい。パートナーのリッカルには、リリスの黒こく晶しよう器き官かんが稼働限界に達しつつあることがよくわかっていた。

「さてさて、ようやく落ち着いたね。そう喧嘩腰なのはよくないよ？　もっと穏やかな気持ちにならないと。人間にとって大切なのは、せいぜい詩と歌くらいのものなのだから」

　人形遣いは金字塔の上に座りこむと、緩慢な動作でヴァイオリンを奏で始めた。

　演奏に伴い、死体の獣人たちが踊りだす。これまでひと言も発することなく、ただ必要なときに砂さ塵じん粒子を放出するだけだった人形マスクの男も、同じくぶきみに踊り始めた。それを見て、リッカルは確信する。

　やはり、この空間を惑わす砂塵能力者もまた、人形遣いの操る死体にすぎなかったらしい。間接的に砂さ塵じん能力を操れるほどの能力者など、リッカルはこれまで想像したこともなかった。

　世にも奇妙でおぞましい光景を目のあたりにしながら、リッカルは、どうやってこの場からパートナーを脱出させるかという思考を頭に巡らせた。

　幸い、相手は今、こちらに注意が向いていない。

　リッカルには、まだ砂塵粒子を出すことができる。リリスも、最後に一本か二本の影を作り出すくらいはできるだろう。

「リ、リリス。よく、聞け……！」

　リッカルは声を振り絞って言った。

「いいか。俺が、最後に……なんとかして、大渦を作る。そいつで……やつの気を、引くから、おまえはその隙すきに、逃げろ」

　しかし、リリスはなんの返事もよこさなかった。

「おい。聞こえ、ないのかよ」

「……。」

「置いて、いけよ！　手負いの雑魚なんか置いて、はやく逃げろよ。ばか、野郎……！」

「……こえて、いるに……」

　そこで、リリスが歯ぎしりをして叫んだ。

「聞こえているに、決まっているでしょ！　ばかはあんたよ、ばかリッカル！」

「な……」

「ふざけないでよね……！　あんた、どれだけあたしのこと見くびってたの？　あたしのことを、この状況でパートナーだけ置いて逃げるような粛しゆく清せい官かんだと思っていたんなら、本部に戻ったあとで引っぱたいてやるから！」

　そのタイミングで、一匹の獣人がこちらに飛びかかってきた。

　リリスの影が応戦して、相手を壁に叩たたきつけた。ぐしゃりと身体が壊れる音がして、獣人が地に沈む。

　それが、リリスの黒こく晶しよう器き官かんの限界だった。

「くっ……」

　リリスの身体から溢あふれ出ていた、紺色の砂塵粒子がはたと消失した。リリスは片かた膝ひざをつくと、いかにも苦しそうに頸けい部ぶを手で押さえて、インジェクターを解除する。

「うーん、なかなか美しいパートナー愛だね。好きだよ、そういうのは。ボクを捕まえた、あの二人組を思い出すもの」

　まさしく高みの見物をしながら、人形遣いが言った。

「ねえ、お姉さん。質問なんだけどさ、さっき、ボクのことをルーガルーかって聞いたよね。それって、中央連盟が彼のことをよくわかっていないって意味かな？」

「……なによ？　そうだとしたら、なんだっていうのよ」

「……あは。あははは、そっか！　そうなのか……なるほどね、あははは！」

　なにがおかしいのか、人形遣いはひとしきり笑うと、

「ふ、ふふふふ。いやいや、ごめんね？　実はボク、今回はいいように扱われているだけの部外者だからさ、よくわかっていないことも多いんだ。だからこそ、キミたちと話して情報を整理したかったんだけどね。でも、この分だとキミたちのほうが驚くことが多そうだなあ」

　そのとき、上のフロアから轟ごう音おんがとどろいた。

　それを皮切りに、建物ごと振動しているような、大きな揺れが断続的に発生する。

　どうやら、この博物館全体が戦地と化しているようだ。

「上のフロアも元気にやっているみたいだね。ねえ、お二人さん。この博物館の一番上で、今、だれがどうやって戦っていると思う？」

　狼ろう士し会かいの戦闘員のことなど、リリスやリッカルには見当もつかない。二人にわかるのは、こちら側の陣営だけだ。

　もし人形遣いの言う通り、この戦闘音が最上階のものなのだとしたら、相手をしているのはリッカルの上官たちのはずだ。

「ねえ、ボクはだれに檻おりから出されて、どうしてここにいると思う？　キミたちがルーガルーと呼ぶ犯罪者は、いったい何者だと思う？　普段中央街でふんぞり返っている自分たちが、この事態の深刻さをまったくわかっていないのだとしたら、どう思うのかな？」

　人形遣いが矢継ぎ早に疑問を浴びせてくる。

　だが、二人にはなにも答えることができない。この場をどう切り抜けるかで思考がいっぱいだった。

　ヴァイオリンのＧ線の音がした。

　周辺に、人形遣いの黄色い砂さ塵じん粒子が充満する。明るい彩色に似合わず、やけに禍まが々まがしい雰囲気をまとった、高濃度の砂塵粒子だった。

　どうやら、相手は終わらせるつもりらしい。

　リッカルは、必死に繫つなぎとめている意識で絶望感を覚えた。まるで敵わない相手に勝負を挑んでしまった判断ミスを悔いることしかできなかった。

　人形遣いはけたけたと笑うと、死者の大群を操りながら言った。

「冥めい途どの土産に教えてあげるね。キミたちが追っている、ルーガルーという男の正体は──」




　そして──だれかの悲痛な叫びが、フロアじゅうを満たした。
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　リィリン・チェチェリィは、絶句していた。

　目の前の書き置きに目を落としながら、息をすることさえも忘れている。

　頭上から、けたたましい警報が鳴り響いていた。リィリンが住まう地下の図書室においても、本部内に響く緊急出動サイレンは鮮明に届く。

　その警報の意味はわかっていた。街で、例の凶悪な獣人事件が起きているのだろう。

（──獣人……）

　かつて、〝黒獣〟とあだ名される粛しゆく清せい官かんがいた。

　身内びいきをしないと自負するリィリンすら認める、一流の粛清官だった。獰どう猛もうかつクレバーな立ち回りは、まさしく冷静と情熱が同居しているかのようだった。

　なにより、彼には凄すごみがあった。

　にらんだ者を怯ひるませる、圧倒的な覇気が。

　たった数年のうちに警けい弐に級きゆうの地位まで昇りつめ、最高位である警けい壱いつ級きゆうまであと一歩というところで、彼は殉死した。

　遺体こそ見つからなかったが、状況的に死亡したと考えるのが自然だった。だからこそ、リィリンもその死を疑わなかったのだ。

　今、リィリンは蒼白の顔を恐怖に歪ゆがませている。

　目の前の手記には、ボッチが送ってきた事件の追加情報が記されている。

　ルーガルーと呼ばれる主犯が、砂さ塵じん兵器を手にしているという事実の判明。それに加えて、彼に協力している可能性の高い傭よう兵へいが、零番街解放戦線の所属者だったということも。

　さらには、あの印象深い犯罪者──人形遣いが脱獄したという。彼は何者かに幇ほう助じよされる形で、移送中の車から解き放たれたのだそうだ。

　零番街も、砂塵兵器も、人形遣いも、すべてリィリンとは関係の深い粛清案件だ。

　十八年前、解放戦線粛清の案件を担当したのは、ほかでもない自分だ。

　その際、肝心の危険兵器である砂塵増幅器の押収に失敗したのも自分だ。

　事件の渦中にいた、ある一人の少年を保護するよう命令したのも、また自分だ。

　まさか、それらすべてが偶然のはずがない。

　あのとき、リィリンが不ふ憫びんに思って情けを与えた少年は立派な粛清官になり、それどころか自分のパートナーにさえなった。

　だが彼は、もとを辿たどれば、あの零番街の遺児で──

（ウォール……まさかあなたは、あのころのことを、すべて思い出して……）

　自分が、なにに怯おびえているのかもわからなかった。

　強いていうなら、それは過失──十八年前にリィリンが犯した、大きな過ちのせいだ。

　罪の重圧も、罰の重荷も、全部自分で背負うと決めたはずだったのに。

　そのはずが、リィリンは立っていることができない。

　椅い子すに身体を預けて、力なくうつむいた。

　今ボッチは、今度こそ砂さ塵じん兵器を破壊するために現場に出ている。その場所には、ひょっとすれば、ずっと死んだと思っていたパートナーがいるのかもしれない。

　だが、その素顔は？

　もしリィリンの悪い予感が当たっているのならば、彼はまったくの別人になってしまっているのかもしれない。

　彼が生きていたとするなら、それは喜ばしいと決まっているはずだった。だが今となっては、夢にまで望んだ再会こそが、彼女にとっては最大の恐怖だった。




８





　──男がいる。と、ザカリス警けい参さん級きゆうは思った。

　そして、その男こそが本粛清案件の主犯なのだということを直感した。根拠こそなかったが、自信はあった。

　さしたる驚きはなかった。

　この旧文明博物館で獣人と出くわしてからというもの、首謀者やその関係者が潜んでいる可能性が濃厚であると重々承知していたからだ。

　火事場のボッチに「文句があるなら手柄を立てろ」と言われたことは業腹だったが、自分とパートナーの遍歴が、面識のない粛しゆく清せい官かんにまで知れ渡るほどには華々しくないことは事実だ。

　目立った功績を作るのならこの獣人事件が好機だろうと思い、奮起して道中の獣人を粛清して、この場まで辿たどり着いた。

　自分たちの担当フロアで本丸に遭遇したのは、あくまで幸運によるものだろう。

「まさか、今日一日でこうまで捜査が進むとは思いませんでしたね。問題アリの粛清官とはいえ、さすがは〝火事場〟といったところですかねぇ」

「ここからは大仕事だ。集中しろよ、コグレ」

　開戦のにおいを感じ取ると、いつも途端に血気盛んになるパートナーを諫いさめながら、ザカリスは様子を窺うかがった。

（であれば、あの装置こそが……）

　離れた場所に、ひとつの巨大な機械があった。

　黒光りする装置は、Ｘの形をしていた。旧文明博物館の二階中央広場で、三角型の天井の真下に鎮座している。

　まさしく旧文明然とした難解なオブジェ風の見た目は、もしザカリスがここに一般客として訪れていたなら、たいした面白味のない展示物として注意を払わなかったに違いない。

　だが、今はまったく事情が異なる。

　稼働する砂塵兵器の中央に、青白い光源が見えた。その周囲を、濃密な砂塵粒子がきらきらと舞っている。あれこそが増幅された砂さ塵じん粒子の核だということに違いなかった。

　ザカリスは相棒にハンドサインを送ると、インジェクターの起動スイッチに手を添えて、タイミングを見計らった。

　奇襲は戦闘の基本だ。敵に行動を許さずに事を済ませられるなら、それに越したことはない。だが、

「──この、砂塵増幅器って代物は」

　ザカリスが実行に移る前に、声が聴こえた。

「かつて、ドン・グスタフが芸術品としてこの場所に寄贈したらしくてよ。俺が辿たどり着いたときには、ご丁寧にプレートに偽の作品名が彫られていたぜ。──〝黒きＸ〟ってな」

　どうやら、はじめから気づかれていたようだ。ザカリスは相棒とマスク越しに目配せすると、もはや隠密行動は無意味だと判断して、広い展示場に姿を現すことにした。

　ルーガルーが砂塵増幅器を眺めたまま言った。

「なあ、粛しゆく清せい官かんどもよ。この俺が、お前らにとってのＸだとしたらどうする？」

　ザカリスは相手の問いかけを無視して言った。

「一応、規則ゆえに告げるが。大市法と粛清官特権に基づいて、貴様の処理は我々に一任されている。命惜しくば投降せよ、ルーガルー」

　ザカリスは周囲を警戒する。この状況は妙だと感じていた。たかが覚かく醒せい獣じゆうの製造者にすぎないルーガルーが、たった一人で粛清官を待ち構えているとは思えなかったからだ。

　火事場のボッチは、ルーガルー当人もまた実力者であると判断していたが、ザカリスはその見立てを信用していなかった。

「ザカリスさん、もうやってしまって構わないでしょう？　連中はいつだって、我々の寛大な勧告に耳を貸す気などありませんからねえ」

　逸はやる気持ちが抑えきれないのか、コグレがそう言った。

　その発言に、ルーガルーが一笑する。

「はっ。寛大な勧告、か。俺が言うのもなんだが、やっぱり物騒なもんだよな。粛清官っつー人種はよ」

　そこで、ルーガルーが振り向いた。

　その着用マスクを目にして、二人は同時に衝撃を受けた。

　特徴的なキメラの仮面。あまりに猛たけ々だけしく凶悪な印象を与えるマスクは、あろうことか二人にとって見覚えのある物だった。

「……貴様。まさか、ガレット警けい弐に級きゆうか……!?」

　思わず、その名を口にする。ザカリスが彼を最後に見たのは、ある論功行賞の会場で、中央連盟の盟主から直々に特別勲章を授与されていた姿だった。

〝黒獣〟、ウォール・ガレット。

　近接距離の砂さ塵じん戦闘において右に出る者はいないとまで言われた、最強格の粛しゆく清せい官かんだ。

（だが、そんなはずは──！）

　ザカリスはすぐに自分の考えを否定する。

　なぜなら、彼は死んだはずだからだ。そして彼が殉死したゆえに、彼のパートナーは隠居生活に入ったのだから。

「……よく似たマスク、それだけのことでしょう。動揺は禁物ですよ、ザカリスさん」

「ああ、わかっている」

（とはいえ、ここまで酷似せずともな……）

　口ではそう答えながら、ザカリスは疑心暗鬼を払拭できなかった。

　ザカリスには、自分の考えを荒こう唐とう無む稽けいと笑い飛ばせない理由がある。もともと、偉い大だい都と市しを騒がせている獣人という存在は、どうしたって彼の能力を連想させるものだったからだ。

「ルーガルー。貴様、真の名はなんという」

　ザカリスの問いに、ルーガルーは肩を竦すくめて言った。

「さあな、なんだっていいんじゃないのか。……なんといっても、今の俺は、お前ら獣を束ねて従える、ただの一匹の人狼にすぎやしないんだからよ」

　ルーガルーは、大仰な仕草で首筋に手をやった。

　声はおろか、その仕草すら、きざったらしいあの男を思い出させるものだった。

「さて──やる前に、ひとつ問うぜ、粛清官ども。お前らは、いったいなんのために戦っている？　だれのために、その暴力を振るうんだよ？」

「なんのつもりだ。時間稼ぎなら無意味だぞ」

「答えたほうがいいぜ。俺は相手の真価を、その信条で判断する。まだ生きる意義のある獣なら、野に放ってもやろうじゃねえか」

「……傲ごう慢まんな！」

　吐き捨てるように言うザカリスの肩を、コグレがぽんと叩たたいた。

「ザカリスさん、耳を貸す必要はありません。たかが犯罪者の戯ざれ言ごとです」

「ああ。話なら、本部に連れ帰ってからいくらでも聞けばいい。──やるぞ、コグレ」

「御意」

　ザカリスたちは、同時にインジェクターを起動した。

　パートナーともども白色をした砂塵粒子が場に漂う。ザカリスが右に、コグレが左に展開する。ルーガルーを取り囲むように散開して、それぞれに粒子操作を行う。

　周囲の展示物が、宙に浮いた。彫刻や石像、巨大な硝子製のタイル、過去の電化製品などが一斉に浮遊すると、無数の飛来物となってルーガルーに向けて飛んでいく。

　ルーガルーは駆け出して振りほどこうとしたが、数々の投射物はまるで自動センサーで追尾するかのように対象を追いかけた。

（たった一人で待ち受けるとは愚かだな、ルーガルー！）

　ザカリスは、コグレを最適なパートナーだと信じている。コグレのほうもまた然りだ。

　それは、二人が完全に対となる砂さ塵じん能力者だからである。

　両者ともに、磁力の砂塵能力者。

　プラス螺ね子じのマスクを被かぶるザカリスがＮ極、マイナス螺子のマスクを被るコグレがＳ極を司り、二人のコンビネーションによって物質の吸着と反発を自在に操ることが可能である。

　官かん林りん院いんの同期である二人は、互いの能力を知った日より固い絆で結ばれていた。

（まずは、挨あい拶さつ代わりだ……こいつを、どう受けるか!?）

　二人の操作する物質の雨が、今にもルーガルーに着弾しようというとき。

　奇怪な現象が、起きた。

　それを、ザカリスの動体視力では正確に捉えることはできなかった。急激に巨大化したルーガルーがその場で回転して、その魁かい偉いな四肢や尻尾のようなもので、すべての飛来物を粉々に粉砕したようだったが、あまりに一瞬の出来事で、自信が持てなかった。

　破壊されたオブジェクトが、ばらばらと散らばり落ちる。

　その中心点から、

「におうな。よくにおう──ああ、お前らの敵意は、あまりにもわかりやすすぎる」

　聴こえたのは、獣の声。

　それは、この数日繰り返し耳にした、人ならざる者たちの唸うなりだったが──

　その容貌だけは、決定的に異なるものだった。

　変へん貌ぼうしたルーガルーの姿は、ほかの獣人とは明らかに格が違っていた。黒い鬣たてがみを靡なびかせ、しなやかで無駄のない獣の筋肉に身を包んで、自分たちをゆっくりと睥へい睨げいする。

（あの、禍まが々まがしい姿……やはりこいつは、ウォール・ガレッ）

　──そこが、臨界点だった。

　以降ザカリスたちに雑事を思考するだけの時間は、ただの一瞬たりとも与えられなかった。

　そして、超高速の戦闘が幕を開けた。




　黒獣が跳躍する。

　ザカリスたちの能力で、ルーガルーには鉄の鎖でその場に縛りつけるような強烈な磁場を与えている。相手はそんな見えない重石を携えながらも、まるでなんの負荷もないかのような身軽さで動いた。

　二人は素早く粒子のコントロールを行った。

　卓越した磁力の付与能力による波状攻撃には、終わりがない。

　この場所はザカリスたちにとって戦いやすい環境だ。磁力の付与できる大質量が、周囲にごろごろ転がっているのだから。

　影のように跳ぶ獣に、数々の飛来物が、ザカリスたち当人の目にすら止まらない速さで追いかける。

　しかし、いずれも疾走する獣の速度に追いつくことはなかった。否、追いつくかというタイミングで、相手はそれを強きよう靭じんな獣の腕で弾き落とすのだ。

　まるで、後ろに目でもついているか──あるいは不可解なことに、あらかじめどの位置に危険物が迫るかを察知しているかのように。

　遠距離攻撃による封殺が主戦法の二人に、その獣は針に糸を通すかのような精密な回避を続けて、ついには近接戦の距離にまで差し迫った。

　相手の狙ねらいはコグレのようだった。コグレの懐に潜りこんだルーガルーが、幼子の背丈ほどもある凶悪な爪つめを刺突の形で構えた。

「コグレ、いったん距離を置けッ！」

「ええ！　ザカリスさんはそのまま援護を！」

　コグレは磁力による反発の作用を発動し、自身を対象として後ろへ跳ぶ判断をする。高い汎用性を誇る二人の能力は、時としてこのように自身に磁場を展開することで戦況を有利に運ぶ。またコグレは回避択だけではなく、追加の投射物をルーガルーに吸着させていた。

　攻防一体の離脱攻撃。

　その確実な二段構えの行動に、ザカリスは内心でパートナーを賛辞する。

　うまくいけば、この一手で相手を取れるとさえ予感した。

　だがこの時点で、二人は大きな思い違いをしていた。

　目の前の男の正体が、他人の空似などではなく、自分たちの知る「あの男」だということに確信が持てていたのなら、ザカリスもコグレも、あるいは事前に気づけたのかもしれない。

　この都市有数の武闘派が集う中央連盟において、当時近接最強とまで称された男が、いったいどれほどの暴力性を秘めているのかということに。

　すなわち、いかに常識外れの存在なのかということに。

　コグレの放った吸着物──黄金色の巨大な鐘が、ルーガルーの背後に迫る。

　その鐘は、このフロアで最大の展示品だ。この速度、この質量であれば、直撃した際のダメージは計り知れない。だが、

「笑わせるなよ。そんなもので、この俺を止められるとでも？」

　ルーガルーは、ほんの一瞬だけ振り向くと、鐘をいともたやすく弾き返した。

　それだけではない。轟ごう音おんを立てて弾かれた鐘が、今度はザカリスに向けて正確に襲いかかる。その即興の対応力に、ザカリスは絶句した。

（なん、という……ッ！）

　ザカリスは周囲の物質を盾として利用し、豪速で迫る飛来物から身を防いだ。が、代わりにルーガルーに付与していた磁力の効果が薄れてしまう。それによって、より身軽になったルーガルーが単身のコグレに飛びかかった。

　コグレは高速で背後に跳んでいた。磁力を用いた緊急脱出は安定の一択のはずだったが、ルーガルーはそれさえ物ともせずに、一気にコグレの懐まで寄りきった。

「いいのかよ？　なにも答えないまま、あんたは消えていいのか？」

「……ッ!!」

「なあ。俺はきちんと、聞いただろうがよ。なんのために、戦っているかって。沈黙は──」

　獣が、腕を振りかぶった。そのまま一切の躊ちゆう躇ちよを見せずに、

「──最ッ低の答えだぜ？　警けい参さん級きゆう……！」

　ごじゅりと、肉と骨が粉砕されるグロテスクな音が響いた。

　コグレの腹に、人がそのままくぐれそうなほどの大穴が穿うがたれる。

　衝撃の光景に、ザカリスの頭が真っ白に染まった。
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　獣が、こちらを振り向いた。自分たちの距離──およそ十数メートルは、この相手が詰めきるのに幾ばくの猶予にもならない。ルーガルーはコグレの身体から手刀を抜くと、その異常に発達した大だい腿たい部ぶに力を込めた。それは、獣の跳躍の前兆だった。

　ザカリスの足が竦すくむ。次の手が、一切浮かばなかった。

　そのとき、

「ザカ、リスさん。あれを……！」

　血の混じる声が、聞こえた。

「私は、まだ、やれます、から……ッ！」

　瀕ひん死しのコグレが、絞り出すように叫んだ。倒れたパートナーの肉体から、高密度の砂さ塵じん粒子が溢あふれ出るのが見えた。

　その掛け声で、ザカリスもなにをすればいいのかを即座に理解する。

「……承知、した！」

　生死の境に立つパートナーのがんばりを、自分が無駄にしてはならない。そうわかっているからこそ、ザカリスは残量の砂塵粒子を余さず放出した。

　二人には、同じ砂塵能力を持つからこそできる、必殺の連携がある。

　人体を中心に、別方向に向けて同時に強い反発の作用を起こす。

　その結果は明確だ。これまで街で騒動を起こしてきた獣人のように、無惨にもその肉体を離散させる。わかりやすく言えば、弾けて死ぬのだ。

　反発攻撃を行う際のポイントは、パートナーと寸分違たがわない粒子量で負荷をかけることだ。そうしなければ、斥力は分散して対象を破壊するには至らなくなる。ゆえにこれは、熟達した技術とコンビネーションが要求される、最高難度の奥義といえた。

　二人は、これまで長年かけてこの技を磨いてきた。だからだろう、コグレは死の極致にあっても砂塵粒子を正確に操り、ルーガルーの身体を全力で引っ張った。

　ザカリスも、同様に相手の身体を吸引する。

　その強烈な磁場の発生に、ルーガルーが脚を止めた。さしもの怪物も、二人が作り出す決死の磁場からは逃れられないようだった。

　タイムリミットは、パートナーの命が潰ついえるまで。

　それまでに、この相手を始末しなければならない。

「うおおおおおぉぉぉぉッ！」

　ザカリスは怒号する。直後、たしかに血の弾ける音を聴いた。

　ルーガルーの肉体が、裂けはじめている。

　いける、とザカリスは予感する。

　このまま反発の作用を続ければ、この相手を倒すことができる。どれほどの怪物が相手だろうと、自分たち二人の力ならば超えられると。

　しかし──相手は、ごく静かに口にした。

「……悲しいかよ。相棒の腹、風穴空けられてよ」

「な──」

「だが、足りねえんだよ。……ああそうさ、まだまだ足りねえんだ」

　ルーガルーが歩み出した。

　強烈な磁場の嵐のなかを、平然と離れていく。

「なあ、警けい参さん級きゆう。お前には、俺と同じ、信じていたもの全部をなくさないと、目に映らないような景色は──まだ、見えねえのさ」

（……バ、カな……）

　ザカリスには、目の前の光景が信じられない。この負荷の嵐を物ともせずに動ける相手がこの世にいるなど、とても認めることができなかった。

　だが、それが現実だった。

　最後の希望があっけなく潰ついえて、ザカリスは膝ひざをついた。

「ああ、つまらねえな。一方的な狩りなんていうものは、いつだってつまらねえ。……はやく幕引きといこうぜ、粛しゆく清せい官かん」

　頭上から、声をかけられる。

　そのおぞましいキメラのマスクを間近で目にして、ゾッと身体が震えた。

　怪物に睨にらまれた無力な人間は、ただ怯おびえるほかない。そんな世の理ことわりを教える強者の高圧プレツシヤーに、ザカリスは思わず言葉を漏らした。

「こ、〝黒獣〟……」

　かつてそう呼ばれたのは、一人の優男風の青年だった。なにも知らない者は、本当にこの男がそれほどの実力を持つものだろうかと疑っていたが、ザカリスはそれを見当はずれの言い分だと思っていた。

　この世界に長く身を置くザカリスは、粛清官の本性が外からではまるでわからないことをよく知っていたからだ。ザカリスに、自分には手が届かないと思わせる同僚たちはみな、ひとたびインジェクターを起動すれば、あたかも別人のような内側を露見させたものだ。

　黒獣──その男の本質は、ただ強者であること。

　なにがあっても止まらず、比肩せぬ強きよう靭じん性で相手を一方的に蹂じゆう躙りんすること。

　そんな単純にして至高の暴力こそが、彼の特徴だった。

　そして黒獣は、今夜もまた狩りを行った。

　狩られたのは、二人の粛清官だった。




　ザカリスは、地に伏せている。

　その傍かたわらに、一人の獣人がいる。自分が屠ほふった粛清官の姿には目もくれず、彼は見上げていた。そこには空がある。三さん角かく錐すいの形をした博物館の天井はガラス製で、天窓となっていた。

　やや肥えた上弦の月を、彼はなにも言わずに見上げている。

「なぜ、だ……」

　ザカリスが、虫の息で言う。

「なぜ、生きて……いや、なぜ、こんな真ま似ねをする？　ガレット、警けい弐に級きゆう……」

　もはや、ザカリスは一片の疑念さえ抱いていない。あるのは、ただの確信だった。

　目の前の男が、かつて自分たちの仲間だった、一人の青年だということへの。

「貴様、は……連盟に拾われ、官かん林りん院いんで育てられた、孤児……だったろう。この、ような……恩を仇あだで返すような、真ま似ねを、どうして……」

「恩？　──恩だと？」

　獣の声には深みがあった。底の知れない、暗い井戸のような深みが。

「とんだ的外れだな。お前らが俺にしたことは、恩でも義でもねえ。はじめから、連盟は俺の家なんかじゃなかったんだ」

「……〝蒼白天使〟が聞いたら、どう思うか……」

〝蒼白天使〟と〝黒獣〟。

　特に個人的な関わりを持っていたわけではない。それでも、外から眺める二人には、年齢差をゆうに埋めるような厚い信頼関係があり、ひとつのチームとして洗練されていたことは知っていた。

　いったいなにがあれば、こんな事態を呼ぶというのか。

「……俺の、前で。軽々しく、その名を口にするんじゃねぇ……」

　とどめを刺すつもりだろう。ルーガルーが、こちらを向き直す。

（──ここまで、か）

　ザカリスは、死を覚悟する。

　いつか自分が、こういう結末を迎えるということはわかっていた。

　粛しゆく清せい官かんが無事に引退する割合は、全体の数パーセントに満たない。それは単純に、大多数の粛清官がキャリアを遂げる前に殉死するという事実を意味している。

　せめて、パートナーの軀むくろがきれいなままであればいいと願った。一昨年結婚したコグレには、彼の死を悼いたむ家族がいる。生涯身を固める発想がなかったザカリスは、相棒の意外な一面に驚いたものだった。

　ルーガルーの爪つめが、暗くら闇やみに光る。

　そのときだった。

　はじめ、ザカリスはそれを見間違いだと思った。目の前の光景が、あまりにも都合のいい出来事だったから、追いつめられた脳が幻覚を見たといわれたほうが納得できるほどだった。

　ルーガルーの身体が、人の姿に戻っていく。彼に獣の姿を与えていた、肌の下の砂さ塵じん粒子が泡のように消えていき、一人の青年の姿へと戻る。

「なんだ、これは……!?」

　彼にとっても未知数だったか、ルーガルーが狼ろう狽ばいする。

「──!?」

　次の瞬間、なにかを察知したらしいルーガルーが、その場に大きく伏せた。

　それと同時、ズバンッ！　と空気を裂くような渇いた音が鳴る。

　ルーガルーの脳天を撃ち抜くはずだったライフル弾が、白い射線を描いて通過した。その射線の始点に、一人の女粛しゆく清せい官かんの姿があった。

「──わざわざたしかめる、までもないわね」

　雨の降らない屋内で、その女は一本の傘を差していた。まるで一枚の変わった印象派の絵画のように。

「狼ろう士し会かい首領、ルーガルー。……粛清するわ」

　不意打ちの一撃を避けたルーガルーが、ゆらりと立ち上がって返す。

「増援か。……なるほどな、いいタイミングじゃねえか」

「バ、レト警けい伍ご級きゆう……！　ここはいったん、引け！　こいつは……貴様一人で、どうにかできるようなやつじゃない！」

　間一髪のところに現れた下級粛清官に、ザカリスは出せる限りの大声で叫んだ。

「この男は、元粛清官──〝黒獣〟、ウォール・ガレット警けい弐に級きゆうだッ！」

　その怒号も虚むなしく、彼女は退ひくことはなかった。

　そうして、一人の生を詐称した粛清官と、一人の死を偽装した元粛清官は、わずかな間、ただ静かに対たい峙じしていた。
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　二カ月ほど前のことだった。

　時期としては、シルヴィたちが覚かく醒せい獣じゆうの捜査を任されたばかりのころ。

　第七執務室で、シルヴィはパートナーとともに捜査の経過報告を行っていた。

「覚醒獣を用いた犯行について、ここ数日で起きた事件をまとめました。日を追うごとに、獣人集団の強盗や殺人事件が増えています。やはりルート72は、薬の流通量を劇的に増加させているかと」

「うむ。まずは一読させてもらおう」

　シーリオは捜査資料を受け取ると、普段通りの神妙そうな顔でページをめくりはじめた。

　隣に立つ素顔のシンが、いかにも暇そうに大きく欠伸あくびをする。

　まったくもう、とシルヴィは思う。シンが上官の前で失礼をするのはいつものことだが、せめて口元くらいは隠すようにあとで注意しなければ。

　資料に目を落としたまま、シーリオがたずねた。

「警伍級、例の写真は？」

「末尾です。ワイナリーの関係者は全員が殺害されましたが、監視カメラの映像が残っていました。覚醒獣の使用者の姿が鮮明に映っています」

　昨晩、十五番街にあるクラシマワイナリーという酒蔵で殺人事件が発生した。ワイナリーの運営はマフィアが担っていたらしく、要は利権抗争が起きたと見られている。

　そこで、初めて獣人の姿がデータとして記録されたのだった。

　シーリオが映像の切り取り写真に目をやる。黒い体毛に覆われた四肢と、長い尻尾を携えた獣人が、暗がりの向こうでぶきみにレンズを見つめていた。

「……想像以上に、似ているな」

　ぼそりと、つぶやくようにシーリオが言った。

　シンが首を傾げた。だが、シルヴィにはその言葉の意味がわかった。

「似ているというと、やはり〝黒獣〟にですか？」

「ああ。……まあ、ただの偶然にすぎんだろうが」

　シーリオは眼鏡を外すと、眉間を指で揉もんだ。なにかを思い出しているのか、あるいはただ疲れているだけなのか、シルヴィには見当がつかなかった。

「それで、肝心のカルテルはどうなっている？」

「組織の構成図と、一部幹部の活動域が割れました。当初の予定通り、覚かく醒せい獣じゆうの事情に通じる幹部クラスの動向を探っています。現在我々が目をつけているのは、ローレンス・エルミという幹部でして……」




　報告を終えて、二人は執務室を出た。

　日が落ちてしばらく経つが、シルヴィはもうしばらく仕事をしていこうか迷った。

　マークしている星の数を増やす必要がある。その場合、捜査協力の職員に直接会って細かく指示を出したほうがいい。そうシンに伝えようとする前に、相手のほうが先に口を開いた。

「なあ、シルヴィ。さっきの話なんだが」

「なにかしら」

「黒獣がどう、とかいうやつ。あれはなんのことだ？」

「ああ、そうよね。あれは、あなたが連盟に来る前の話だものね」

　シルヴィは得心する。どう説明すればいいかな、と考えながら言う。

「いたのよ、そう呼ばれていた粛しゆく清せい官かんが。きっと、今回の仕事にかかわっている粛清官は、みんないちどはその人のことを思い浮かべたのではないかしら」

「なぜだ？」

「覚醒獣の使用者と、能力が似ているからよ。彼は獣化の砂さ塵じん能力者で、おそろしく強い獣になれたそうよ。わたしは、直接能力を使ったところは見たことはなかったけれどね」

　シンは納得したようにうなずいた。

「なるほど、それで今回の事件と似ているという話か。珍しいケースだな」

「どうかしら。能力の被かぶり自体はそこまで珍しいわけでもないんじゃない？」

「とはいっても、獣人だろう。能力そのものが稀少そうだ。本当に関係ないのか？」

「ないわね」

「なんだ、言い切るんだな」

「ええ。だって、彼は亡くなったから」

　彼の訃ふ報ほうを聞いたのは、シルヴィが就任した直後のことだった。

　殉職者が出た場合は、その殉職事由の案件が解決したあとで砂さ塵じん葬制を行うのが通例だ。だが、彼の場合はそれが行われなかった。砂塵葬制では、死者の魂を輪りん廻ねから解放するため、遺灰を砂塵と絡めて天に送る必要があるが、彼は肝心の遺体が見つからなかったからだ。

　空からの棺ひつぎに花を手向けながら、シルヴィは故人と最後に話したときのことを思い出した。

　あの日、自分に院の卒業はまだ早いと、そうはっきりと告げられた。

　そんなはずはないと、今でもシルヴィは思っている。むしろ、あのタイミングでないとダメだったのだ。もしあそこで一年遅れていたら、こうして相性の合うパートナーと出会えることもなかったのだろうから。

「それにしても、あなたがまったく知らなかったというのは意外ね。〝黒獣〟の呼び名は、最後のほうはタイダラ警けい壱いつ級きゆうと同じくらい名が知られていたはずだから」

　シンはもともと、裏社会で殺し屋稼業をしていた。有名な粛しゆく清せい官かんの名は当時から知っていておかしくなかった。

「どうだかな。聞いたかもしれないが、忘れた」

「連盟の若き英雄とも言われていたくらいだもの。きっとどこかでは耳にしているわ」

「ふぅん。そいつの名前は？」

　そういえば、試練そのものみたいな名前だったな。そう思いながら、シルヴィはその名を口にした。




＊





「──ウォール・ガレット警けい弐に級きゆう……？」

　旧文明博物館、二階。

　シルヴィは相手の相そう貌ぼうを改めて観察する。

　ルーガルーと名乗る犯罪者は、これまで自分の情報を注意深く隠匿してきたわりには、いやに堂々とした態度の男だった。

　灰色のスーツをぴっしりと着こなし、なにもやましいことなどないかのように、自信に溢あふれた立ち姿をしている。

　そして、見覚えのあるキメラ形のマスク。

「なんだよ。だれが来たかと思えば──ひさしぶりだな、バレト候補生」

　特に隠し立てをするつもりはないらしく、ルーガルーはそう口にする。

「ああいや、もうとっくに就任しているか。……一年なんてあっという間だよな。こんな状況じゃなかったら、苦労話のひとつでも聞いてやりたかったものだが……そうもいかねえか」

　──まちがいない。そう、シルヴィは確信する。

　声だけではない。この軽口と立ち振る舞いが、目の前の相手が自分の知る男だと報しらせていた。

「……生きて、いらっしゃったのですね」

「まあな。生来くたばりづらい体質なんだよ、俺は」

　驚きはあった。疑問も絶えない。だが、それはルーガルーの正体に対してだけではなかった。

　シルヴィは周囲を警戒する。

　どうしても、ひっかかることがあった。

　シンと別れてから、シルヴィは最速でこの場所まで駆けつけた。ザカリスたちが倒したと思われる獣人たちの死体の列が、この展示エリアまでの道案内を務めてくれていた。

　到着一番にシルヴィが目にしたのは、まさしく戦闘の佳境。

　おそらくザカリスとコグレの両警けい参さん級きゆうは、ルーガルーに敗北したのだろう。

　まだ息のあるザカリスと、すでに絶命しているであろうコグレが床に転がり、すぐ傍そばに黒い獣の姿があった。悠長に空を見上げているルーガルーは、やけに無防備に見えた。

　──チャンスだと、素直にそう思った。だからこそ、先手必勝の一手を打ったのだ。

　すなわち、インジェクターの起動から間髪入れずに行う高速射撃である。

　それを、相手は避けた。まるで、こちらの攻撃を予知していたかのように。

　それが今、シルヴィがなによりも気にすべき違和感だった。

（こちらに気づいている様子はなかった。そしてわたしの能力範囲にいる以上、砂さ塵じん能力によるものではない。単に勘がいいだけとも思えない。おそらく、なにか秘密が……）

　ルーガルーが口を開いた。

「おまえの能力は覚えているぜ、バレト。たしか、そう──パートナーを組みづらい能力……砂塵粒子の消失だったか。連盟が俺を止めに送る刺客としては、なるほど適性はある」

　シルヴィは、ルーガルーの背後にある砂塵増幅器に目をやる。あともう少し近づいて自分の能力範囲に入れば、あの兵器の稼働を中断させることができるはずだ。

　それを相手も勘づいているだろうに、ルーガルーには一切の焦りは見られなかった。

　もう、インジェクターは起動してしまっている。

　タイムリミットがある以上、すぐにでも仕掛けなければならない。

　シルヴィは雨傘を構え直す。と、相手が口にした。

「やめておけ、バレト。いいから、その物騒な武器を下げろ」

　ぽりぽりとつまらなさそうに首元を搔かいて、ルーガルーは続けた。

「お互い、無益なことはやめておこうぜ。俺はお前を殺したくないし、お前も俺に殺されたくはないだろう。今さっきの一撃は、手荒い挨あい拶さつとして水に流しておいてやる」

　その発言の意図がわからず、シルヴィはたずねる。

「……どういうこと、ですか？」

「そこの粛しゆく清せい官かんが言った通りさ。これは、お前一人でどうこうできるような状況じゃない」

　なおもわからないシルヴィに、ルーガルーは驚いたように口にした。

「おい、冗談だろ？　お前が、この俺に勝てるわけがないんだ。退ひけよ、バレト。見逃してやると、そう言っているんだ。尻尾を巻いて、さっさとここから失せろ」

　途端、シルヴィの全身の血が湧わいた。

　──なめられている。それも、尋常ではなく。

「俺はお前のことは、少しはわかっているつもりだ。お前は、理性のない獣というわけじゃない。生かしておいてやるから、行け。……安心しろよ、後ろから襲ったりはしないからよ」

「……バカに、しないで！」

　雨傘の柄を強く握り、シルヴィは吼ほえるように言った。

「ガレット警けい弐に級きゆう──いえ、ルーガルー。あなたの事情なんて、わたしは知らない。こうして生きていたのなら、なぜ連盟に戻ってこなかったのかも聞きはしないわ」

「……ほう」

「今のあなたは違法薬物の製造者で、獣人事件の首謀者で、粛清官殺しの現行犯で──なにより、わたしたちの敵よ。その敵に見逃してやると言われて、おとなしく引き下がる粛清官がいるとでも？」

　上等じゃないか、とシルヴィは思う。だれが相手だろうと、この事件の犯人を討つと決めた。それは言葉通り、だれが相手だろうとそうするつもりだったのだ。

　仮にマスクの下の素顔を知る相手だろうとも、関係ない。

「……ふっ」

　シルヴィの闘気をよそに、相手は笑った。

「なにか、おかしい？」

「ああ、おかしいな。なぜならお前がなにもわかっていないからだ。バレト」

　シルヴィは雨傘を相手に照準する。

　能力を封じられているはずのルーガルーは、しかしあくまでも余裕そうに続けた。

「予告する。闘やり合っても、お前は俺にかすり傷ひとつ負わせることはできない。そして、必ず自分の選択を後悔することになる。それでもいいのか？」

　もはや、それは完全な愚問だった。

　その言葉を無視して、シルヴィはトリガーを引いた。

　ため息とともに、ルーガルーも動いた。

「ったく、しょうがねえな。──なら、少しだけ遊んでやるよ。候補生」

　ルーガルーが前傾に倒れこむような姿勢を取り、胴を撃ち抜くはずだった狙そ撃げきをくぐり抜ける。そのまま、驚嘆すべき速度でこちらに距離を詰めてきた。

　これまで相手してきた獣人と変わらないか、それ以上の速度だ。

　シルヴィは雨傘を展開して、第二スロットの散弾銃を迎撃に使用する。

（これは──当たる！）

　シルヴィはそう確信する。どれだけ察しのいい相手であろうとも、雨傘の持つ特異な機能が読めているはずがない。

　ジャストミートの形で、接近するルーガルーに銃口が向けられた。

「反応は悪くない。──が、甘いな」

　ルーガルーが鼻を鳴らした。かと思えば、シルヴィがトリガーを引くよりも先、雨傘の攻撃範囲から身体を逸そらした。

　無数の散弾が空を切り、遥か遠くの壁に着弾する。

　ほぼ同時、シルヴィは悪寒を覚えた。

　右方からの猛烈な危機感。

　低く伏せるようにして避けると、頭上ですさまじい風圧が発生した。ルーガルーの繰り出す強烈な中段蹴げりが宙を切ったのだった。

　相手の攻撃はそれで終わらなかった。ルーガルーは軸足を捻ひねると、そのまま踵かかと落としのモーションに入る。シルヴィが転がるようにして回避した直後、不吉な破壊音がした。

　受け身を取ってから音の正体を確認して、シルヴィは動揺を隠せなかった。

（この人、なんて力をしているの……!?）

　ルーガルーの足先が摩擦熱に白い煙を出している。空ぶった蹴りを受け止めた硬い床には、ひび割れさえ走っていた。

「これくらいで驚くなよ、バレト。たしか、お前は成績優秀者だったよな。だったら、散々暗唱させられた粛しゆく清せい官かん心得は覚えているだろ」

　ルーガルーが涼しげに言った。

「〝黒こく晶しよう器き官かんの状態に関わらず、粛清官は粛清官たれ〟。要は、インジェクターが使えないから戦えない、なんてやわなことを言うやつは粛清官じゃないって話だな」

　相手の言葉を聞き流しながら、シルヴィは思考を張り巡らせる。

　どうしても解けない謎なぞがあった。たしかに、相手の格闘能力は一級品だ。だが、それだけでは説明のつかない疑問がある。

　先ほどのルーガルーの、異様な回避行動。

　完全にタイミングを捉えたはずの散弾が、なぜ読まれたのか。

（あれは、動きの予測とは違う。予測なら、わたしにだってある程度はできる。でも、あれだけ踏みこんだ上で回避するなんて、相手の行動に完璧な確信が持てていないとおかしい……）

「──不思議か？　俺の動きが」

　まるでこちらの思考がわかっているかのように、ルーガルーが言った。

「いいぜ、教えてやるよ。知られたところで、対処できるようなものじゃないからな」

「……？」

「ちょっとした塵じん工こう体質でな。におうんだよ。獣の嗅覚が、俺の身に降りかかるすべての脅威を教えてくれる。殺意のアドレナリンが放つ強烈なにおいが、俺には手に取るようにわかるのさ。その証拠に──」

　ルーガルーがひょいと身体を逸そらした。

　ほぼ同時に、銃声が鳴った。

　瀕ひん死しのザカリスが、一矢報いるつもりで、ルーガルーの背に向けてオートピストルの弾たまを放ったのだった。

「ぐ、く……ッ！」

　それが最後の足あ搔がきだったか、ザカリスは拳銃を手放すと、今度こそ力なく倒れた。

「ほらな。そこに俺への殺意が存在する限り、何人たりとも俺に攻撃を当てることはできない。無論、お前のその得意の射撃も、ただの一発だって当てることはかなわないってことだ」

　シルヴィは驚きよう愕がくを隠せなかった。それはつまり、ありとあらゆる不意打ちを無効化するということだ。相手の裏をかく戦法は、戦場に生きる者にとって不変の真理のはずだ。

　それが、この相手には通用しないという。

（……獣化していなくて、この強さ。〝黒獣〟……）

　彼の持つ塵工体質は、おそらくふたつだとシルヴィは推測する。長く獣人化したせいか、常態的に強きよう靭じん化しているであろう肉体に加えて、特別な鼻も併せ持つようだ。

「敵意だけじゃないぜ。ほかにも、においが教えてくれる情報は膨大だ。相手が、どういう感情を抱いているか。喜怒哀楽の情報は、相手の思惑を読むなによりの手助けになる。あるいは、相手になにか発痛物質が分泌されているのなら、それさえも俺にはお見通しだ」

　そこで、ルーガルーは首元を指して言った。

「お前。どこか、ひどく痛むんじゃないか？　たとえば──そう、黒こく晶しよう器き官かんとかよ」

　図星を言い当てられ、シルヴィは動揺した。

　インジェクターを起動している間、シルヴィの黒晶器官には激痛が走る。それも、稼働限界時間に近づけば近づくほど顕けん著ちよに。

　今日すでに稼働させた時間を考えるに、もう幾ばくも余裕はない。

　焦りを覚えながら、気取られないようにシルヴィは答えた。

「……感心しないわね。女性の内面を分析するなんて」

「はっ！　いい威勢だ。やはり嫌いじゃないな、お前のそういうところは」

　ルーガルーはからからと笑って言った。

「なあ、バレト。おまえは、ばかじゃない。そこらの獣どもと違って、理屈で物を考えられるやつだろう？　この場にパートナーはいない。俺の塵じん工こう体質は破れない。黒こく晶しよう器き官かんは限界が近い。それなら、答えはたったひとつ──お前じゃ、俺には勝てないんだ。だから、もうやめておけ」

　そんな相手の言葉とは裏腹に、シルヴィはこう思った。

（いや──やれる。勝算は、ある）

　すでに作戦は構築させていた。あとは実行するだけだ。

（わたしは……勝たなければならない。一人で勝って、認められて、上に行って……そうしなければ）

　そうしなければ──

　戦場から自分を遠ざけようとするパートナーの言動を思い出す。

　そうしなければ、自分はどこにも辿たどり着くことはできないのだから。

　インジェクターの残り稼働時間は、およそ一分。

　それを超えれば、ルーガルーは真の力を取り戻す。それまでに、勝負を決めなければ。

　ふっと小さく息を吐いて、シルヴィは相手に向かって駆け出した。一直線ではなく、右方から大きく回りこむように。

「お、っと！」

　ルーガルーは即座に反応すると、こちらの進行を防ぐように先回りした。

（──やっぱり）

　その立ち回りにシルヴィは得心する。いかに余裕を装っていようと、この場所がルーガルーにとっての急所であることには間違いない。虎の子の砂さ塵じん増幅器がすぐ傍そばにある以上、こちらとの位置関係は常に念頭に置いているはずだ。

　シルヴィは、相手の持っている情報を推測する。砂塵粒子を消すというシルヴィの能力の条件を、ルーガルーは距離に依存するものだと理解しているに違いない。

　その見立ては当たっている。その日のコンディションによって多少の誤差はあるが、おおよそ十数メートルがシルヴィの能力の限界範囲だ。

　ルーガルーは、一番はじめに自分の獣人化が解除された際の互いの距離から目算して、シルヴィの能力範囲の予想最大ラインを引いているはずだ。

　そして、けっしてその距離まで砂塵増幅器に近づけないよう、ずっと意識を傾けている。

（それこそが、必ず付け入る隙すきになる……！）

　いくら熟達の戦士といえど、相手との距離を一定以上に保ち続けるように立ち回るのは大きな足あし枷かせとなる。だからこそ、シルヴィの狙ねらっているタイミングは必ず訪れるはずだ。

　シルヴィは雨傘のスロットを回して、閉じた傘にブレードを這はわせる。繰り出した斬ざん撃げきを、ルーガルーはいともたやすく見切った。

　躱かわした体勢のまま、ルーガルーが中段に構えた。細いはずの脚が、しかし極太の丸太を思わせる破壊力の蹴けりを放つ。

　だが、その攻撃パターンはすでに経験している。

　ぎりぎりで回避しながら、シルヴィは位置関係を計算し続ける。

（右に二歩。一歩下がって、様子を見て──こちらの出方で、左にずれる。それから──）

　互角の攻防とは言えなかった。身体捌さばきはルーガルーが遥かに勝る。しかしシルヴィには、たった今相手を討ち取るつもりがなかった。すべての攻撃を牽けん制せいに留めているからこそ、勝負を長引かせ、そして機が訪れるのを待つことができていた。

「やはり狙ねらいは、砂さ塵じん増幅器か」

　途中で察して、ルーガルーが言う。

「随分と安直だな。俺が近づけさせるわけないだろうが」

「安直かどうかは、見ていればわかるわ……！」

　シルヴィは発砲する。弾たまは当然のように避けられたが、問題はない。

　相手の位置をコントロールできれば、それでいい。

（これ以上は、相手は後方には下がれない。左にステップを入れる。──雨傘の突きを躱す。わたしに寄らせないように、攻撃を加えてくる──）

　シルヴィは少しずつ、互いの位置を調整していく。自分の位置と、ルーガルーの位置と、砂塵増幅器の位置を。そして、その三点が一直線に重なるタイミングを模索している。

（……彼は、ひとつ大きな思い違いをしている）

　シルヴィの目的は、砂塵増幅器に近づくことではない。砂塵増幅器を餌にして、あくまでルーガルーに致命傷を与えることだ。だからこそ、シルヴィは未だに雨傘の主砲──マグナム弾による一撃必殺の大技は見せていない。

　普通に撃っても当たらないことがわかっているのなら、普通に撃たねばいいだけのことだ。

　ルーガルーの放つ足技を、シルヴィが間一髪で躱したとき。

（──きた！　このタイミング！）

　返しの手段として、シルヴィは雨傘で刺突する動作に入る。それが実際に突き出される前から、こちらの殺意を嗅かぐというルーガルーには、シルヴィの動作が読めていたのだろう。

「──……？」

　だからこそ、相手は当惑した。

　その攻撃手段は大振りで、ルーガルーが回避するのはあまりに容た易やすい。それどころか強烈な返しの一撃さえも許す、鈍重な悪手とさえいえた。

　ゆえに、ルーガルーは逆説的に気がついたはずだ。

　自分が、この攻撃を避けてはならないことに。

　避ければ、シルヴィの放つ銃弾が砂塵増幅器の中央装置を貫く軌道にあることに。

　シルヴィの狙ねらいは、たとえ読めていても避けてはならない一手。

　それにルーガルーが対応するならば、応手はひとつしかない。

　こちらの動きを止めること。

　つまりは、反撃である。

　ルーガルーは咄とつ嗟さに体勢を変えて、無理な角度で蹴けりを放とうとする。

　こちらに一手遅れる形となるが、ルーガルーの化け物じみた身体能力であれば、それである程度の痛み分けという形で手を打つことができるだろう。

　そこまで確認したとき、シルヴィは内心で自分の読みの深さを讃たたえた。今の自分にできる、完璧に近い推察が現実のものとなっていた。

　人がもっとも無防備になるのはいつか？

　それは、自分が攻撃するときだ。

　だからこそ官かん林りん院いんの実践戦闘術では、粛しゆく清せい官かんに必ずその戦法を教えるのだ。

　粛清官流の、必殺のカウンターを。

　危機を好機に転ずる、理外の戦法。ハイリスクに見合うリターンを術者に許す、門外不出の絶技だ。

　シルヴィは、極限と呼べる間合いから、さらにもう一歩だけ踏み出した。

　獲物を捕える豹ひようのように両の眼を開きながら、シルヴィは迫る。相手の放つ蹴りを紙一重で回避しながらも、雨傘の先端がルーガルーの腹部を刺す軌道が成立することを確信する。

　刺突さえ達成できれば、あとは引き金を引くだけだ。

　それだけで、生身のルーガルーが耐えられるはずもない、最大口径の弾丸が肉体を貫く。

　そう。だから、

（読みは通った。これでわたしの、勝──）

「──てるとでも、思ったか？」

　ルーガルーが、そう口にした。

　シルヴィの想定通りに進んだのは、ビジョンの途中まで。

　ルーガルーはすんでのところで蹴りを中断すると、雨傘の側面を、トン、と弱い力で押した。一点に力を集中させていた雨傘は、それだけであっけないほどに容た易やすくその矛先を乱す。

　その直後、シルヴィは相手を見失った。

（どこに──!?）

　次の瞬間、シルヴィは半分の理性と半分の反射で、相手が自分の真下に潜りこんだことに気がついたが、そのときにはもう遅かった。

　鮮やかな水面蹴りに、足元を奪われる。

「悪く思うなよ、バレト。警告はした。二度もだ」

　憐あわれむような言葉、そのあとに。

　ルーガルーの突き刺すような掌底が、シルヴィの腹を空中で叩たたき潰つぶした。

「──ゥッ!?」

　マスクのなかに、どばりと血を吐き出す。

　瞬時に理解したのは、絶対にここで倒れてはならないという事実。倒れたら、そのまま首をへし折られてしまう。

　意識の暗転を堪こらえて、シルヴィは雨傘の先端を床に突き刺すと、それを軸にして後方へと跳んだ。

　すぐさま体勢を立て直そうとするも、ほとんど不可能だった。

　まともに立つことさえままならない。ルーガルーの獣のごとき一撃が、シルヴィの全身から冷や汗を流させ、喉のど奥からさらなる血をこみ上げさせた。

　震える手で、シルヴィは腹部の損傷箇所に触れた。

（な、内臓まで、ダメージが……）

　まるで胃のなかがミキサーに搔かき回されたような、あまりにもひどい負傷だった。

　とてもではないが、継戦がかなう状況ではない。

「痛むか？　恨むなら、ここ一番のタイミングで最悪の手を打った自分の判断ミスを恨めよ」

「どうして、読めて……」

「無理な反撃を誘い、それを逆手に取る。粛しゆく清せい官かん流のカウンターはたしかに戦闘の極意だが……この場に限って言うなら、それ以下は考えられないってほどに完璧な悪手だ。なんといっても、そいつはこの俺が官かん林りん院いんで仕上げて置いてきた戦術なんだからよ」

　愕がく然ぜんとする事実を告げられる。

　腹部を押さえながら、シルヴィは戦況の把握に努めた。周囲環境を確認して、自分の置かれた状況を考慮して、そこに勝機を見出そうとする。

（……なんとか。なんとか、しないと……）

　焦燥感ばかりが募り、解決策はひとつも浮かばなかった。

　頭が、まるで回転しない。この場にある酸素が、丸きり失われてしまったかのようだ。

　シルヴィの首が激痛を訴えはじめた。視界が明滅するかのような痛みが示すのは、たったひとつ──この局面で、シルヴィの黒こく晶しよう器き官かんがとうとう限界を迎えたということだ。

　苦々しい表情を浮かべながら、シルヴィはインジェクターを解除した。

　その、カチリという音が、まるで終了を報しらせる合図かのように二人の耳に届いた。

「──ようやく終わりか。ああ、まったくつまらねえ時間だったな」

「わたしは、まだ……」

「虚勢を張るなよ、バレト。お前は、今のカウンターにすべてを賭かけていた。そして、それに失敗したんだ。もう、だれがどう見ても勝負は終わりだ」

　ルーガルーは首元に手を添えて続けた。

「これ以上続けるつもりなら、俺は万全の状態でやる。いいな？　こいつが三度目、今度こそ最後通つう牒ちようだ。そこの死にかけの粛しゆく清せい官かんを連れて、ここを引き返せ。しばらくすれば、俺がこの都市でやりたいこともわかる。そのあとは、理性のある連中にとってはそう悪くない街になるさ」

　ルーガルーの目的は、ただ塵じん工こう麻薬の使用者を操るだけではないらしい。だが、そんな重大な話すらも今のシルヴィの頭を素通りしていく。

　諦あきらめないのはいい。ただ、勝つ手段がなかった。

　どこにも、どれだけ探そうとも。

「……愚かだな。この期に及んで、まだやるつもりかよ」

　なおも武器を手放さないシルヴィに、ルーガルーは失望するように深く息をついた。

「ここで退く判断ができるなら、まだ見込みがあると言ってやってもよかったが……所詮はお前も、そこらの獣と同じだったか。救えねえ」

「……あなたに救われる、筋合いなんて、ないわ……」

「そうかよ。ならいいさ」

　カチリと、ルーガルーがインジェクターを起動した。

　周囲に、灰色の砂さ塵じん粒子が渦を巻いていく。

　その砂塵粒子が、ルーガルーを本懐である〝黒獣〟の姿に変異させる。

　仄ほの暗ぐらい月夜が、獣の姿をぼんやりと照らした。黒い鬣たてがみが、粒子の流れに合わせて揺れる。白銀色の巨大な爪つめが、よく砥がれた芸術刀のようにあやしく光った。

　これまで見てきた獣人とは、なにか根本から異なる存在──

　群れの頭領たる人狼ルーガルー。

　それはまさしく、異形の怪物といえた。

「──ああ。嗅かぎなれた、においがするな」

　ごく低い、獣の唸うなり声を相手は発した。

「恐怖のにおい。──絶対に勝てない相手を見たときの、震える羊の狼ろう狽ばいだ」

　怪物然としたマスクの赤い瞳ひとみが、濃煙のような砂塵粒子の向こう側でシルヴィを睨にらんだ。

　その厳しい眼光に、シルヴィは無意識に一歩後ろにのけぞった。

　遅れて、自分の足が震えていることに気づく。

（うそ──うそよ。こんな、これほどまでに……）

　だめだ。

　勝てない、と直感する。

　自分は、この相手に、絶対に勝つことができない。

　ああ、そうか──と唐突にシルヴィは理解する。

　みな、それがわかっていたのだ。

　シンも、ボッチも、ザカリスも、ルーガルー当人でさえも。

　だからこそ、全員が止めたのだ。行くなと、戦うなと。

　わかっていなかったのは、自分だけだ。

　いちどそう自覚すると、ダムが決壊するかのごとく、耐えがたいほどの恐怖心が洩もれた。

「はぁっ……はぁっ！」

　心細さを追い払うかのように雨傘を強く握った。

　死が、足音を立てて近づいてくるのが聴こえる。

　これまで懸命に張っていた虚勢が剝はがれて、本能が早くこの場所から逃げ出せと叫ぶ。

　契機は、獣が吼ほえたときだった。

　シルヴィは思わず、目の前の相手から視線を逸そらして、背後に目をやった。

　もしかしたら、下で別れた自分のパートナーが、今このタイミングで運よく追いついてくれるかもしれないと、そう期待したからだった。

　それが、これまで丹念に積み上げてきた大切なプライドを、いかにたやすく捨て去る行為だったかということにさえ気づかずに。

「助けを、求めたな」

「……っ」

「それが、化けの皮の下。おまえの虚弱な本性だ。……言っただろう。俺とやれば、必ず後悔することになると。こうなる前に、退ひけばよかったんだ。退けば、手前の分ってやつをわきまえている、聡明な粛しゆく清せい官かんでいられただろうに」

「わ、わた、しは、……」

「さあ、はやく武器を構えろよ。粛清官らしく、敵と戦え。もしくは──」

　次の瞬間──

　巨きよ軀くが、想像を絶する速度で動いた。

　ぎりぎりのところで、シルヴィはその一撃を察知した。

　初動の風圧がなければ、相手の移動先さえもわからなかっただろう。シルヴィの間近を、豪速が通過する。まるで飴あめ細ざい工くでも砕いたかのように、空ぶった獣の腕かいなが展示物を破壊した。

　次の攻撃に移るべく、獣がゆっくりと振り向いた。

「もしくは、死ね。死ななければわからないというのなら、このまま逝いけよ。粛清官のなりそこないが」

「ぅ……っ」

　マスクの下の顔を歪ゆがませて、シルヴィは銃を構えた。

　無意識に口から漏れ出た絶叫は、けっして克己のためなどではなかった。

　それは、ただ純粋な恐怖による叫びだった。

　そして──

　一方的な狩りが、はじまった。




　その後の一分にも満たない戦闘は、見るも無残な内容だった。

　肉食獣に追われる小鹿のように、シルヴィはただ必死で逃げ続けた。それは普段の自分が許すはずのない、あまりにもぶざまな延命行為といえた。だが皮肉なことに、その逃げの一択が、今しばらくの間だけシルヴィに生き延びることを許していた。

　獣の爪つめによって、身体が、皮膚が、着実に削られていく。

　自分の熱い血しぶきが肌に振りかかって、脳がとろけるかのような錯覚を覚える。

（──ああ。ここで死ぬのね、わたしは……）

　際限のない蹂じゆう躙りんを受けながら、シルヴィは自分の運命を察する。

　弱肉強食の世界で、弱い者はただ死んでいく。

　今までは偶然、自分が狩る側だった。それが今は、狩られる側になっただけのことだ。

　そんな諦てい念ねんのせいか、絶体絶命の極致にありながら、シルヴィは初めて戦闘の最中にべつのことを考えていた。

　それはともすれば、人が走馬灯と呼ぶものだったかもしれない。

　両親の姿を思い浮かべた。二人が生きていたら、自分は今ごろどうしていただろうと、たまに考える。きっと今もエデンの仮園で、なにひとつ不安に思うことなく、父と並んで射撃訓練をしていたに違いない。

　上官の姿を思い浮かべた。彼がいなければ、自分が粛しゆく清せい官かんになることもなかった。手段を与えてくれた彼は、しかしまったく正しいことに、ただ方法を教えてくれただけだ。だからこそ、シルヴィは自分の力で昇り詰めなければならないと強く自覚したのだ。

　最後に、パートナーの姿を思い浮かべた。

　そのときシルヴィの脳裏に蘇ったのは、どういうわけか、数カ月前に二人で行った就任祝いの食事の席のことだった。

　都市第一公園の人工湖畔のほとり。森林に包まれた隠れ家のようなレストランで、あまり他人に素顔を見られたくないパートナーの事情を考えて、個室の部屋を予約して。

　あの日、自分はある質問をして、慣れない食事作法に四苦八苦しながら、あのひとは──あのひとは、あの睡蓮花のように可愛らしい顔で困って、どう、答えたのだったっけ……




「──ぶざまだな、バレト。逃げてばかりでどうなる。反撃してみろ」

　幻影のなかを泳ぐような回視を、獣人の怒号が搔かき消した。

「それともやはり、あのときの言葉は噓うそだったというのか」

　暴風のような一撃が、ただ軽く掠かすっただけでシルヴィの身体を吹き飛ばした。

「言ったよな。自分は、完璧を目指さなければならないと。でなければ、自分には生きている意味がないと。だから、粛しゆく清せい官かんを志したのだと。それが、お前の家の教えなのだと」

　間髪入れずに、鋭利な爪つめが突き出される。それがシルヴィの身体を裂いて、白色の戦闘服に、黒々とした血の染みを浮き上がらせた。
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「どうなんだ、バレト。──それとも全部、噓うそだったとでも言うのか」

　よろよろと、シルヴィは立ち上がる。

　小こ糠ぬか雨あめのような、ぽたぽたと垂れる血の水音が、やけにクリアに耳に届いた。これが全部自分の出血だとは、とても信じられなかった。

　──次で、終わる。

　それを、両者とも理解していた。

　獣の本質はどこまでも冷酷で、だからこそシルヴィが立て直すのを待つことはなかった。

　ルーガルーが追い打ちをかけにくる。

　その一撃が、シルヴィにはスローモーションに見えた。

（──……完璧……）

　相手の言葉で、シルヴィは自分の使命を思い出す。

　ああ、そうだった。それを、目指さなければならないのだった。

　だから、ひとりでここまで来たんじゃないか。ルーガルーを単身で粛清できれば、ようやく、少しは自分のことが認められるようになるんじゃないかと。

　だがそれでいて、この戦闘の顚てん末まつはわかっている。

　もう、終わるのだ。

　だったら──と、澱よどんだ頭で考える。

　最期くらいは、ミラー家の淑女として、誇りのある行動を取らなければ──

　シルヴィは雨傘を構えた。

　防戦一方で、殺されるまでの時間をただ先延ばしにしていたシルヴィが最後に取った行動は、回避ではなかった。

　武器を持ち、戦場に赴いた以上、やることはひとつだ。

　相手を粛清すること。たとえかなわずとも、それを目指す意志だけは見せなければ、いよいよ自分はだれに顔向けすることもできなくなる。

　シルヴィは、おそらくは命中しない銃を前方に向けた。そこに、一切の意識はなかった。ただ、これまでの訓練と実戦経験が、この霞かすむ視界でも相手に照準が合わさることを許した。

　銃口に発火炎の光が宿り、マグナム弾が発射される。

「　　　　」

　獣は、ほんの一瞬だけ、躊ちゆう躇ちよするかのようにその動きを遅らせた。

　だが、それは瞬きさえも許されないほどの刹せつ那な。

　当たるはずのない最後の弾丸は、当然の帰結として、敵に当たることはなかった。

　ルーガルーは軽く身をひねると、ついに致命的な隙すきを晒さらしたシルヴィの懐まで入りこみ──

　その腹を、大きく薙ないだ。

　夥おびただしい量の血が噴き出す。

　地に膝ひざをついたシルヴィは、自分の腹から生温かい血液がとめどなく溢あふれるのを、ただ力なく眺めた。

　雨傘が、零こぼれ落ちるようにして手から離れる。ようやく使いこなせるようになった塵じん工こう銃じゆうが、無機質な金属音を立てて転がっていく。

　それを追いかけて摑つかむ力は、もう自分にはない。

　できるのは、ただその場に崩れ落ちることだけだった。

　意識が薄れて、消えていく。




　自分を蹂じゆう躙りんした相手との、最後の会話が蘇った。
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　──完璧を、目指さなければならない？

　××は、うなずいて答えた。結局告げたのは、ただ本心だった。

　銃を持つのは、自分が粛しゆく清せい官かんを志すのは、すべてそのためだと、そう答えたのだった。

　……それが、家族の。

　なんだ？

　それがわたしの、大切な家族の教えです。今となっては、その教えを守ることが、わたしにとって、唯一の道しるべなのです。

　相手は、はっと驚いたような表情をした。

　長く時間を置いてから、そうか、と彼は言った。しばらく黙り、もういちど言った。

　そうか……それなら、それは、守らなきゃ、だな。

　ええ、と××は首肯した。

　それが、果たして彼の気に召す回答だったのだろうか。

　いや、きっとそうだったはずだ。

　だからこそ、××は合の判定をもらい、粛清官になることができたのだから。

　陽が落ちて、血潮のように真っ赤な空が、暗く燦さん々さんと、二人の横顔を照らしている。
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「──やはり、お前は粛清官にするべきではなかったな」

　いちど事が済んでしまえば、あとの戦場はなによりも静せい謐ひつだった。

　インジェクターを解除し、人の姿に戻ったルーガルーが、壊れたオブジェに腰を下ろした。

　倒れたシルヴィに向けて、どこかさびしそうに続ける。

「お前は、完璧になんてなれないさ。この俺に、たったひと筋の傷をつけることさえもできないのだから。──ああ、そうだ。こいつが、まったくつまらない幕引きというやつだ」

　シルヴィはなにも返すことはできなかった。

　代わりにその場に響いたのは、べつの声だった。

「うひゃあ。これはまた、随分と派手にやったものだね？」

　ルーガルーの仲間だろうか、女性のように高い声だった。

「元同僚にするとは思えない暴力行為だね。地獄に住むっていう鬼も、キミが来ると聞いたら裸足で逃げ出すんじゃないかなぁ」

「無駄口を叩たたくな、人形遣い。それより、首尾はどうなっている？」

「それがさ、ボクのほうは遊んでいたらトチっちゃって。粛しゆく清せい官かんを二人逃がしちゃったんだよね。どっちもまともに戦える状態じゃなかったけど、外部に連絡くらいは取れたみたいだ。ほら、応援が来たみたい」

　遠くからサイレンの音が響いた。中央連盟の指定車が鳴らす警報だった。

　ぴくりとも動けず、ただ双そう眸ぼうを見開いているだけのシルヴィの瞳ひとみに、二人の姿が映った。

　ルーガルーが砂さ塵じん増幅器に触れていた。その傍かたわらに、複数人の男を連れたピエロマスクの少年がいた。

　少年はこちらに目をやると、まるでご愁傷様とでもいうかのように、軽く合掌した。

「──この場を放棄する」とルーガルーが言い、少年のほうを向いた。

「手て筈はず通りにいっているだろうな、人形遣い」

「人使いが荒いよね、キミも。ちゃんと逃げ道は用意しておいたよ。でも、本当に地下に逃げるのでいいの？　最終目的は、天国に一番近い塔なんでしょ？」

「ここさえ抜ければ、あとはどうとでもなる。地下のことなら、俺に任せておけ」

「ふーん？　まあ、キミがそう言うのならいいけど」

　人形のマスクを被かぶった男が砂塵粒子を放出すると、その場に大きな空間の穴が空いた。場所を移動する能力なのか、その空間の向こう側に男たちと砂塵増幅器が消えていく。

「？　どうしたの、行かないの？」

　空間の穴に入る直前、少年がルーガルーに問いかけた。

「いや……」

　ルーガルーは、階段のほうを振り向いた。まるで、規定時間に戻るはずのだれかを待っているかのようだった。

　しかし、果たして待ち人は来なかったのか、ルーガルーは数度だけ首を振ると、

「──次で最後だ。終わらせてやるよ、中央連盟」

　そして、穴の向こうに消えていった。




　冷たい死の感触が、すぐ間近にある。

　だれかが駆け寄ってくる音がした。

　聞き慣れた機械音声が、自分の仮名を呼んでいる。




　次に会うときは、隣にいて恥ずかしくないだけの存在になっているつもりだった。

　だが現実には、今の自分は何者でもない。

　なにも持っていない。

　なんの価値も、なんの意味も。




　残ったのは、完璧とは程遠い。

　ただの、決定的な敗北だけだった。







[image: ]








　中央連盟本部の一室、第七執務室。

　広いデスクに肘ひじをのせて、シーリオ・ナハトは思案顔を浮かべていた。シルクの手袋越しに、忙せわしなくこめかみを叩たたいてはため息を吐つく。

　理由は単純。仕事が難航しているからだ。

　シーリオがこれまで関わってきた事件でも、本案件ほどに急転直下の展開を見せたものはほかに例がない。

　先日、上官であるボッチ・タイダラが挙げた三つの候補地は正しかった。主犯のルーガルー一味は旧文明博物館に潜伏し、そこで砂さ塵じん増幅器を秘密裏に稼働させていたのだった。

　現地に向かった粛しゆく清せい官かんは、その場で狼ろう士し会かい所属の粛清対象たちと交戦した。

　途中で本部に連絡が入り、シーリオやボッチを含めた増援がたどり着いたときには、負傷者と死傷者だらけであり、さらには肝心の敵に逃げられている始末だった。

　それでも、現場を担当していた粛清官たちが持って帰った成果リターンは少なくない。

　かつて零番街解放戦線に所属し、当時の粛清官を相手に互角以上に渡り合ったという傭よう兵へい、マティス・ロッソ。今回の事件で狼士会の工作要員を務めていた彼は、シンによって討たれたという。

　問題は、残る主犯二人だ。

（……よもや、このような事態になるとはな）

　何度そう思ったかもわからない。

　元第一等粛清対象、人形遣い。

「死の音楽祭事件」の実行者であり、とうに捕えられたはずの犯罪者。

　彼の脱獄は、どうやら工獄で情報が錯さく綜そうしていたそうだ。移送途中に輸送車ごと襲われたようだが、死体を操る砂塵能力を用いて移送の中止連絡を入れることで、自分が脱獄した事実をしばらくの間悟らせないという荒業を用いたらしい。

　脱獄幇ほう助じよをした者は、わざわざ推察するまでもないだろう。

　同じく第一等粛清対象、ルーガルー。

　彼はドン・グスタフを殺害して砂塵増幅器を奪い、獣人事件を各地で引き起こし、自分を追ってきた粛清官を返り討ちにし、そして今なお偉い大だい都と市しのどこかに潜んでいる。

　先日の報告を思い出すと、シーリオは内心業腹になる。

　中央連盟の上層部、円卓会議の盟主たち。かつてこの都市の開拓を担った能力者たちの子孫である彼らは、極めて保守的な性質を持つ。

　盟主たちはルーガルーの正体を知ってなお、こう告げたのだ。

「──あまり事を荒立てぬようにな、ナハト警けい弐に級きゆう」

　自他ともに認めるシーリオのポーカーフェイスが、このときばかりは崩れた。

　つまり、盟主たちはこう言っているのだ。

　大々的に広めるな、と。

　ルーガルーの正体が自分たちの身内であるという不名誉な事実を、あくまでも隠匿しておきたいようだ。おそらくそれは、ただ自分たちの面メン子ツのために。

（ガレット。いったいなぜ、こんな真ま似ねを……）

　シーリオは、直接ルーガルーの姿を見たわけではない。旧文明博物館にシーリオが駆けつけたときには、彼らはすっかり逃げ果せていたからだ。

　とはいえ、報告を疑っているわけでもなかった。複数人の粛しゆく清せい官かんが証言している以上、その情報に間違いがあるはずもない。

　彼は獣化の砂さ塵じん能力者だった。半人半獣の姿に変わり、圧倒的なフィジカルで相手を殲せん滅めつする。その個としての強さは、かつて新世代を担う若手粛清官として、彼と並び称されたシーリオもよく知るところである。

　ただし、今回の塵じん工こう麻薬の製造を踏まえると、彼の能力には秘密──というよりも、見かけより細かなプロセスを踏んでいたと考えるべきだ。

　おそらく、ウォールの砂塵粒子は液体に作用する性質を持つのだろう。自分の体内で発現させれば獣に変わる。また液体を媒体として他者に摂取させれば、相手を獣に変へん貌ぼうさせる能力であるという理解が正しいはずだ。それに加え、此度の獣人事件を鑑みるに、能力の主体者であるウォールは、その他の獣人を操ることが可能だと考えていい。

　砂塵増幅器による粒子量の底上げも相まって、今となっては計り知れない脅威を持った砂塵能力者であるに違いない。

　シーリオはウォールの素顔を思い出す。一癖も二癖もある性格の者が多いこの業界には珍しく、明朗快活な性格をしていた。自信家というよりは、単に不ふ遜そんともいえる軽口が問題視された時期もあったが、基本的には人々の人望を集める、一流の仕事人だった。

　いずれにせよ、当時のウォールが犯罪者を裁く職務に誇りを持っていたのはたしかだ。シーリオには、あの熱意が噓うそだったとは思えない。

　なにか、秘密があるのだ。

　粛清官を犯罪者へと変えた、大きな謎なぞが。

（……タイダラ警けい壱いつ級きゆうは、ともすればご存じなのだろうか）

　ルーガルーの正体が報告されたとき、ボッチが特に驚いた様子を見せなかったことをシーリオは見抜いている。

　いつものことだ。なにか自分には見当もつかない全ぜん貌ぼうを把握しているのかもしれないが、彼がみずから口を開かないときは、聞いても答えてはくれないことはよく知っている。

　諸もろ々もろの点からして、懸念は多い。が、問題の本質は主犯そのものではない。

　肝要なのは、この事件の行く末だけだ。ルーガルーと人形遣いが、未だ都市に大量に潜ませている獣人と、形成した粒子核を使って、この都市でなにをしようとしているのか。

　現在、偉い大だい都と市しには広く捜査員が派遣されて、隈くまなく調査が進められている。それでも主犯一派を見つけるには至っていない上に、突発的な獣人事件は未だに継続している。

　頼みの綱は、またしても上官である。

　科学者であるボッチは、現在自分の研究室で砂さ塵じん増幅器の検知器を急ピッチで製造している。どこかで規格外に高密度な砂塵粒子が発生しているとき、その方位を検知することで砂塵増幅器の位置を特定する仕組みの探知機を。

　だが、それもルーガルーの目的の完遂とやらに間に合うのかはわからない。一刻を争う時期だというのに、シーリオには人員の采さい配はいと、みずから獣人粛清の前線に立って被害を最小限に抑えることくらいが関の山だった。

　デスクの有線通話機が鳴る。

　ふたたび発生した獣人事件の報しらせだった。場所は二番街のビジネス街だという。またしても甚大な被害が窺うかがえる場所だ。

　博物館戦以降、さらに応援を要請したとはいえ、もともとのメンバーに欠けが生じた以上、シーリオが先陣を切るほかない。連日の酷使に黒こく晶しよう器き官かんが悲鳴をあげているが、それを理由に休むわけにはいかなかった。

　シーリオは立ち上がると、手にしていた旧文明博物館戦の粛報を机に置いた。

　そこには各粛しゆく清せい官かんの戦果が記されている。六名の粛清官が向かっておきながら、その大半が撃退されたという苦々しい記録のありのままが。
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　中央連盟本部、下層階。

　白い壁と、白い天井が目に映っている。それらがすべて塵じん工こう的に除菌された素材でできていることを彼女は知っている。

　不自然なほどに清潔が保たれた室内。

　一片の汚れも見えない白さには、やけに現実味がなかった。目覚める直前まで見ていた博物館の風景と、あまりにも乖かい離りしすぎているせいだろうか。

「──医師が言うには、幸いにも後遺症のたぐいは残らないそうだ」

　ベッドに半身を預ける彼女は、その言葉を聞いて、自分の腕に目を落とした。

　病人服の袖が捲まくられて、点滴が刺さっている。今、管を通って注入されている緑色の塵工薬液は、中央連盟の誇る、偉大都市最高級の治療薬だ。

　希少品のため、粛しゆく清せい官かんの身分でもなければ安易な使用許可は下りない。この薬をどの砂さ塵じん能力者が作っているのかは彼女も知らなかったが、その効果はよく知るところだった。

　相手が静かに言葉を続ける。

「傷も残らない。傷が傷跡になってしまえば、塵じん工こう整形クリニックでもとに戻すことができる。……お前も、これまで利用していた馴な染じみのところがあるんだろう？」

　その通りだ。偉い大だい都と市しに住む人々は、みにくい傷跡を抱えて生きる必要はない。創そう痕こんをすっかり消すことのできる砂塵能力者さえ、この広大な都市には何人もいるからだ。彼女も、これまでの仕事で作った傷は全部そこで消してきた。

　つい先日まで、彼女の腹部には、むごたらしい裂創があった。

　ルーガルーに穿うがたれた大穴だ。それでも生きているのなら、それさえも埋めることができる。まるで、なにも起こらなかったかのように。

　自分のミスも、敗北も、あたかもすべて帳消しにできるかのように。

「今回は、お前は一回休みだ。いくら塵工薬液を投与していようと、この数週間は絶対安静が推奨されているそうだ。……もともと、お前は働きすぎだったんだ。これでいいんだと、俺は思う」

　現在、本粛清案件の担当官リストからシルヴィ・バレトの名は削除されている。

　重傷を負い、療養休職を強制されているからだ。

　有り体に言うならば、戦力外通知ということになる。

「……タフな現場だったな。殉職者も出たほどだ。生きて帰れただけ、よかった」

　小鳥のさえずるような声だった。マスクをはずしているシンは、かつて自分が守りたかった少女が成長した顔をこの場所に晒さらしている。

　シンは微ほほ笑えんでいた。

　どういうわけか、それはさみしげな笑顔だった。




　旧文明博物館粛清戦は、けっしていい結果には終わらなかった。

　中央連盟の誇る精鋭──粛清官たちと正面から戦い、その大半を撃退した狼ろう士し会かいという犯罪集団に、多くの職員が恐怖した。

　記録にはこうある。

　ＺＣ・リース（通名ザカリス）警けい参さん級きゆうおよび、イットウ・コグレ警参級は、主犯のルーガルーと交戦。

　ザカリスは全身の複雑骨折に加え内臓の裂傷などの重傷を負い、本件の担当官から除名。

　コグレは、現場に増援が到着した時点で死亡が確認された。粛清官殉死の慣例で、葬儀は本粛清案件の解決後に行われる予定である。

　リッカル・トルテ警参級およびリリス・マリーテル警けい肆よん級きゆうは、脱獄者の人形遣いと交戦。

　リッカルは背部に刃物による刺突を受けて重傷を負い、本部での治療を受ける。凶器はリッカル当人が使用していた塵じん工こうナイフだが、これは対象の急所を突かない限りは殺傷しない目的で設計されていたものだったため一命を取り留めており、現在は経過観察中。

　リリスは戦線から離脱する際、稼働限界を超えてインジェクターを起動したことにより黒こく晶しよう器き官かんに軽度なダメージを負い、こちらも要治療の容態となる。

　シルヴィ・バレト警けい伍ご級きゆうおよび地ち海うみ進しん警けい肆よん級きゆうは、狼ろう士し会かい所属の傭よう兵へい部隊と交戦。

　その後シルヴィは主犯のルーガルーと遭遇。交戦の結果瀕ひん死しの重体となり、すぐさま本部の集中医療室に移送された。本件の担当から除名され、長期の療養期間に突入。

　一方、傭兵長マティスを下しながらも軽傷で生還したシンは、半日の軽い治療を受けたあとで職務続行に問題なしと診断される。パートナーの休養に伴い、主任担当官であるボッチ・タイダラ警けい壱いつ級きゆうの指示の下で単身の任務に当たっているという。




「──まだ、粛清案件は続いている」

　そう、シンが言った。

「ボッチのやつが、どうにかして狼士会を追跡する手段を考案しているらしい。あいつが言うには、設計理論上、砂さ塵じん増幅器が形成できる粒子核の密度はそろそろ限界値に達するという話だ。……つまり、もうじきなにかが起きるに違いない」

　シルヴィは、旧文明博物館で見た砂塵増幅器の光を思い出した。

　大きな×印のような機械の中央で、青白い光が輝いていた。あの形成途中の粒子核を持って、ルーガルーはどこかへ消えていったのだった。

「俺は今、ボッチが目星をつけた場所を片端から捜査している。どれも、今のところははずれだ。だが、必ず見つけ出してみせる。……必ず見つけ出して、お前を、あんな目に遭わせたやつを……」

　シンがその先を続けることはなかった。

　ピピピ、とアラームが鳴った。

　仕事の時間なのだろう。シンは忌いま々いましげに、ボディスーツの上からベルズのスイッチを押して音を消した。

「……行ってくる。シルヴィ、お前はそのままよく休んでいるといい。大丈夫だ、ちゃんと復帰できる。その薬で治った俺が、保証してやる」

　シンはこちらを元気づけるようにそう言った。

　それは作った明るい声だった。まるで自分たちの間に、なんの問題も、なんの蟠わだかまりもないと確認するかのような。

　だから、シルヴィは口を開いた。

「わたしの、父がね」

「……？」

　部屋を去ろうとしていたシンが足を止める。
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「昔いちどだけ、家訓を守るように言ったのよ。……思えば、特別なにかを諭すようなことはしない人だった。父自身が自由気ままに生きる人だったから、娘のわたしにも、なんであれ枷かせになるようなことはあまり言いたくなかったのだと思う」

　人が去るとき、残るのは言葉だけだ。

　当時は煩わしかった母親の社交教育も、今となっては一字一句が自分に着水して、個性を彩っているように思える。

　だが、すべては懐かしい記憶のなかだ。

「それでも、わたしはその枷をむしろ好んだのよ。家の教えを守ることが、生まれ名を捨てることでしか家族の仇かたきを取ることができなかったわたしに、最後には誇りを取り戻してくれると信じたから」

「シルヴィ……？」

「──でも、全部無駄な努力だったみたい」

　銀色シルヴイーは、自分の幼名だ。この偽名を選んだのは、いつまでも忘れないためだった。

　エデンの仮園で暮らしていたときの、庇護下にあった昔の自分を。暖かい日差しが差し込む屋敷で、両親と使用人たちに守られ、永遠に続く幸福を疑わなかった過去を。

　その選択こそが弱さだったのかもしれないと、今になって思う。

　心地よさが、静かに優しく沈殿して、微弱な毒のように、少しずつ自分を蝕むしばんでいく。

　尊敬するパートナーは、自分を心配して、こうして見舞いにも来てくれる。復帰したら、また一緒に仕事をしようとさえ言ってくれるのだ。

　愚かな単独行動を取り、あまつさえ惨敗した自分を、責めることさえせずに。

　ずっと、その心地よさが堪こたえていたのだ。

　だから、シルヴィはずっと目を背けていた不安を口にした。

「ねえ、チューミー。わたしに、戦ってほしくない？」

　シンの赤い瞳ひとみが、驚きに見開いた。

「わたしには、どこか安全なところで待っていてほしい？　こんな中途半端な粛しゆく清せい官かんでいるくらいなら、戦場になんていないほうが、あなたは安心していられるのかしら」

「……どうして、そんなことを聞く」

「お願い、正直に答えて」

　シルヴィは本心から知りたかった。

　はっきりと告げてもらえれば、そのほうが楽になれると思ったからだった。

　シンは、しばらく黙っていた。吸い込まれそうなほどに澄んだ赤眼が、そっと伏せられた。けっしてこちらと目を合わせないようにして、

「そんなことはない。そんなこと、考えたこともない」

　と、言った。

「弱気になるな、シルヴィ。お前は、両親の仇かたきを取るんだろう？　だったら、こんなところで折れている場合じゃない。とにかく、今はよく休んで……」

　途中から、相手の言葉が耳に入らなくなった。

　それが噓うそだと、すぐにわかったからだ。

　ルーガルーに抉えぐられた傷が無性に痛んで、パールホワイトのシーツに目線を落とした。
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　シンが病室を出たところだった。

「よォ。あいつの容態はどうだ？」

　そう声をかけられた。ボッチはいつもの黒いローブに身を包み、目の錯覚かと思うほどの長身を壁に預けて、自分を出迎えていた。

「どうだかな。だが、少なくとも医師とあんたの見立て以上に悪いということはなさそうだ。ここまで来たなら、自分で見てきたらどうだ？」

「はじめはそのつもりだったんだがな。なにやら大事そうな話をしていたもんだから、おれが出しゃばるのもなんだと思ってよ」

「……盗み聞きか？　相変わらず趣味が悪い」

　シンは苛いら立だちを隠さずに言った。

　普段の軽口を聞き流せるような気分ではなかった。

「あの日、シルヴィはどこか様子がおかしかった。理由もなく単独行動をするようなやつでもないのに、一人でルーガルーのところに向かったんだ」

「ほォ。不運の会かい敵てきってわけじゃなかったんだな。初耳だぜ」

「──あんたが、あいつになにか吹きこんだんじゃないのか？」

　黒犬マスク越しの機械音声が、凄すごみの宿る口調でたずねる。

　反面、ボッチの被かぶるかぼちゃ頭に彫られた口角は、常のように余裕そうに笑っていた。

「フッフッ」

「なにがおかしい」

「いいや？　ただおまえ、こういうことになると途端に勘が悪いんだなァと、そう思っただけだぜ」

「なんだと……」

「前も言っただろうがよ。これはあいつ自身の問題であり、組んでいるパートナーの問題でもあるってな。いくら気が立っているからって、おれに八つ当たりしてるんじゃねェぞ」

　シンは咄とつ嗟さに言い返そうとしたが、言葉が見つからず、結局はなにも言わずに口を閉ざした。この場でどう口論を吹っかけようが、自分が失着をしたのには間違いない。

　どこで道を誤ったのだろうか──という自問は、もう幾度となく繰り返してきた。ここでボッチと話したところで、今さらどうなるとも思えなかった。

　シンは顔をそむけて、べつのことを聞いた。

「ここにきたのは、仕事の話か？」

「まァな。このバカ広ェ偉い大だい都と市しで一人の男を絞り込むっつーのも骨が折れるが、今回はおまけの兵器付きだ。獣人の発生場所から虱しらみ潰つぶしに調査すれば、いずれは本丸に辿たどり着く」

「いずれでは困る。一刻もはやく連中を捕えねば」

「焦るなよ。今は地道に捜査するしかねェんだ。それとも断るかよ？」

　ボッチが指令書を差し出してくる。シンはそれを受け取ると、やるさ、と心中で答えた。

　腐るつもりはなかった。自分にそんな暇はない。はやく事件を解決しなければ、満足にパートナーの見舞いもできやしないのだから。

「行くぞ、シン。こんなふざけた事件に、とっとと幕を引いてやらなきゃな」

「……ああ」

　エメラルドカラーのエムブレムを光らせて、二人の粛しゆく清せい官かんは暗い廊下の先に消えていった。
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　鉄骨に囲われた空間に、青白い光を放つ球体がある。

　さながら野営の火にあたる冒険者のように、ルーガルーは光の前にいた。ただしその光は暖かさとは程遠く、肌を刺すような異質な冷気を醸していた。

　ルーガルーはこの白光に見覚えがある。幼いころ、零番街解放戦線の首領であった父親が、今の自分と同じように眺めていたものだった。

　父はこの光──砂さ塵じん粒子の核を使って、代々伝わる家の教えを守ろうとしていた。

　まるで輪りん廻ねだ、と思う。子は親のしたことに追従し、親はその親のしたことに追従する。

　そうして人に苦しみや、しがらみが生まれるのだろう。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、ふいにルーガルーの背後に空間の穴が空いた。

「やあ。いよいよ、キミの計画も総仕上げってところかな」

　その穴から、人形遣いが現れた。

　人形遣いは、扱う人形によってその時々にできる芸当が異なる。今のストックには、ルーガルーが用意した移動タイプの砂塵能力者がある。

　その気になれば自分から逃げることも容易だろうが、彼はそうしなかった。

「無視？　ひどいなぁ、傷ついちゃうよ」

「……。」

「ほら、ちゃんと命令通り回収してきたよ。あの傭よう兵へいさんの亡なき骸がらを」

　ルーガルーが振り向く。人形遣いが連れる人形の一人に、マティス・ロッソの姿があった。

　どうやらマティスはみずからの作った熱線に焼かれたそうだが、その身体は補修されていた。人形遣いがなんらかの手段を講じて肉体の損傷をなおしたのだろう。

「なかなか強かったみたいだね、このヒト。さすがは中央連盟を困らせた、あの零番街解放戦線の戦士ってところかな」

「そのまま置いておけ、人形遣い。マティスは、俺が手厚く弔っておく」

「思ったんだけどさ。最後まで協力してもらったほうがいいんじゃない？　彼はまだ死んで間もないし、人形として満足に動くだけの代謝も促せると思う。きっとこのヒトも、そうしてもらうことを望んでいるんじゃないかな」

　人形遣いの提案を、ルーガルーは即座に却下しようとした。

　だが、その前に思い直す。

　相手の言うことに、どこか納得する自分がいた。霊魂というものを信じるつもりはないが、記憶のなかのマティスならば、きっとそう望むだろうという確信があった。

　もっとも、そこにエゴイズムがないとすればの話だが。

「……好きにしろ。だが」

「わかっているよ。キミの言うところの、死者を冒ぼう瀆とくするような行為はしない。これ以上怒らせたら、本当に首を搔かき切られそうだしね」

　人形遣いはおどけるように笑った。

　強風が辺りに吹き荒れている。この都市で、この場所よりも高いところはそうはない。

　ちりばめられた星ほし屑くずよりも燦さん々さんと、偉い大だい都と市しの夜景が輝いていた。

　よいしょ、と人形遣いは床に座りこんでから言った。

「ボクさ、自分の能力を使うたびに不思議に思うんだ」

「なんの話だ」

「砂さ塵じん粒子だよ。あの光るきらきらが、どうしてこんなに摩ま訶か不ふ思し議ぎな現象を起こすんだろうね。──いや、死体を操ることじゃないよ。ボクが死体を操ると、なぜだかそのヒトの持つ記憶が断片的に伝わってくる現象を言っているんだ」

　相手の言わんとしていることがわかって、ルーガルーは聞く。

「どこまで見えた」

「まあ、あんまり細かくわかったわけじゃないよ。せいぜいキミが子どものころからハンサムだったらしいってことと、あのときボクが見立てたとおり、かわいそうなくらい苛か酷こくな運命に生まれたってことくらいかな」

　楽しそうな様子の人形遣いを、ルーガルーは内心、さすがに気味悪く思う。この少年が行使する能力は、奥というよりもただ、闇やみが深い。

　かつて自分が捕えた相手とはいえ、この道化師が未だ理解の範はん疇ちゆうから離れた存在であることには変わりない。今回の計画に必要でなければ、わざわざかかわろうとは思わなかった。

「今回の件、ボクにとって疑問は多かったけど、最大の謎なぞは、やっぱりキミの犯行動機だった。でも、それについてはなんとなくわかったよ。復ふく讐しゆうなんて、親愛の裏返し──情に厚いヒトたちの専売特許だ。理解からは程遠い感情だと思っていたけど……なるほど、キミに関しては正直うなずけるね」

　復讐。そうひと言で表現されれば、たしかに自分の行いはそうなのかもしれない。

　だがそれだけというわけではない。これは家族と家訓の話だ。もっとも自分を縛りつけるのは、いつだって記憶と言葉なのだから。

　口を閉ざすルーガルーに、人形遣いは続けた。

「もうひとつ気になるのは、やっぱりこれかなあ」

　人形遣いが砂塵増幅器を指さす。

「いい加減、教えてくれてもいいんじゃない？　その砂塵粒子の塊を、一体なにに使うつもりなのさ。いやがらせみたいな小さい事件ばっかり起こして、それでどうなるとも思えないんだけど」

　ルーガルーはため息をついた。黙ったままで余計なことばかり言われるよりも、話して納得させたほうが早いと判断して、必要最低限の説明をする。

「砂さ塵じん増幅器が底上げするのは、単にその粒子の効果範囲だけじゃない。最終段階では、俺の持つ粒子の性質そのものを変質、ないしは強化させる」

「ふぅん？　そうするとどうなるの？」

「俺の砂塵粒子は、水溶して効力を発揮するタイプだ。これまでは俺の能力の統制下に置くのには、あくまで覚かく醒せい獣じゆうというステップを踏む必要があった」

　ルーガルーは懐から緑色のカプセルを取り出した。この計画のために必要だった塵じん工こう麻薬。マティスと組み、偉い大だい都と市しじゅうに行き渡らせた違法塵工物を。

「答えてみろ、人形遣い。その俺の粒子の水溶性が、砂塵増幅器によって性質を強めたらどうなる？　たとえば──大気中の微細な水分と結びつくまでに強化されたとしたら？」

　最後の舞台としてこの場所を選んだのも、その大望を果たすためにほかならない。

　もともとの天候環境と工場稼働によって水蒸気が多いこの街で、ルーガルーの目論見はうまくいくはずだ。排はい塵じんフィルターでは防ぎようのない原子レベルの大気中成分として、それらはこの都市にばらまかれることになる。

　防ぎようのないウイルス。そんな表現がもっとも適切だろう。

　人形遣いは黙って思案した。

　それから、

「あはは……あははははっ！」

　ルーガルーがなにをしようとしているのか、ようやく理解したらしい。無邪気な笑い声が、偉大都市の夜空に響き渡る。

「なるほど、なるほどね。キミは、ボクなんかよりもよほど凝った演出家みたいだ。感心したよ。それで？　その楽しい花火が打ちあがるのはいつなのかな？」

「もう、数晩とかからない。それでこの都市は終わる」

「わお。それはまた早急な話だね」

　早急なものか、とルーガルーは思う。

　このために入念に準備を重ねてきた。マティスを斥候として麻薬組織に送り込み、自分の砂塵粒子の因子を持つ人間を偉大都市の各地に大量に用意して、さらにはこの舞台を確保した。

　いや──あるいは、もっと前から始まっていたのかもしれない。

　十八年前、零番街解放戦線が砂塵増幅器を得たときから。

　父がこの反撃の切り札を手にして、それがゆえに中央連盟に討たれたときから、運命の歯車は回り始めていたのかもしれない。

「でも、そんなにうまくいくのかな？」と人形遣いが言う。「キミはすでに中央連盟に完全に手を出しているわけだし。第一その兵器のことは、もう向こうも把握しているわけでしょ？」

「お前に言われてなくてもわかっている。連中はもう、すぐにでもここまで辿たどり着くはずだ」

「なら、どうするのさ？」

「先手を打ち、逃げ切る。それでチェックメイトだ。相手がだれであろうと、俺の目的はそれで成る」

　ルーガルーは目を瞑つむると、持ち前の嗅覚に集中した。これも砂さ塵じん増幅器の影響だろうか、今やこの高所から直接見下ろしているかのように、敵の動きを正確に感じ取ることができる。

「これから最終段階に入る。離れていろ、人形遣い」

　ルーガルーはインジェクターを起動した。

　計画の総仕上げだ。足りない手数を補うために、この都市に潜んだすべての獣たちに命令を下す必要がある。

　粒子核の放つ彩光が、さらに大きく光り輝いた。

「ぐッ……」

　マスクの内部で、ルーガルーは顔を歪ゆがませた。

　強力無比な砂塵増幅器の使用には、それ相応の負荷が付きまとう。およそ一人の砂塵能力者が耐えられる濃度を遥かに超える砂塵粒子の塊は、術者の黒こく晶しよう器き官かんを蝕むしばむようだった。

　これまでは、一回の獣人の操作は数十人が限界だった。ルーガルー自身が動きつつ、並行的なタスクとして動かせる獣人の上限が、その人数だったのだ。

　それを、一気に十倍にまで引き上げなければならない。

　黒晶器官が悲鳴を上げる。が、ルーガルーは中断しなかった。

「ぐァッ……あ、ああああ、ああああああああッ！」

　なぜなら、彼は──この先がどうなろうとも構わないからだ。

　父も、マティスも、零番街の戦士たちは、みなそうして自分にバトンを渡したのだから。

（中央、連盟……）

　ルーガルーは敵の組織を思う。かつて家だと信じた、この都市の秩序の要を。

　粛しゆく清せい官かんは、たしかに一時は自分の家族だっただろう。

　そして、そのまま家族のまま終われたのならどれほどよかっただろうか。いくらそれが仮かり初そめの現実であろうとも、つらい真実よりはマシだったはずではないのか。

　だが、それも今となっては霞のように無意味な仮定だ。

　どうあがいても手に入らない理想を追い求めるほど、自分は子どもではないのだから。

「この強い光……キミ、大丈夫なの？　ねえ──」

　膝ひざを折るルーガルーに、人形遣いが話しかける。

　加速度的な粒子核の増幅に伴い、ルーガルーの視界が明滅した。

　ルーガルーはその場に倒れこんだ。神性物質である砂塵粒子が、優しく彼の傍そばをたゆたう。一瞬のブラックアウトの先に、遠い記憶が呼び起こされた。
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　暗い廊下を、少年が歩いていた。閉じた扉から光が洩もれている。少年はその扉に忍び寄ると、隙すき間まから室内を覗のぞいた。

「──限界が近づいている、と。そう認めざるを得ません。頭領」

　そんな会話が耳に入る。部屋のなかでは、数人の大人たちが膝ひざを突き合わせて会合をしているところだった。

「中央連盟が、いよいよ本腰を入れて掃討戦を開始するという情報が入っています。今の状態で抗争に入れば、我々はひとたまりもない」

　そう話すのは、父の率いる組織の右腕であるマティスだった。雨風に削られた岩石のような顔かお貌かたちが少年にはこわく見えたが、外見の印象とは違い、彼の内面が優しいことは知っていた。

　父は腕を組み、思案していた。マティスが続ける。

「頭領。ここまできたら、しかたありません。女こどもだけでも先に逃がしましょう」

「……逃がす？　いったい、どこへ逃がすというのだ」

　そこで、父が反応した。

「かつて先祖は中央連盟に楽園を追われて、この地下まで命からがら逃げてきた。その我々が、今度はどこへ逃げるというのだ？　マティス」

「それは……」

「我々の代で、この遺恨を晴らさねばならない。林りん檎ごの欠かけ片らは、我々の物だ。すべてを取り戻し、地上に還る。──徹底抗戦だ。それしか、道はない」

　重苦しくうなずく男たちの姿に、少年は不思議に思う。父もマティスも、あれほど強いというのに、いったいなにを心配しているのだろうか。

　それとも、話に聞く地上のこわい人々──粛しゆく清せい官かんという人種は、それほどまでにおそろしい連中なのだろうか。

「心配はいらぬ。そのための砂さ塵じん兵器だ。神器の亜種が我々の手に渡ったのは、偶然などではない。……あるいは、こうは思わぬか、マティス。もし林檎に意志があるとするならば、最後に選ばれるのは解放戦線に決まっていると」

「頭領……」

「──不退転だ。計画は、続行する」

　兵器？　計画？　興味のある話題に、少年が身を乗り出したところだった。

　突然、少年はぶるりと悪寒を覚えた。冬場の地下は底冷えするものだ。思わず、くしゃみをしてしまう。

「あ、やべ……！」

「だれかいるのか」

　逃げ出す間もなく、扉が開かれた。

「ウォール。まだ寝ていなかったのか」

　父が呆あきれ顔を浮かべた。

「ご、ごめんなさい。へへ、こんな遅くに父さんたちが話しているから、気になっちゃって」

「いつも言っているだろう。子どもが気にするようなことではないと。はやくベッドに戻りなさい」

「でも、なにかわからないけど大変なんだろ？　俺だって一族だ。いつか父さんみたいに戦わなきゃいけないんだから、知っておきたいよ」

　少年はそう、本心を告げた。

　父はしかたがないとでもいうかのように嘆息すると、部下たちにそのままでいるよう仕草してから廊下に出た。しゃがんで自分に目線を合わせて、ぽんと頭に手を置いてくる。

「ウォール。うちの家訓は覚えているな？」

「う、うん。──家を守れ、だろ。わかっているよ」

「そうだ。だが、きっとお前には父さんとは違う努力をしてもらうことになる。……うちは特殊だ。この広い都市で、どの家よりも変わった宿命を背負っている。だが、昔から続くその問題は、必ず父さんが終わらせる。だからこそお前には、そのあとのことを頼みたいのだ」

　こういうやり取りは初めてではない。少年は、いつでもこうして父に言い聞かされている。

　それでも不満が抑えられず、こう口にした。

「だから、今のことには関わるなって？　でも俺、手伝いたいよ。みんなのためなら、俺、なんだってするよ」

「ウォール。今年、お前には弟ができただろう。まずは弟が歩けるようになるまで、お前が守ってやれ。それが終われば、次の仕事を与える。いいな？　物事には順序がある。それを何度も繰り返せば、いずれはお前自身でやるべきことを選べるようになる」

　少年は納得いかず、口を曲げた。ずるい、と思う。年の功を使って、父はいつでも自分を黙らせる。だが、少年には大人たちに余裕がないことがわかっていた。

　きっとなにか大きな問題があるはずなのに、自分たちに心配させまいと、それを隠しているに違いない。

「父さん。俺……」

「さあ、もう行きなさい。今度こそ、しっかり眠るのだぞ」

　背中を押されて、自室まで促されてしまう。少年が振り返ると、厳格なはずの父は困ったような表情を浮かべて、どうしてか、ほんの少しだけ笑っていた。




「──大人たちはさ、ずるいよ」

　翌日、少年はそう愚ぐ痴ちをこぼした。場所は家の近くにある人工芝生の上だったが、そこは外ではなかった。少年は本当の意味での外に出たことがなかった。地下には陽光を模したソーラーランプが照らされるのみで、本物の太陽は知らない。

「どうして？　ウォール君」

　傍かたわらに座る少女がそう聞いてくる。梟ふくろうのマスクを被かぶり、変わった服装をしていた。旧文明由来の宗教徒の正装だそうだが、いつ見ても窮屈そうな服だと少年は思う。

「だってさ、肝心なことはなんにも教えてくれないんだぜ。きっと、大きい戦いがあるんだ。しかも、きっとすごく大変な戦いが。なのに、だんまりだ。……俺だって、協力したいのに」

「でも、協力っていってもどうやって？」

「そんなの、戦うに決まっているだろ！」

「……だから、どうやって？」

　少女は首を傾げた。

「だってウォール君、まだ砂さ塵じんが出ないんでしょ？　お父さんたちがダメっていうのも、当たり前だと思うけど……」

　少女もまた、零番街解放戦線の兵士を父親に持っている。

　二人は幼おさな馴な染じみだった。あの解放戦線の頭領を父親に持つ少年は、周囲の子供たちから距離を置かれていたが、この金髪の女の子だけはずっと傍そばにいてくれるのだった。

「じ、自分が先に出たからって偉そうに言ってくれるよな、テスラちゃん……」

「べ、べつにそんなつもりじゃないよ！　それに、まだそんな気にするような年齢じゃないよ」

　一般に、女子のほうが砂塵能力の開花は早いとされている。それでも、少年は先を越されたことを内心コンプレックスに思っていたものだった。

　とはいえ、今の複雑な心境はまたべつの理由によるものなのだが。

　少年は立ち上がると、両手を広げて言った。

「聞いてくれよ、テスラちゃん。俺だって、もう立派な能力者なんだ！　この前の誕生日に試したら出たんだよ、砂塵が！」

　少年は自慢げに言った。噓うそではなかった。ついこの間、とうとう能力者として目覚めたのだった。父親や祖父とは違って非砂塵能力者ブランカーなのではないかと不安に思う日々だったが、蓋ふたを開けてみれば、自分もれっきとした能力者だったのだ。

「え、本当に！　すごいじゃない、ウォール君！」

　少女が立ち上がり、祈るように両手を結ぶ。

「ああ、主よ。感謝します！　──それで？　どんな能力だったの？」

「い、いや、それが……」

　少年は言い淀よどんだ。大人たちの戦いに加わりたいと言った手前、いまいち明かしづらい砂塵能力だったからだ。

　砂さ塵じん能力の民間解明大全という本がある。新たに砂塵粒子を出せるようになった人間が自分の能力を特定するための様々な方法を記した手引書だ。

　それを手順通りに試したところ、どうやら自分の砂塵粒子が水に関連するものだとわかった。つまり薬を作る砂塵能力者のように、水分をなにか効果のある塵じん工こう品に変えることができるようだ。あるいは自分の身体に対して使うなら、どうやらそのまま体内で能力を発現させればいいだけのようだが。

　ただし、その効果は少年が期待していたようなものではなかった。

「……テスラちゃん、笑わないって約束してくれるか？」

「どういうこと？」

「いいから」

「う、うん。わかった。約束する」

　少年は意をけっして、首元に手をやった。インジェクターの針を刺すのは嫌だが、これから先も能力者としてやっていくつもりなら、ずっと付き合っていかねばならない痛みだ。

　カチリとスイッチを起動する。

　しばらくの静寂があった。そのあとで、

「ぷっ……あははははっ！」

　少女は屈託なく笑った。

「あー！　笑うなって言っただろ！」

「なにそれ、かわいいー！　それに、あはは、尻尾でズボンが破けちゃっているよ！」

「笑うなー！」

　そう怒鳴ろうとも、少女は笑うのをやめなかった。変へん貌ぼうした自分の姿がよほどおかしかったらしい。少年はがっくりと肩を落とす。

　せっかく期待していた能力がこれでは、戦うもなにもないように思えた。意気込みは立派かもしれないが、兵士として優れた能力を持った父親たちに加勢できるものではない。

「はぁーあ……」

　好き勝手に笑う幼おさな馴な染じみをよそに、少年は天井を見上げた。

　本やテレビに出てくる世界とは異なり、ここには空がない。それでも、不満はなかった。空がないから、それがなんだというのか。

　百年も二百年も前の昔は、自分たち一族や零番街の住民は、みな地上で暮らしていたという。父親たちは地上に帰ることを使命としていたが、少年はこの場所を気に入っていた。

　どんな場所でも、故郷は故郷だ。

　自分がなにをしたら家族を守るということになるのだろう、と考える。それは考えても考えてもわからないことだった。いつかわかるようになるのかさえもわからないことだった。

「あは、あははは」

「いや、笑いすぎだって、テスラちゃん」

「ごめんごめん。でも本当、すっごくかわいいじゃない。わたし、気に入ったなぁ。わたしのと交換してほしいくらいだよ」

「かわいいじゃ困るんだよ。こんなの、どうしようもないじゃないか」

「ああ、落ち込まないで。ね？　いっしょに使い道を考えようよ、ウォール君。そうだ、これからウォール君のおうちに行こうよ。赤ちゃんも見たいし」

　少女はそう言って手を伸ばしてくる。

　少年はしぶしぶ頷うなずくと、その手を取った。

　二人の姿が、地下の街に消えていく。

　少年は、そのときには想像もしていなかった。自分たちの育った場所が、ほんの数日後には焼け野原になるということなど、露にも。

　そう、なにも知らなかったのだ。自分を待ち受けている運命の行く末も、現実の苛か酷こくさも、ましてその記憶さえも失うことになるとは──まだ、夢にも知らなかった。
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　濁流のように押し寄せる記憶の最後に、ルーガルーは甲高い耳鳴りを聞いた。

　零番街の景色も、幼おさな馴な染じみの顔も、父親の後ろ姿も、すべてが燃えていく。

　その炎が、連盟で育つ自分や、ともに仕事をしてきた年上のパートナーと混ざり合い、頭が割れるような痛みを呼んだ。

　砂さ塵じん粒子の作用が、彼のなかに野性的な感情を喚起した。

　いつもそうだ。獣になると、いつだって理性が根本から破壊されるような激情が生まれる。

　その破滅的な感情を、彼は常に制御しなければならなかった。自分の激情を押し止めなければ、まともに戦うこともできない。今はそれに加えて、この身の丈を超えた粒子量を受け止める必要さえある。

　これは試練だ、と彼は思った。

　それを乗り越えなければ、この都市に蔓延はびこる不正義に鉄てつ槌ついを与えることはできない。

　粒子核が際限なく光を増幅させる。

　それは偉い大だい都と市しの夜空を裂く、一筋の波動となって広がった。

「──ねえ、大丈夫？　死んでいないよね？」

　目を開くと、眼前に人形遣いの姿があった。

　意識の混濁があったのは、ほんの数秒のことのようだ。

　マスク越しに額を押さえて、ルーガルーは立ち上がる。発熱したような身体の昂たかぶりが、自分の試みが成功したことを報しらせていた。

「すごい密度の砂さ塵じん粒子だ。こんなの、見たことない……これを操るなんて、やっぱり無理なんじゃないの？」

「……無理も道理もねえさ。俺はもう、やるしかないんだ。見ていろ」

　ルーガルーはそう言うと、心中で獣たちに指示を下した。

　一瞬の静寂が訪れる。

　そのあとで、どこかから獣の遠吠えが聴こえた。

　何十、何百もの獣人たちが、偉い大だい都と市しの夜に吼ほえる。

　それは危機を報せるサイレンのように不吉に響き、そして鳴り止むことがない。

「──はじまりだ」

　カウントダウンの時は刻まれた。

　もう、とっくに後戻りはできない。

　茂みに潜む獣のように黙り、全身の闘気を磨いて、ルーガルーはただ天命が訪れるのを待った。

　みずからが裁くか、裁かれるのか。

　その答えが明かされる、最後のときを。
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　しばらく、灰のような日々が過ぎていった。

　本部内の喧けん騒そうが、どこか遠くに聴こえていた。病棟の壁は分厚く、まるでこの空間だけが、外部のせわしない現実から断絶されているかのようだ。

　シルヴィはなにもせずに、ただ柔らかいベッドに身を沈めていた。

　こうしていると、自分のなかの毒気と闘気が抜けていくのを感じる。

　オフの日はいつもそうだ。張り詰めていた緊張が解けていく感覚が、特異な職務に就く身としてはこわくて、だからせめて現場の空気を忘れないように、日課のトレーニングだけは怠ったことがなかった。

　これほど長く銃器に触れずにいるのは初めてのことだった。

　抜け殻のようとはよく言ったものだと、どこか他人事のように思った。鏡面に映る自分の顔が、自分ではないかのようだ。生気がなく、そこに魂が宿っているようには見えない。

　かつて、シルヴィはとある事件ですっかり人格の破壊された人間たちを目にしたことがあった。今の自分は、それとなく彼らの表情を想起させるものだった。

　時おり、シルヴィはルーガルーの言葉を思い出した。

「お前は、完璧にはなれない──」

　あの言葉は、こちらを貶おとしめるためのものではなかった。

　あれは自分よりも遥かに強く、また経験さえも勝る強つわ者ものが述べた、ただの真実なのだろう。

　これまで、なにがあろうともその事実を認めたことはなかった。たしかに、今の自分よりも強い相手はこの世にたくさんいるだろう。だが、それは未来永劫というわけではない。

　まだ少し、努力が足りていない。今はまだ勝てないだけで、いつかは必ず勝てるようになると、そう信じていた。

　少なくとも、その意志においてだけはだれにも劣らないと自負していた。

　真実とは、つねに箱のなかに隠されているものだ。その箱を、シルヴィは自分で開けたことはなかった。本当の自己を知るのは、だれにとってもおそろしいことのはずだ。

　だが、その真実を、ルーガルーが暴いた。

　箱のなかにいたのは、意志においてすら負けていた自分だった。

　その証拠に、あのときシルヴィは振り向いてしまった。

　死と敗北が間近まで差し迫る恐怖に、マスクの下の素顔を跡形もなく歪ゆがませて、だれかが助けてくれることを心の底から願ったのだ。ほかならぬ、自分自身が望んで赴いた戦場で。

　そんな弱い自分がいる事実を、直視したくはなかった。

　今、目の前にあるのは、ただ厳然たる現実だけ。

　自分は完璧になんてなれないという、ごく簡単な現実だけだ。

　唯一頼りにしていた道みち標しるべさえも失って、自分になにができるというのか。

（……わたしは）

　下唇から、じわりと血が滲にじむ。もう何度も嚙かみ千切られたその箇所は、同じ回数だけ治癒している。贅ぜい沢たくに注入されている塵じん工こう薬液が、無情にも傷をすぐさま癒すからだ。

（わたしは、どうすれば。お父さま──）

　そのときだった。

「──まるで幽霊みたいな顔色ね」

　病室の扉のほうから、声をかけられた。

　シルヴィはびくりと肩を震わせてそちらに目を向ける。

　声の主は、気に入らない様子でふんと鼻を鳴らすと、

「ま、あんたはもともとがネクラだから、そういう暗い表情が似合うんだけど」

「リリス……!?」

　元パートナーが、いつものように不機嫌そうな顔をして立っていた。ゴシック風の猫のマスクを脇に抱えて、かつかつと靴音を鳴らして入ってくる。
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　シルヴィは咄とつ嗟さに傍かたわらのマスクを手に取って身に着けた。顔色の悪さは重々自覚していた。余計なことを言われないようにと思ってのことだった。

「お見舞い？　なら、部屋を間違えているわよ。トルテ警けい肆よん級きゆうなら、ひとつ隣のはず」

「リッカルのばかなら、ちょっと前に起き上がったわよ。けっこうな深手だったのに、少しはガッツがあるのかしらね。まあ、それくらいしてくれなきゃあたしが困るんだけど」

　あいかわらず辛しん辣らつな物言いの女粛しゆく清せい官かんを、シルヴィは疑惑の眼まな差ざしで見た。

　話に聞いた限りでは、リリスは黒こく晶しよう器き官かんにダメージを負ったそうだ。限界を超えてインジェクターを使ってしまったときの苦痛は、シルヴィもよく知っていた。夜ごとうなされるような鋭い痛みが、何週間も頸けい部ぶを襲うのだ。

　それにも関わらず、リリスは平然とした様子だった。

　リリスが小さな箱を取り出した。無言でリボンを解き、なかに収められていたハート形のチョコレートを摘まむと、ひょいと自分の口に放り込んだ。

「……あいかわらずの甘党なのね」

「ふん。見舞いの品だとでも思った？　残念、これは全部あたしの。それに、あたしは見舞いに来たんじゃなくて、動けないあんたを見てあざ笑いに来ただけなんだから」

　そう言うと、リリスは病人服姿のシルヴィをじっと見つめた。

　言葉とは裏腹に、相手はくすりとも笑わなかった。

「読んだわよ、粛報。あんた、たった一人でルーガルーと戦って、完膚なきまでにズッタズタにされたんですって？　しかも状況を見るに、下手したら見逃されたんじゃないの？　まさか殺す価値もないって判断されたとか？」

　そうなのかもしれない、とシルヴィは思った。

　あのとき──とどめを刺す直前、ルーガルーはたしかに一瞬だけ躊ちゆう躇ちよした。その躊躇こそが、シルヴィを即死から免れさせたのだ。

　まさに九死に一生を得た形といえる。

「それだけじゃないわ。当ててあげようか？　あんた、功績欲しさに先走ったんでしょ。パートナーを置いて、一人で。違う？」

「それは……」

「違わないわよね。だって、あんたはそういう女だもの。点数稼ぎのためならなんだってする。あんたの澄まし顔なんて、本当にマスクみたいなものだわ。きっとみんな、今にあんたの本性に気づくんだから」

「……ごめんなさい、リリス。今わたし、あなたの挑発に付き合っている余裕がないの。本当に、ないのよ」

　シルヴィには虚勢を張る気力さえもなかった。

　リリスの言っていることは、正せい鵠こくを射ている。もはや憤りを覚えることさえないほどに。

「はあ？　なによそれ。あんた──」

「いいわ、認める。全部、あなたの言う通りよ」

　シルヴィは自じ嘲ちようぎみな笑みを浮かべて言った。

「たしかにわたしは一人で先走って、そして失敗した。本当に愚かで、弱くて、……粛しゆく清せい官かんの名が廃るような真ま似ねをしたわ。これで満足？」

　自分たちの確執も、思えばそれが発端だった。

　功績を第一優先としたシルヴィの行動が、二人のパートナー関係に亀裂を走らせたのだ。

　あのときは、自分は間違ったことはしていないと思っていた。それも、今となってはどうだったのかわからない。

「……ムカつく」

　ぼそりと、リリスがそうつぶやくように言った。

「ほんっと、人をイラつかせることにかけては超一流よね、あんた。誇っていいわよ、その点に関してだけはね」

　相手の溜飲が下がったかと思えば、まったくの逆だったらしい。リリスはよりいっそう不機嫌そうな顔を浮かべると、残りのチョコレートをひと息に突っ込んで飲みこんだ。

　しばらくこちらを睨にらみつけてから、リリスはふたたび口を開いた。

「あたし、あんたのことがずっと嫌いだった。思えば、はじめっから鼻につく態度だったわ」

「……知っているわよ、そんなこと」

「じゃあ、なにがいちばん嫌いか知っている？」

　思い当たる節だらけだ。考えたくもない。

　嫌味を聞き流していればいずれ飽きて出て行くだろうと思い、シルヴィは黙っていた。

　すると、

「あんたの、なにがあっても絶対に諦あきらめないところよ」

　そんな、意外な理由を告げられた。

　リリスは顔を逸そらしていた。猫のような丸い瞳ひとみに、窓の向こうの夜景が反射していた。どこか忘れたい記憶を探るような目つきだった。

「あんたも覚えているでしょ。〈爆弾教師〉、プラウラ・パルスの粛清案件」

　懐かしい名前だった。

　プラウラ・パルスは、ほかでもない自分たちの初仕事だ。

　プラウラは、中年女の爆弾狂だった。微量の気体成分を操ることのできる砂さ塵じん能力者で、遠方から仕込んだ爆弾を着火することで偉い大だい都と市しの公的建造物を倒壊させて、その光景を眺めながら晩酌をすることが趣味の愉快犯だった。

　また、表向きは塵じん工こう科学の教職をしていたプラウラは、有志の生徒たちに秘伝の爆弾製作術を伝授していた。それこそがプラウラの爆弾教師という二つ名の所以だった。

　当時、シルヴィとリリスは与えられた情報からプラウラの爆弾教室の場所を割り出した。問題は、プラウラを追い詰めてからのことだった。

「プラウラは、けっして強い砂塵能力者じゃなかった」とリリスが続けた。

「ただ、少なくとも、身の程をわきまえた犯罪者だったといえるわね。自分が、武闘派の能力者と真っ向から戦って勝てるタイプじゃないことをよく理解していた。だから、あいつは──」

　追い詰められたプラウラは、拠点にしていた廃ビルに立てこもり、そこで自爆を図ったのだった。中央連盟に捕まるくらいなら、自分の愛した爆弾で潔く消えたいと願ったのだろう。

　シルヴィは、そのときのことをよく覚えている。

　──まずいわ。シルヴィ、ここはいったん退ひくわよ……！

　相手の奸かん計けいに気づいたリリスは、建物内に張り巡らされた爆弾の数に慄おののいて、そう提案した。

　しかし、シルヴィは……

「でも、あんたは退かなかった。それどころか奥まで入りこんでいって、プラウラの自爆を止めようとした」

　その通りだ。

　傍はたから見れば命知らずにしか見えない行動を、当時のシルヴィは選んだのだった。

「あたしは……本当に、こいつはイカれているんじゃないかって思った。あの爆弾魔に自分の陣地まで逃げられて、自爆の用意まであるってなったら普通は諦めるわよ」

　自己弁護するように、シルヴィは答えた。

「プラウラが、自分の砂塵能力をトリガーにして爆弾を起爆させることにこだわりを持っていたことは事前情報からわかっていた。だから、わたしなら爆破を止められると思ったのよ」

「だからって、全部の爆弾がそうだとは限らなかったでしょ。プラウラがひとつでも起爆スイッチを持っていたら、あんたはあそこで死んでいたのよ」

　それもまた、リリスの言う通りだ。

　今またあのときと同じ状況に置かれたとして、自分が同じ行動を取るかどうかわからない。

　リリスは遅れて現場に入ってきた。間一髪で自爆を止めて、取り押さえたプラウラに手錠を回すシルヴィに、リリスは動揺を隠さずにこう詰問してきた。

　どうしてこんな危険な真ま似ねを、と。

　それに対して、シルヴィは平然とこう答えたのだった。

　──このほうが、功績点が高くなるから。

　上官のシーリオからプラウラの粛清案件を任されたとき、「プラウラは現場粛清ではなく、可能であれば拘束が望ましい」と言われていた。

　理由は、プラウラの教え子の一部が、すでに教師の爆破テロを模倣する危険人物となっていたからだった。捕えたプラウラから、その生徒たちの情報を引き出すことが推奨されていたのである。

　そして、シルヴィはその推奨を絶対視したのだった。そのときには、自分がまともにパートナーと組むことすら難しい能力の持ち主だということがよくわかっており、少なくとも、仕事の中身は完璧にしなければならない立場だと重々自覚していたからだ。

　だが、現実はこれだ。

　あのときのがむしゃらな行動も、あの日から続いた努力の日々も、この結末を迎えるのだとしたら無意味なことだったのだと、今のシルヴィは思っている。

　リリスが、どこか悔しげな口調で続けた。

「死ぬかもしれない場所に、あんたは向かっていった。そして結果だけ見れば、粛しゆく清せい官かんとして満点の仕事をした。あんたは、あたしにできないことをしたのよ。ほかでもない、このあたしの目の前で。……ムカつく。どうしてこのあたしが、あんたなんかに……」

「リリス。過去のことにあなたがどう怒っても、それはもうどうしようもないことだわ。でもお願い、今だけはよして。わたし、今は本当に気分が優れないのよ」

「あんたの気分なんかどうでもいいに決まっているでしょ。それに、なに勘違いしてんの？　あたしが言っているのは過去なんかじゃない。今さらになって自分を否定している、今のあんたよ」

「……あなたに、なにがわかるっていうの？」

　そこでようやく、シルヴィは苛いら立だちを覚えて言い返した。

「どうしたって、わたしじゃ無理だったのよ。ルーガルーは──〝黒獣〟は、わたしなんかとはなにもかもが違う。あれは、努力でどうこうなるような相手じゃない。なにをしても、絶対に勝てない。そういう人間が、世のなかにはいるのよ。こんなこと、彼と戦っていないあなたにはわからないかもしれないけれど」

　言いながらシルヴィは、ボッチやシンの姿を思い浮かべた。

　彼らこそが、粛しゆく清せい官かんとして正しい強さを持つ人間なのだ。そしてどれだけ必死に背中を追いかけても、きっと自分ごときが追いつくことはないのだろう。

「本当は、うすうす気づいていた。わたしがどんなにがんばっても、未来永劫どうしようもない相手がいる。粛清官になった目的も、きっと果たされないままだって」

「……。」

「わたしは凡庸よ。ひと握りの天才なんかじゃないし、完璧にもなれない。それを認めるのがこわくて、ずっと無駄な努力をしてきた。プラウラのときみたいな無茶もした。それがあなたの癇かんに障ったなら、いくらでも謝るわ。だから、もう放っておいて。お願い、もうわたし、なにも考えたくないのよ」

　ひと息にそう告げると、シルヴィは脱力して肩を落とした。

　これだけ言えば相手もわかるだろうと思った。実際、リリスが猫形のマスクを着用したから、これで話は終わったのだと考える。

　だが──そうではなかった。

「そう。なら、こういうことね。あんたは死にかけて、心底おそろしい目に遭った。格の違う相手に出会って、絶対に勝てないと思ったからもう諦あきらめる。そういうことでいいのね」

　シルヴィは無言で応えた。

　カチリ、と音がした。それは聴き間違えではなかった。

　周囲に砂さ塵じん粒子の渦が巻く。リリスがインジェクターを起動した証拠に、暗い病室に潜む影が浮き出て、シルヴィの周囲を取り囲んだ。

　怪異な影をまとわせながら、リリスが真剣な声色で言った。

「ねえ。ひとつ、これだけ聞いていい？」

「リリス、あなたいったいなにを……」

「あんたはずっと、完璧を目指せないくらいなら死んだほうがマシだと思っていた。それは、伊達や酔狂なんかじゃなくて、本当に心の底からそう思っていた。違う？」

　一筋の影が、鋭利な刃物となってシルヴィの首に突きつけられた。反射的に逃れようとしたシルヴィの身体を、またべつの影が縛りつけた。

　刃物の形をした影は、氷のように冷たかった。

　それよりも冷たい声で、リリスが続けた。

「どうしたの？　こんな簡単な質問に、イエスかノーで答えるくらいのこともできないの？　ねえ、どうなのよ──優等生の、アルミラ・Ｍ・ミラーさん？」

「な……！」

　それは、衝撃の言葉だった。

　思わず目を見開いて、シルヴィは言った。

「どうして、あなたがそれを知っているのよ、リリス……」

　自分の韜とう晦かいを知るのは、ほんの数人に限られるはずだ。

　リリスはなにも答えなかった。答えるのはそっちだと言わんばかりに口を閉ざし、その荒ぶる心情を体現するかのように、周囲の影が怒りに震えていた。
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　リリス・マリーテルが周囲を威圧するのは、生来の性格というよりも、そうでなければ生き抜くことができなかったからだ。

　物心がついたときから、リリスを取り巻く世界は苛か烈れつだった。

　リリスが生まれ育ったのは、荒くれ者の男たちが牛耳る傭よう兵へいの一団。

　偉い大だい都と市し公認の外征警けい邏ら隊たい。大陸の東海岸に位置する偉大都市は、その領地を少しずつ北と西に広げている。中央連盟の手が届かぬ土地では、今でも旧文明崩壊直後の暗黒期のような、一部の能力者による暴虐の限りを尽くしたようなコミュニティが無数に散らばっている。

　外征警邏隊の仕事は、偉大都市が勢力を伸ばす前準備として周辺状況を確認し、必要であれば土地を均すことだった。中央連盟に雇われた傭兵たちは地図を頼りに外征し、都市の周辺を割拠する武装勢力を蹴け散らしていく。

　それはつまり、恒常的な戦争行為ともいえた。

　母親はおらず、父親はロクでもない男だった。内縁の妻が命と引き換えに産んだ子を捨てることはなかったが、かといって大事に育てるということもなかった。

　あるいはリリスの砂さ塵じん能力がどうやら有用そうだということがかなり早いうちに判明したから、いつか使えると思って傍そばに置いていただけなのかもしれない。

　リリスは日常的に、大人たちの残虐な戦いを目にした。偉大都市公認の太鼓判をもらっているというだけで、その実態は賊のようなものだ。大義名分の下で殺しを楽しんだ日の夜、大人たちはポータブル排はい塵じん機きを積んだテントのなかで下品な酒盛りをしていた。

　そんな喧けん騒そうをよそに、昔は立派な街だったというコンクリートの瓦が礫れきの上で、リリスは孤独に過ごした。

　日々はつまらなく、世界は灰色に映った。ここではないどこかへ行きたいという感情も、それ以外の感情を抱いたことがないから、むしろ実感が持てないほどだった。




　ある日、外征警邏隊が偉大都市に凱がい旋せんした。普段は傍若無人に振る舞う父親が、その日ばかりはへいこらして、中央連盟の要人に自分たちの成果を報告していた。

　汚らしい格好をした傭よう兵へいたちに、その中央連盟の男は軽蔑を隠さない表情だったが、リリスにはそんな大人たちの世界はどうでもよかった。

　リリスは、窓の向こうに映る中央街の景色に目を奪われていた。

　偉い大だい都と市しの中心地。美しく洗練された街並みの向こうに、とある瀟しよう洒しやな館が見えた。

　蔦つたで覆われた、赤茶色をした煉れん瓦がの建物。よく磨かれた真珠のように光り輝く噴水と、蔓つるの一本一本まで剪せん定ていされているかのような美しい薔ば薇ら園。きっと、父親が申し訳程度に与えた絵本に登場する、仮面の姫君が住まう城のような場所なのだろうと思った。

　そこが偉大都市きっての令嬢たちが通う女学園だと知ったのは、すぐのことだった。

　──あたしも、あそこに通ってみたい。そんな幽かそけき願望を、胸に抱いた。

　教育は、今の世界では最上級の贅ぜい沢たく品だ。到底、リリスのような身分の者が受けられるものではない。

　それがわかっているから、リリスは望みを口にすることさえなかった。どうせ聞いてはもらえない願いなら、だれにも明かさないほうがましだ。




　ある程度の年齢になると、リリスもまた戦場に駆り出されるようになった。

　すぐにわかったのは、自分が特別な存在だということだ。威張っていた大人たちは、たいした兵士じゃない。大半は非砂塵能力者ブランカーだったし、仮に能力者だとしても、微妙な能力を無理やり戦闘に転用している程度の者が多かった。

　リリスはなにより、自分の操る影を信頼した。

　逆に言えば、それ以外に信じられるものはなかった。

　大人たちの反応はまちまちだった。部隊の戦力として信用する反面、手柄を奪われることに憤慨する者もいた。リリスの能力に嫉しつ妬とし、あるいは畏い怖ふする者もいた。

　たかが能力運に恵まれたくらいのことで調子に乗るなよ、と憎まれ口を叩たたく者は、されどリリスが冷たい目線をちょっと向けただけで、苦々しそうに口を閉ざした。

　好きに言えばいい、とリリスは思った。どうせ全員、自分よりも弱いのだ。

　それでも、夜はこわかった。成長するにつれて、少年のようだった身体は少しずつ丸みを帯びていった。大人たちが自分を見る目つきが変わっていることには、とうに気づいていた。

　ひとり離れた場所に防ぼう塵じんテントを張って、リリスは毛布のなかでマスクを抱えて眠った。もしなにかあれば、身を守るためにすぐにでもインジェクターを起動しなければならなかった。

　どこかへ行きたい、と夜ごと願った。

　どこへ？

　すぐに思い浮かべたのは、あの中央街の美しい建物だった。

　リリスは憧あこがれていた。あの煌きらびやかな光景と、華やかに着飾る女たちのかしましい世界に、この世のだれよりも強く、ただ憧れていた。




　転機は、それからすぐに訪れた。

　部隊を出て行ってくれ、と父に言われた。

　外征警けい邏ら隊たいの空気はすっかり様変わりしていた。部隊で唯一の女──自分よりも弱いと信じたい存在が、実際には自分たちのあいだでもっとも強いという現実が、傭よう兵へいたちの唯一のプライドを破壊していたのだった。

　たしかに戦力はあったほうがいいに違いない。とはいえ、地盤が割れるのは論外だった。

　字の書けない父親は、紹介文を用意することができなかった。いつか見た中央連盟の要人に邪魔な娘の働き口を直接たずねたらしいが、リリスはだれの伝つ手ても頼るつもりはなかった。

　リリスは、みずからの手で中央連盟の門戸を叩たたいた。

　中央連盟は外部からの干渉を好まない。それでも、一応は所縁ゆかりのある外征警邏隊の出身であることと、だれもが一目で認めるリリスの有用な砂さ塵じん能力が、次の働き口へと導いた。




　念願だった学園の門前に、リリスは立っていた。

　ただしそれは、学徒としてではなかった。

　学園の警備人。中央連盟傘下の機関を守る用心棒として、リリスは派遣された。

　もとより高望みはしていなかった。こうして、憧あこがれの上流階級の娘たちと同じ空間にいられるだけで満足だった。

　幼いリリスは期待していた。下劣な傭兵たちとは違い、ここの人たちはすばらしく高潔な精神の持ち主ばかりだと信じていたからだ。

　だが、現実はそうではなかった。

　地位と生まれを鼻にかける、温室育ちの少女たち。彼女たちは学園内の狭い世界で頂点に立つことに躍起で、品のいい仕草と口調で、その実は相手を貶おとしめる発言をする女ばかりだった。

　ある日、リリスはこんな会話を耳にした。

　警備の人のなかに、自分たちと同じくらいの年の子がいる。どうしてかしら、と。

　すると、べつの少女が答えた。さあ。世間には、私たちくらいの年でも働かないと生きていけない人もいるのよ、と。

　まあ、不ふ憫びんですこと。

　そうね。いずれにせよ、私たちには関係のないことだわ。

　そんなことよりも──と続けられたクラブ活動の話題とともに、ローファーの靴音が遠ざかっていった。

　幻想が壊れるのに、さして時間は要さなかった。中央街に構える屋敷も、清潔で美しい衣服も、リリスが受けたことのない教育も、少女たちの浅ましい処世を助けるためのいち手段にすぎなかったとしたら、いったいどれほどの価値があるというのだろう。




　ぼんやりとした野望が、リリスのなかに生まれつつあった。

　これは、けっして悪くない状況だ。どのような形であれ、荒廃した街の残さん骸がいと、品性下劣な大人たちから離れることはかなった。なにより、ここでしばらく働いて信用を勝ち取れば、いずれは連盟の身内として認められて官かん林りん院いんに入ることもできる。

　そうすれば、粛しゆく清せい官かんになるのだって夢ではない。

　粛清官は、大市法の特権者だ。低俗な生まれでも、武闘派の能力者としてさえ生まれさえすれば、権力を持つ職に就くチャンスを得る。自分はあの下品な傭よう兵へいたちとは違うという証明には、それで十分なはずだ。

　だからリリスは、その野望の軌跡を辿たどった。

　官林院に入ったあとも、リリスは特別なままだった。やはり、自分よりも優れた人材などそうはいない。なにより、都市育ちは甘ちゃんばかりだ。能力は多少優れているかもしれないが、実戦経験と根性に欠ける青臭い少年たちは、次から次へと脱落していく。

　リリスは上に行くつもりだった。だれよりも偉くなれば、だれにも見下されることはない。

　──そしてある日、その女に出会った。




　銀色の弾丸。そんな作り物のような名を自称する女には、たしかに見覚えがあった。

　女学園でだれよりも目立っていた、それは一流のご令嬢だった。

　生誕と同時に親から市民権を買い与えられて、なに不自由なく育ったであろう女。

　自分とはなにもかもが違うはずの女が、自分と同じ場所にいる。

　事情は、それとなく察していた。彼女の両親が殺害されたのは、ついこの間のことだ。

　だが、まさかと思った。まさか、たったそれだけのことでこの世界に足を踏み入れようとしているのだろうか？　温室育ちのお嬢様に、それに見合うだけの器量があるはずもない。仮に能力に恵まれていたとしても、所詮はあの温めすぎて腐った果実のような女たちと同種だ。

　官林院に入れたのも、卑劣なコネクションを使ったからに違いない。

　──あたしは、自分の力だけでここまでやってきたっていうのに。

　リリスは憤りを覚えた。それと同時に、彼女の行く末を想像して鼻で笑った。

　どうせ、すぐに落ちていくに違いないと。

　しかし、そうはならなかった。

　だれよりもストイックに、まるで、自分は努力し続けなければ死ぬのだと言わんばかりに、その令嬢は高みを目指して走り続けた。

　そしてだれの悪いた戯ずらか、彼女はリリスのパートナーにさえなった。




　それからは、制御できないほどの苛いら立だちに悩まされるようになった。

　生まれて初めての劣等感は、自分がもっとも軽蔑していた存在に抱かされた。

　認めたくはなかった。ましてその激しいコンプレックスが、中央街育ちの、自分と年の変わらない女に抱かされているものだとは、けっして。

　今のように擦れる前。幼き日に見た憧あこがれを、リリスは無意識のうちに想起した。

　あの蔦つたの校舎に通う少女たちは、きっと野原に力強く咲く花のように美しく、誇り高い精神を持っているに違いないと夢想した。

　自分なんかとは違って、ああいうきれいなところで育った人は、きれいな心を持つはずだと。きっと一切の汚れのない、リリスの想像する完璧な人がいるのだろうと。

　不思議と、妬ねたましさはなかった。そこにはただ、純粋な羨せん望ぼうがあるだけだった。

　だが、そんなものはまやかしだった。

　リリスが憧しよう憬けいするような者は、この世に存在しなかったはずだ。

　そのはずだったのに──その日、リリスは目にした。自分が慄おののき、退ひくべきだと判断した爆弾だらけの敵陣に、その女が勇猛果敢に立ち入っていくのを。

　その後ろ姿は、いつかリリスが焦がれた、存在しないはずの気高い精神の持ち主だっただろうか。




　現実に、完璧な人間なんてどこにもいない。だから、その相手も大きなミスを犯した。

　たしかにリリスは死にかけた。だがそんなことは、本当はどうでもよかった。

　ここぞとばかりに、リリスは相手を全力で否定した。

　口汚い罵ののしりは、自然に口を衝ついて出た。それこそが、下げ賤せんな生まれの証明だった。

　覆水は盆に返らない。零こぼれた透明な液体を、リリスは拭くことはなかった。水面に映る自分の顔が汚れて見えて、目をそむけるので精いっぱいだった。

「後悔なんて　してないんだから」

　ひとりで吐いた言い訳のような言葉は、そのままどこかへ消えていった。

　それが、これまでだれにも語ったことのない、リリス・マリーテルの秘密の物語だ。
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「──なんで、あたしがあんたの本名を知っているかって？　そんなこと、どうだっていいでしょ」

　剃かみ刀そりのような影をシルヴィの首に這はわせたまま、リリスが言った。

「いいから、答えなさいよ。あんたは、それがかなわないくらいなら死んでもいいと思って、ばかみたいにがむしゃらに、ただずっと自分の目標だけを目指して突っ走っていた。そうでしょ？」

　相手がどうするつもりなのか、シルヴィにはわからなかった。

　必要なのは、ただ答えることだけのようだった。

　だから、シルヴィはゆっくりとうなずいた。

　ずっと、完璧を目指していた。

　ただ強く、それだけを渇望していた。少なくとも、これまでの自分はそうだったはずだ。

「そう──そのはずよね。なら、その腑ふ抜ぬけたザマはなに？　安い同情を買って、それでどうなると思ってるの？」

　シルヴィは相手から目を離すことができなかった。

　マスク越しのやりとりは、いつだって相手の表情を読み取ることはできない。だが、シルヴィは仮面の向こうに、これまで見たこともないほどに真剣なリリスの眼まな差ざしを見た。

「ああ、イラつく。どうして、自分にできないことをできるだなんて言うのよ？　諦めるだなんて可愛げのあることが、あんたにできるわけないでしょうが！」

　リリスの言葉には強い怒りが滲にじんでいた。シルヴィの柔肌を刺す刃物が、わずかに前進する。

　ほんの小さな切り傷から、一筋の血が流れていく。

「もう無理になった？　だったらね、もう死んだと思えばいいのよ。ずっと、そういうつもりでやってきたんでしょ？　それなら黒獣のときでも、今、あたしがそうしたでもいい。もうすでに終わっていると思えば、あんたみたいに単純な女は割り切れる。そうしたら──そうしたら……っ」

　リリスが震える手でインジェクターを解除した。舞っていた粒子が消えて、それと同時に影も姿を失せた。リリスは頸けい部ぶを押さえると、いかにも苦しそうにその場にうずくまった。

　ふいにシルヴィは思い出して言った。

「リリス──あなた、大丈夫なの？　黒こく晶しよう器き官かんを傷めたって話なのに、今インジェクターなんて使ったりしたら」

　思わず伸ばした手を、リリスは弱々しい力で払った。

「うるさい……！　黒晶器官のオーバーヒートくらい、あんただってやったんでしょ？　あんたにできてあたしにできないことがあとひとつでも増えるなんて、あたしには絶対に許せないのよ──触らないで！　ひとりで、立てるから」

　リリスはしばらく痛みに耐えると、気丈に立ち上がった。

　持ち前の矜きよう持じか、それ以上つらさを表に出すことはなかった。

　突如、館内でサイレンが鳴った。防音仕様の病室内でも、その音は鮮明に耳に届いた。

　そうだ──事件は続いているのだ。

　ほかならぬ、自分たちの事件が。

「……もう、行くわ」

　急に熱が冷めたかのように、ぽつりとリリスは口にした。

「こんなところで、いつまでも油を売っているわけにもいかないし。ああ、ばかみたい。本当、くだらない。来るんじゃなかった。……こんなあんたを、見るくらいなら」

　病室から出ていこうとするリリスを、シルヴィは止めた。

「待って、リリス。あなたのさっきの言葉……」

「待たないわよ。あんたはここで寝ていただけだから知らないでしょうけど、近く、また召集がかかるわ。たぶん、タイダラ警けい壱いつ級きゆうがルーガルーの場所を特定したのだと思う」

　初耳だった。きっと、シンが自分には伏せた情報なのだろう。

「あたしにはやることがある。このあたしをコケにした道化に、借りを返さなくちゃいけないから。あんたはどうなのよ？　あんたにも、借りを返さなくちゃいけない相手がいるんじゃないの？」

「リリス……」

　リリスが扉に手をかける。こちらに背を向けたまま、こう言った。

「知ってる？　噓うそもハッタリも、突き通せばなんだって本物になるんだからね。それさえできないのなら──粛しゆく清せい官かんなんかやめて、今すぐエデンにでも帰ったら？　だれも止めないわよ、今の腑ふ抜ぬけたあんたなんてね！」

　吐き捨てるようにそう残して、リリスは去っていった。

　バタンと扉が閉まる。

　ふいに微細な痛みを感じて、シルヴィはそっと喉のど元もとを押さえた。

　触れてから指先を見ると、二粒の血が付着していた。

　しばらく、シルヴィはその赤色に目を落としていた。そうしながら、先ほどのリリスの言葉を反芻した。

（……噓もハッタリも、突き通せば本物になる……）

　思えばこれまで、なんて中途半端な人間だっただろう。

　噓のような存在──それこそが自分の正体だ。もがきながら努力して求めたものは、今の自分とは程遠い理想だった。

　目の前の敵に恐怖して、あまつさえ目を逸そらした雛ひなのような自分が、これまでの自分だ。どれだけ努力しても超えられない壁があると自覚したのが、これまでの自分だ。

　だが、それを否定する自分が、まだ理想をわめいている。理想と現実の間を、シルヴィはただ不確かに彷さ徨まよっていた。

　たしかなのは、今はまだ何者でもなく、誇れることなどひとつもないということだけだ。

　決めなければならない。

　そうだ。自分には選択する必要がある。何事も、白黒つけなければならないのだから。

　今、自分の前には二つの選択肢がある。

　傷を隠して、あの博物館ではなにも起こらなかったことにして、すべてが終わったあとで職場復帰をするか。

　シルヴィがその選択をしても、きっとあのひとは受け入れてくれるはずだ。

　しかし、それは仮かり初そめの粛しゆく清せい官かんであり続けるということだ。この病室のように暖かく平和で、リスクのない生き方を選ぶということだ。

　危険がない代わりに、誇りもない人生だ。

　だが──もしも、そんな生き様をありえないと思うのであれば。

　正反対の、死が間近に潜む、血にまみれた道を歩むしかない。

　本物を欲するということは、つまりはそういうことなのだ。

　その事実を、シルヴィは今になってようやく、本当の意味で理解したように思えた。




　シルヴィは点滴をはずして、ベッドから降りた。

　歩いてみると、死線をさまよった自分の身体が、どれほど深刻なダメージを受けたのかがよくわかる。一歩を刻むたびに、ルーガルーに穿うがたれた箇所が容赦なく痛んだ。

　だが、それだけだ。たったそれだけのことだ。

　理想から目をそむけたまま生きることに比べたら、あってないような痛みだ。

　扉の前で、シルヴィは立ち止まった。

　この境界が契機となる。本物か仮初めか。粛清官か令嬢か。生きるのか、死ぬのか。それらの可能性が同居するのは、今この瞬間までの話だ。

　シルヴィは想起する。

　自分の欲しい現実が、だれの隣に、どのようにして立っていることなのかを。

　答えは決まっている。

　そのために必要なのは、たったひとつ。

　高い壁を超えるための、今度こそ揺らぐことのない──決死の覚悟だ。
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　この日、中央連盟本部では三つの動きがあった。




　一つ目は、本部中層階、第七執務室。

　ボッチ・タイダラ警けい壱いつ級きゆうが、大規模粛清戦の要請を行った。

　大規模粛清戦とは指揮系統の垣根を超えて応援を呼ぶ、大掛かりな出動要請のことである。

　警壱級粛清官にしか許されない特別な権限の発動は、しかし十全に進むことはなかった。

　それは、ボッチの編隊要求があまりに早急だったことに起因する。

「頭の固いお偉いさんのサインを待つ時間はねェ。あんまり悠長にしていると、今に偉い大だい都と市しはルーガルーにぶっ壊されるぞ」

　ボッチのその言葉に、部下たちは大急ぎで戦力をかき集めた。

　結果は芳しくなかった。度重なる獣人事件により本部が疲ひ弊へいした状況では、中規模粛清案件としても物足りない程度の人員しか揃そろうことはなかった。

　しかし、そんな戦力が整わない状態でも、ボッチは平然としていた。

　出撃までの時間、珍しく執務室に姿を現した彼は、大窓の向こう側に建つ、天を突くように高い一本の鉄塔を、そのかぼちゃマスク越しに見つめていた。




　二つ目は、本部の地下、その最奥地。

　司書室と扉に彫られた一室で、彼女は内線を使って部下に連絡を取っている。

「──私です。今、タイダラの要請している、獣人事件首謀者の粛清戦に応じるつもりです。ええ、そうです。ここを出て、出撃するという意味です。……援護ですか？　必要ありません。一人で、結構」

　長く一線から退いていた最高位官が外に出るという話に、電話の相手は動揺を隠せない様子だったが、彼女は構わず途中で電話を切った。

　優雅な染め色の中華服を正して、マスクを被かぶる。

　行かなければならない。

　この足で赴いて、この目で直接真相をたしかめなければ。

　壁に飾っていた愛用の武具を手に取って、彼女は司書室から出て行った。




　三つ目は、人ひと気けのない、中層階の片隅にある部屋。

　砂さ塵じん粒子の研究室で、その銀髪の女は、とある書き置きに目を落としている。

　先日上官が残していった、塵じん工こう銃じゆうの追加装甲の使い方を記したという手紙。

　追加装甲の扱いにはさらなる練習が必須で、だから今回の仕事が終わってから読もうと思っていた手紙には、しかしこう追記してある。




　　おれは、やれると思ったやつにしか仕事を託さねェ。

　　だがそれは、たかがおれの物差しだ。

　　今度こそ、おまえの完璧を見せてみろ。




　彼女は顔を上げる。

　その瞳ひとみには、リベンジの炎が灯ともっている。







[image: ]
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　偉い大だい都と市し某所の暗くら闇やみを、その獣たちはそぞろ歩いていた。

　獣たちの歩いてきた道には、浮浪者たちの死体が転がっていた。どれも獣たちが切り裂いた被害者たちだった。

　ここは十八番街にある巨大な洞穴、通称〈十八夜〉。

　最奥部は地下へと繫つながりさえしている十八番街の危険地帯だ。内部は常に薄暗く、いつでも夜のようであることがその名の由来だった。

　十八夜には大量の非正規市民が棲みついている。単に雨露がしのげたり、排はい塵じん機きが備えてあるというだけでなく、内部にブラックマーケットと呼ばれる、この都市有数の大規模な闇やみ市いち場ばを抱えているからだ。

　だが、たった今のこの場所は閑散としていた。

　だれもがホールの深部に隠れて、獣人たちを恐れて出てこない。

　獣たちが人々を襲ったことに理由はなかった。

　彼らは、この都市で暴れろという群れの長の命令に従っているだけだ。ただ行き場のない怒りをぶつけるかのような、そんな粗暴な命令に。

　列の後方を歩いていた獣人が振り返った。

　荒い呼吸音を反響する坑内に、自分たち以外の足音を聴いたからだった。

　二人の人物の姿が、明滅する電灯に照らされた。

「止まれ。おとなしく投降すれば、命までは奪わない」

　片方の男がそう言った。[image: ]そう身しんの男で、機械的なデザインの白いマスクを被かぶっていた。

「無駄だ、シーリオ。連中に自由意志はない。……話のわかる連中なら、事件がこうまで長引くこともなかった」

　もう片方が機械音声で言った。黒犬のマスクを被る、小柄な人物だった。

　二人の衣装は対照的だったが、緑光を放つエムブレムを持つことだけは共通していた。

　獣たちは即座に雄お叫たけびを挙げて、戦闘態勢に入った。

　怒号とともに、一匹の獣人から砂さ塵じん粒子が溢あふれ出る。

　インジェクターは起動しっぱなしだった。獣人は本能的にみずからの能力の使い勝手を知っていたが、戦闘の終了後にはインジェクターを解除しなければならないという鉄則は忘れてしまっていた。

　そう、もはやそこに理性はない。あるのは獰どう猛もうな本能だけだ。

　粛しゆく清せい官かんという言葉は忘れてしまっているが、エムブレムをつけた連中が自分たちの怨おん敵てきだということはよく覚えている。だから、彼らは臆せずに襲いかかった。

　黒犬のマスクを被かぶったほうが跳躍した。長いカタナを抜いた彼は、みずからに迫る二匹の獣人を瞬時に斬きり捨てた。その動作の終わりを、能力者の獣は好機と見る。

　暗い坑道に、白濁色の粒子が散布する。

「──！」

　黒犬マスクが動揺した。その理由は、傍はたから見ている者にはわからないだろう。

　敵の身に起きたのは、数秒間の神経伝達の混濁。それがこの獣の持つ能力だった。

　今この瞬間において、この二人の粛清官は満足に動くことができない。たった数秒間の麻ま痺ひを誘発するだけの能力だが、能力戦においてはその数秒こそが言葉通りの命取りとなる。

　だからこそ、その獣は勝利を確信しながら駆けた。

「グルウウゥァッ!!」

　獣人たちの爪つめが、一斉に黒犬マスクに迫る。

　だが、その身体は途中で静止した。ぴたりと、まるで時でも止められたかのように。

「私の前で、あまり品なく騒ぎ立てないでもらおうか──」

　白いマスクを被った男がそう口にした。

　獣たちが視線を向けると、彼の周囲にまるで雪のような粒子が舞っていた。

　次に、獣人は自分の足元を見る。足先が硬い氷に囚われていた。

　それを破壊しようと腕を振るおうとしたときに、腕もまた凍りついていることに気がついた。先端から、ぴきぴきと音を立てて、少しずつ四肢が凍結していく。

　この白いマスクの男は、一歩も動けないはずだ。だが、どうやら戦うのに一歩も動く必要のない能力者のようだった。

　せめてもの抵抗にと、獣たちは怒りの声を上げようとしたが、それさえもかなわなかった。装着するマスクごと、その口元が凍結したからだった。

「そのまま凍りつくといい。……目覚めるころには、氷とともにその身体の呪いも融けていることを祈るのだな」

　そんな言葉を最後に、獣人たちの全身は凍結した。
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　旧文明博物館の粛清戦から数日間、シンはボッチの斥候としての役割を果たしていた。

　ルーガルー追跡の任。首謀者の潜伏先を割るため、獣人の発生箇所に休みなく送りこまれていた。

「砂さ塵じん増幅器の影響範囲は日増しに広がっている」

　先日の緊急ミーティングで、シーリオは地図を手にしてそう言った。

　粒子核の成長が、そのままルーガルーの犯罪規模の拡大を示していた。

　博物館戦以前は、獣人の襲来は中央街とその周辺に限っていた。それが、今ではさらに範囲を広げて同時多発的に起きている。一番街に被害が生じるのと同時に、数百キロメートル離れたスラムでも獣人の姿が目撃されるという事態だった。

　砂塵粒子の効力は減衰するものだ。そしてボッチの概算では、粒子核の効果範囲が偉い大だい都と市し全土に及ぶにはまだもう少し時間がかかるはずだという。つまり、ルーガルーがすべての獣人発生地をカバーできるような座標は限られていると見てよかった。

　この緊迫した日々のなかで各粛しゆく清せい官かんたちは現地に飛び、主犯の潜伏場所を地道に絞り込むという作業に勤しんでいた。




　シーリオがどこか物憂げに口にする。

「十八夜の目撃情報にも誤りがなかったか。ふむ……」

　シンはカタナに付着した血糊を拭ぬぐいながら、周辺を改めて窺うかがった。

　コオオオ、と風の反響する不気味な音がしていた。この十八夜というホールは、奥が地下に繫つながっていると聞く。つまり、この街に数多あまたある零番街までの入り口のひとつということだ。

「そろそろ、タイダラ警けい壱いつ級きゆうのおっしゃるところのＸデーかもしれないな」

　シーリオの言葉に、シンはうなずく。

　Ｘデーとは、粒子核が飽和状態を迎える日のことだ。ボッチはよく、仕事上のターニングポイントとなる日にその仮称をつけて疑似的な期限を設ける。

　今日はとうとう、偉大都市の中央南に存在する一番街と、最北端に位置する十八番街で同時にルーガルーの指揮下にある獣人が観測された。

　つまり、Ｘデーはすぐそこまで差し迫っていると見ていい。

　ルーガルーが粒子核の完成を待っているのは明らかだ。そして時が訪れたら、なにかより大きな事件を起こすつもりだということも。

「そろそろどころか、もう今日がその日でもおかしくはない」とシンが言った。「お前はボッチからなにか聞いていないのか？　シーリオ」

　ボッチは現在、スナミとともに塵じん工こう機械を使用したルーガルーの追跡方法を画策している。

　曰いわく「ウォール・ガレットが所属していた際の生体データを参照し、大気中の砂塵粒子の迷彩に乱されない強度のある検知方法を探っている」とのことらしい。

　詳しい理屈はシンには理解できなかったが、要はなにかしらの形で砂塵増幅器の方位を特定するセンサーを作っているようだった。いずれにせよ、完成には相応の時間がかかるものなのだろう。

　シーリオが首を振って答えた。

「あれから、特に新たな情報は伺っていない」

「あのかぼちゃ頭、Ｘデーまでには必ず見つけるなどと言っておきながらこのザマか。本当にこのままでルーガルーを追跡できるのか？」

　シンは苛いら立だちを隠さずに言った。

　その様子を冷ややかに見つめて、シーリオが言う。

「今さら貴様にタイダラ警けい壱いつ級きゆうを敬えと言うつもりもないが。その無礼さに百歩譲ったとしても、少々気を急きすぎだ、地ち海うみ。現場での職務まで疎おろそかにするようなら、いよいよ貴様からはなんの取り柄も残らなくなると思えよ」

「なんの話だ？」

「今しがたの粛清だ。この程度の相手に隙すきを晒さらすとは、情けないを通り越して憐あわれみすら覚えるな」

　シーリオは、自身が氷漬けにした獣人を一いち瞥べつした。

　周囲には依然として季節外れの強い冷気が漂っている。

　シーリオ・ナハト警けい弐に級きゆう粛しゆく清せい官かん。

　凍結の砂さ塵じん能力者。

　シンはぶるりと寒気を覚えた。このいやみな[image: ]やせ男がインジェクターを起動すると、いつもこうなる。あまりにも粛清官らしい凶悪な能力の代償とはいえ、ともに行動する分には迷惑な能力だとシンは思う。

「なにを言う？　隙なんて晒していない。お前の援護なんかなくてもどうにでもなった」

「減らず口を。まったく、いつまでアウトローを気取るつもりなのだ、貴様は。いい加減、少しは粛清官としての自覚を持て」

　呆あきれた口調で言うシーリオを、シンはつんと無視した。

　隙は晒していないつもりだが、目の前の仕事に集中できていないのは事実だった。

　自分ではどうにもならないことを嫌うのは、きっと生来の性格だ。そういった際にべつのものに当たりがちなのは、きっと直さなければならない悪癖なのだろう。

「今の我々にできるのは、警壱級を信頼して待つことだけだ。なにもできないことに気を揉もんでいるのが自分だけとは思うなよ、地海」

「……ああ、わかっている」

「次は報告のあった八番街をチェックする。急ぐぞ」

　シーリオは十八夜の入り口に向けて歩き出した。

　そのときだった。二つの着信音が重なった。

　どうやら、二人のベルズに同時に連絡が来たらしい。

　シーリオは少々距離を取ると、「私だ」と言って電話に出る。

　シンもベルズを取り出した。画面を見ると、本部からの着信だった。

「もしもし」

『地ち海うみ警けい肆よん級きゆうですか？　こちら衛生課の者ですが、今お時間は大丈夫でしょうか』

「問題ない。なんの用だ？」

『その、バレト警けい伍ご級きゆうのことなのですが。定期健診の時間に病室に伺ったのですが、お姿が見えず。書き置きのたぐいも見つからなかったので、こうしてパートナーのかたにご連絡差し上げた次第です』

「なんだって？」

　シンは驚いて言った。

「あいつに連絡はしたのか？」

『ええ。何度もコールしたのですが、応答がなく……』

　職員は本部内にあるシルヴィの私室も訪ねたそうだが、そこにも姿はなかったという。

　シンは焦りを覚えた。不在が判明したのはつい先ほどのことらしいが、最近のシルヴィの変わった様子を考えると、単に散歩に出ただけとも考えづらい。

『そうですか、警肆級もご存じないですか……わかりました。では、こちらで可能な限り捜索しておきます』

「俺も、心当たりがある場所を当たってみる。なにかわかったら、すぐにまた連絡してくれ。出られるようにしておく」

　通話を切った後、シンは自分にできることを考えた。

　シルヴィはそろそろ起き上がれるようにはなった頃合いだろうが、それでもしばらくは絶対安静という医師の言葉を忘れているはずがない。

　まさか、とシンは考える。

　行き先こそわからないが、病室を出た動機については思い当たる節があった。しかし、それはあまり想像したくない可能性だった。

（……あいつは、いたずらに人に心配をかけるようなやつじゃない）

　逆に言えば、それがいたずらでなければなにも厭いとわないタイプでもある。

　なにより、自分のことは自分で片づけようとする性格だ。自分の考えすぎであればいいが、この嫌な予感のほうが現実にありえそうだという思考を無視できない。

「……くそっ」

　シンはベルズを握りしめると、上官のほうを向いた。

「シーリオ、俺は少し野暮用ができた。いったん本部に戻らせてもらう」

「なにがあったかは知らんが、遊ぶ暇はないぞ、地海。いよいよ最後の大仕事だ」

　向こうも電話を終えたらしく、シーリオがベルズを畳みながら言った。

「貴様が文句を垂れている間に、タイダラ警けい壱いつ級きゆうが主犯の居場所を特定された。現在、大規模粛清に向けた部隊が編成されているところだ。私も貴様も、このまま現場に向かうぞ」

「なんだと？」

　タイミングが悪い。腹を立てながらも、シンは聞いた。

「場所はどこだ？　やつの潜伏先は──」

「意外に思ったが……なるほどな。言われてみれば、相手にとっては格好の籠ろう城じよう先といえるかもしれん」

　シーリオは足早にその場を離れながら、トンネルの出口を見据えて続ける。

「ここからそう離れてはいない。場所は十四番街東──イチヨンタワーの頂上だ」
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　こわいほどに明るく照りつける満月の下に、一本の鉄塔が伸びている。

　その鉄塔の醸す雰囲気が周囲と一線を画しているのは、ただその巨大さのせいばかりではない。それはひとえに、年季のせいだ。旧文明時代、この土地に巨大な街が築かれていたときから、その高塔はここに鎮座している。

　過去の人類が電波塔として建設したのが、この標高六六六メートルに達する巨大鉄塔──通称〈イチヨンタワー〉である。

　偉い大だい都と市しにいくつか点在する当時の現存物が総じてそうであるように、イチヨンタワーもまた、塵じん禍か以前に塵じん工こう的な干渉を受けたとされている選ばれし建造物だ。

　現代でもこの鉄塔の電波システムは流用されている。偉大都市の黎れい明めい期きに各能力者たちの手によって根幹部分の機能が蘇り、今日でもベルズによる大規模通信の中継役を担っていた。

　十四番街の代表的な建築物であるイチヨンタワーは、その足元に大型の商業施設を構えている。また上層階の空中庭園は一般市民にも利用可能な観光スポットとして知られ、休日には多くの人で賑わうスポットである。




　この日、そのイチヨンタワーを舞台にした粛清戦が行われた。

　獣人事件の主任担当を務めるボッチ・タイダラ警けい壱いつ級きゆうが要請した編隊が迅速に現地に向かい、ちょうど太陽が沈みきったころ、大規模な掃討戦が開始されることとなった。

　のちに報告書で「著しく特異なケース」と評された本粛清戦は、しかし連盟の勢力が到着するほんの少し前に、導火線にそっと火を点けるような、ごく控えめな開戦を見せた。

　そのことを知るのは、本作戦にかかわったなかでも、ほんの一部の粛しゆく清せい官かんのみである。
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　それは、嵐の前の静けさに似ていた。

　イチヨンタワーの消灯した地上階にて、その獣人の集団は暗がりに紛れて行動していた。

　獣人たちは互いになにかを話すことはなかったが、それでいて明確に同じ目的を持って動いていた。彼らは群れのリーダー──本能的に逆らうことを禁じられている獣の長から、ある重大な仕事を与えられていた。

　命令の内容は極めて簡潔だった。

　タワーの地上から伸びる計八つのエレベーターを切り落として、上層を密室とすること。そのために、工作班の獣人たちは奔ほん走そうしていた。

　獣人たちはエレベーターの前で立ち止まった。その異常に発達した爪つめを使い、塵じん工こうステンレス鋼の扉をこじ開ける。

　すぐ傍かたわらでは、異変を知って駆けつけたイチヨンタワーの警備員が二名、胸と首を切り裂かれて事切れていた。

　一匹の獣人が数本のワイヤロープを乱暴に切り裂くと、電線がバチバチと光った。地下に停まっているエレベーターは、これでもう稼働することはない。

　残るは空中庭園行きのエレベーターだけだ。それを破壊すれば、彼ら工作班の仕事は終わりとなる。獣人たちは周囲への警戒を怠らず、最後の目的地へと向かった。

　エントランスホールは、剝むき出しの鉄骨が幾重にも折り重なるような前衛的な見た目をしていた。

　要領はなにも変わらない。ただ安易に破壊して、通行止めにするだけ。

　そのはずだったのに──そこには、あるひとつの不穏分子が混ざっている。

　その侵入者は、獣たちの研ぎ澄まされた感覚をもってしても気づけないほどに、闇やみ夜よそのもののような静寂を保っていた。

　獣たちが気づけたのは、影のせいだ。

　煌こう々こうと光る月を遮る雲が風に流れた後、エントランスの床に人影が落ちていた。

　一匹の獣が見上げる。

　鉄骨の上に立つ、一人の人間の姿をその眼に捕らえた。

　偉い大だい都と市しの満月を背に、優雅に傘を差した女が、仮面越しにこちらを見下ろしていた。それは獣人の劣った知性にも理解できるほどに不可思議な絵面で──なによりも、美しく映った。

　招かれざる客の発見に獣が吼ほえるより先、傘の先端が向けられた。高速で連射された狙そ撃げき弾だんが、彼の左右にいた二匹の獣人の胸をほぼ同時に貫いた。

　音速を疑うほどの早撃ち──その直後、女が跳んだ。

　跳躍の最中、女は傘の柄にある操作スロットを回し、傘の先端から、槍やりのように刃を伸ばした。下で迎撃をしようと構えていた獣人の喉のど仏ぼとけを、落下の力を利用して串刺しにする。

　襲撃者は着地と同時に振り向いた。はじめに射抜いた二匹の獣人が起き上がる前に、素早く傘を展開する。

　おそらく、獣が尋常ならざる生命力を持つことを熟知しているだろう。広範囲に炸さく裂れつする散弾を放ち、残りの獣人を蜂の巣にした。あたかも、野生を狩ることに特化した狩人のように。

　獣人たちに走馬灯を見させることすら許さずに、そのあまりにも迅速な粛清は完了した。




　彼女はエレベーターのスイッチを押す。同じ階に停まっていた鉄製の箱はすぐさま扉を開けて、彼女を内部へと招き入れた。

　高度数百メートルへと上昇する最中、この乗り物がいつ切断されるかもわからないことを彼女は知っている。ほかの獣人が異変に気づいてロープを切り落とせば、自分はこのまま地上階まで真っ逆さまとなるだろう。

　そんな恐ろしい可能性を知りながらも、しかし彼女は白犬のマスクの内側で、瞑めい想そうするかのように目を瞑つむっていた。

　落ちたら落ちたで、自分には上を目指す権利がなかったというだけのことだ。

　今となっては、彼女は天の審判をこわがってはいなかった。

　自分がおそれるものは、ほかにある。

（まるでイカロスね、わたしは）

　そう心中でつぶやく。その傲ごう慢まんさゆえに翼を溶かされて堕おちた天使の話は、彼女が幼いころに読んだ旧文明の神話の一篇に記されていた。

　そう、彼女は過去の人類の逸話に詳しい。

　あの日──彼女が敗北した日に聞いた、だれかの言葉もそうだった。

　天国に一番近い塔。

　はじめ、彼女にはその意味がわからなかった。現在偉い大だい都と市しにある最長の塔は、三番街にあるアサクラ・フロンティアタワーの八百メートルだ。この場所ではない。

　その名がどこを指していたのかを思い出すのに、多少なりとも時間を要してしまった。

　イチヨンタワーが、かつて旧文明において天国に一番近い塔と呼ばれていたことを知る者はそうはいない。特に文献を紐ひも解とかずにそうとわかるのは、過度の旧文明マニアを自負する彼女くらいのものだろう。あるいはその名称を使った者も、彼女と同様の数寄者だったのかもしれない。

　遥か昔に栄華を誇った鉄塔も、今では獣人たちの巣そう窟くつと化している。

　そして今夜、ここで過去に類を見なかったほどの大規模な事件が起こる。

　その前に、最上階まで辿たどり着かねばならない。

　粛しゆく清せい官かんとして、彼女には敵を阻止する義務がある。

　そして粛清官としてではない自分もまた、この上で待つ人物に用があった。

　社会がもたらした役割的な部分も、一切の社会性を排した野性的な部分も、そのどちらもがこの先の戦いを渇望していた。

　自分の命を運ぶ箱のなかで、彼女はじっと押し黙り、高い塔の一番上を見据えた。
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　最後の粛清戦が幕を開けていた。

　イチヨンタワーの周辺に、おびただしい数の連盟指定の輸送車が停まっていた。周辺には、数百を数える武装済みの連盟職員が配置されている。

　スポットライトが伸びて、夜空に絵を描くかのようにして鉄塔の全ぜん貌ぼうを照らしていた。

「ⅰ班からⅳ班は周辺地区の避難勧告に向かえ。ⅴ班からⅷ班は各指定粛しゆく清せい官かんに付き、現場のバックアップを務めろ。タワー内部にはすでに偵察隊が向かっている。ⅸ班以降は──」

　現場には各員の指示と、それに応える声で溢あふれていた。鳴り響くサイレンと、以降の不要な立ち入りが大市法違反となる旨を伝えるアナウンスに、メディアの報道員たちの声が入り混じって、ここが粛清戦の局地となることを入念に周囲に知らしめていた。

　ひと際大きな音を放つのは、空気を裂くようなプロペラの音だった。連盟のロゴが描かれた回転翼機ヘリコプターが、曇天に佇たたずむイチヨンタワーの空中庭園へと接近していた。

『こちらＡ[image: ]２９Ｎ機。現在、イチヨンタワー展望部に接近中。粛清対象の姿は確認できず。繰り返す。現在、粛清対象の姿は確認できず』

　イチヨンタワーの近くに張られた野営地に、ヘリコプターの操縦士からの通信が入る。

『タワー頂点に、青白い光源を確認。おそらく、件くだんの砂さ塵じん粒子の核かと思われます』

「こちら本営、了解。着地可能なポイントはあるか」

『着地ポイントを確認します。目視する限り、展望デッキの上部までロープを垂らせば……。訂正──人影を発見しました！　あれは……ピエロデザインのマスク！　またその周辺に、複数名の人物が見』

　そこで、通信が途絶えた。

　ほぼ同時に、天を割るような爆発音が響き渡る。イチヨンタワーの展望からレーザー光線のような光が投射されたかと思った瞬間、ヘリコプターが爆破したからだった。

　エンジン部ごと大破したヘリコプターが回転しながら堕おちていき、イチヨンタワーの近隣にある公園地帯に激突する。

　風圧とともに熱風と破片が届き、遅れて阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫び声が聴こえてきた。

「な、な、なんという……！　これが、砂塵能力者……！」

　驚きよう愕がくする新人通信士の背後で、

「やはり上にいるか。……厄介だな」

　黒いローブを着込み、棺かん桶おけを背負う男がそうつぶやく。

　本粛清案件の主任担当官──ボッチ・タイダラ警けい壱いつ級きゆうである。

「ふん。なかなか考えてくれるじゃねェか、ルーガルー」

　博物館戦から日を置いて、ボッチは可能な限り最速でここまで辿たどり着いていた。

　粒子核の方位観測を行い、ルーガルーの潜む場所がイチヨンタワーであると判明したその日に、こうして戦力を整えて展開するに至ったのである。

　だが、ここが潜伏場所だと知ったときに抱いた嫌な予感は、見事なまでに当たっていた。

「たとえ場所が割れていようとも、手出しできない場所ということですか……」

　一人の職員が苦々しい口調で言う。

「そういうことだ」とボッチはうなずいた。

　現着と同時、ボッチは斥候としてイチヨンタワー内部にシンを送り込んでいた。

　シンはボッチの持つカードのなかでも、とびきり隠密捜査に優れる人材だ。そのシンが持ち帰った情報に寄ると、上層階に昇るための手段はすべて絶たれていたという。

　階段やエレベーターの破壊は、直近の出来事だと推測される。

　ルーガルーは知能犯だ。イチヨンタワーの実質的な占拠は、果たしていつ済ませていたのだろうか。いずれにせよ、獣人事件の影響で一時的に休業していたタワーを手中に置くのは、あの主犯にとっては容た易やすいことだっただろう。

　そうして中央連盟に気づかれるまでは隠密を保ち、いざこうして居場所を知られたと察すや否や、即座に昇降手段を断ち切ったということだ。

　籠ろう城じようはすでに完了している。

　こうなると、残された手段はひとつしかない。

　標高六百メートル超えの高所に対応する、移動系の砂さ塵じん能力者の協力要請。

　そういった能力者に、ボッチには数人の心当たりはある。だが、応援に駆けつけるにはしばらくの時間を要する者たちばかりだった。

　そしてボッチの見立てでは、この一時間あまりが勝負の瀬戸際だった。

　粒子核の完成はもう間近だ。それと同時にルーガルーの野望が完遂してしまう可能性は十分にある。中央連盟側には、もう一刻の猶予もないと見てよかった。

「タ、タイダラ警壱級殿ッ！」

　一人の連盟職員が大慌ての様子で本営に入ってきた。

「おう、どうした？」

「ぜ、前衛部隊からの報告です！　現在、数百体を超える獣人が、このイチヨンタワーに向けて進行中とのことですッ！」

　その報告に、その場にいる職員全員が絶句した。

　無理もないことだ。この場にいる全員が、獣人事件の悲惨さを身に染みて理解している。数十体に徒党を組まれただけで、粛しゆく清せい官かんが出動しなければどうしようもないほどの大暴動が起きていた。

　それが、今や数百の軍勢を築いているという。

「獣人の大集団は、北の十五番街方面から三百ほど、南の六番街方面から三百ほどに分かれてこちらに向かっているとのことです！　現在、応援に駆け付けた粛しゆく清せい官かん各位が交戦、進行を食い止めている最中です！」

　そんな絶望的な報しらせを聞いたボッチは、

「フッ……フッフッ。そりゃ、そうだよな」

　しかし、かぼちゃマスクのなかでただ、ぶきみに笑った。
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「もともと、偉い大だい都と市しには少なく見積もって千の覚かく醒せい獣じゆうがばらまかれたんだ。今日までの捜査攪かく乱らんに半分、そして総仕上げに残り半分か。合理的な手段だ。おれが同じ立場でもそうするぜ、ルーガルー」

　職員たちには、なぜボッチが笑っているのかわからない。彼らにとって、ある意味ではルーガルーよりも恐ろしいのが、この怪異な見た目の警けい壱いつ級きゆう粛清官だった。

　火事場のボッチは、これまでどのような局面であっても粛清を完遂してきた男だ。そしてきっと今回もそうしてくれるだろうと願い、職員たちは指示を乞う。

「タ、タイダラ警壱級。わ、我々はどうすれば……」

　ボッチは笑い声を止めると、ボードに貼ってある周辺地図を数秒眺めて言った。

「獣人集団の周囲に、より一般市民が少ねェのはどっちの方面だ？」

「はっ。おそらく、北の工業地帯方面かと！」

「シーリオのやつはどうしている？」

「ナハト警けい弐に級きゆうでしたら、タワー内部で獣人と交戦後、獣人集団の報告を受けて北部方面の鎮圧に向かったとのことです！」

「──よし。きちんとわかっていやがるな、あいつも」

　ボッチは重たい棺ひつぎを担ぎ直して言った。

「おれからの指示だ。情報部を除く残りの連中は全員、北南方面以外のまばらな獣人の鎮圧に当たれ。最優先は一般市民の保護だ。獣人の直接排除は、可能な限り粛しゆく清せい官かんに回せ」

　その指示に、伝令を持ってきた職員が驚いて聞き返す。

「し、しかし、それでは獣人の大群は粛清官の方々のみで対応することになりませんか？　いくらなんでも、それでは敵の数が多すぎます」

「心配いらねェよ。厳密には、こういう非常事態を問題なくするために、おれたち粛清官がいるんだろうがよ。もう手は打ってあるから、おまえらはどしっと構えてろ」

「し……承知しました」

　不安げにうなずく職員たちを残して、ボッチは本営を出て行った。

　イチヨンタワーの周辺は、数分前が噓うそだったかのように荒れ果てていた。

　大破したヘリコプターが狼煙のろしのように黒い煙を空に伸ばしている。味方機の撃墜を知り、狼狽うろたえながら飛行する残りの二台がタワーにスポットライトを当てていた。

　連盟職員たちが四方八方に走り回り、離れた場所からは砂さ塵じん能力者による攻撃の音が聴こえ、それに混ざって獣の遠吠えさえも耳に届く。

　最後に、先ほどの報告を裏付ける地鳴りの音がした。

　どうやら、これが獣人の大群が侵攻してくる地響きらしい。

「タイダラ警けい壱いつ級きゆう殿！　よかった、まだこちらにいらっしゃいましたか！」

　ボッチにそう声をかけてくる職員がいた。

　彼は、ボッチがタワー内部に送り込んだ偵察要員の一人だった。

「ご指示どおり、タワー内の監視カメラの記録を確認してまいりました。その結果ですが、部隊の現着前に、どうやら一名の粛清官が……」

　小声で告げられた報告を耳にして、ボッチはかぼちゃマスクのなかで黙りこんだ。

　ボッチはけっして、すべてを知っているわけではない。

　ただ、あらゆる可能性を考慮しているだけだ。そして、現状から導かれる最適の答えを見出すことに、多少人よりも秀でているにすぎない。

「ご苦労。もうおれのほうの仕事は大丈夫だ。ほかの連中のバックアップに当たってやれ」

「はっ！」

　職員を持ち場に返すと、ボッチは懐からベルズを取り出した。

　現在、シンは最前線部隊に参加している。

　敵の戦力を削ぐために、とにかく暴れてこいとボッチが命じたからだ。だがシンが斥候としての役割も忘れていないのであれば、自分からの連絡を見落とすはずはない。

　ボッチは極めて簡潔に、とある内容を記してメールを送信する。

　現在イチヨンタワーの上に、だれがいるのか。

　そしてシンが動くつもりなら、これからどうするべきなのかを。

　これで、今回ボッチができる根回しは終わりだ。

「……今回の仕事は、まさしく登竜門だな」

　そうつぶやいて、ボッチは首の骨を鳴らす。

　ルーガルーと砂さ塵じん増幅器の粛清案件は、彼らにとってなによりも大きな門出となる。

　火事場のボッチは、現状をまったく悲観していない。

　むしろ逆だ。これはボッチの育てた新人たちが、中央連盟にとってどれほど有益であるかを示すための派手な打ち上げ花火のようなものだ。

「シン、シルヴィ。おまえらの力が本物だっていうんなら、今回の仕事できっちり力を示してくれよ……！」

　空を突くような鉄塔に背を向けて、ボッチもまた自分が戦うべき場所に向けて歩き出した。
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　イチヨンタワー、南東方面。

　鉄塔の根元より数百メートルほど離れたその地点は、戦場の真っ只中にあった。

　見通しのいい芝生の広がる公園地区には、昨日までの姿の面影はない。

　つい先ほど撃墜されたヘリコプターから出回った火が木々を燃やし、敵も味方もないような地獄絵図と化している。

　周辺の音は、もはや一切が頼りにならなかった。数匹でさえ耳を劈つんざくほどの咆ほう哮こうする獣人が、周囲に百体以上も散らばり、自分たち粛しゆく清せい官かんに一斉攻撃を仕掛けていた。

「──キリがない、どころの、騒ぎじゃねえぞ！」

　だれに怒っているのか──これほどの大規模な事件を引き起こした主犯に対してか、あるいはこんな戦場に赴かねばならない自分の生業に対してか──リッカル・トルテはそう吼ほえた。

「トルテ、右だッ！」

　上官の声がして、リッカルは砂塵粒子を放出する。鳶とび色の粒子は巨大な渦を作り出し、暴れる数匹の獣人を足止めにした。

　渦の外にいる獣人が突如として吹き飛んだのは、リッカルの上官であるザカリスが磁力の砂塵能力を用いて相手を反発させたからだろう。

「グ、ウゥ、ゥゥゥゥゥッ！」

　身動きが取れなくなった獣人たちが喚わめき散らす。

　そこを、真っ黒い影が覆った。

　夜空に溶けこむような大質量が獣人たちを轢き殺す。巨大な影は荒れ狂い、その場にいる獣人のみならず、遥か前方を駆けていた集団をもまとめて磨すり潰つぶした。

「ハァッ、ハァ……！」

　すぐ隣で荒い呼吸を繰り返すリリスに、リッカルが言う。

「リリス、もう開戦からだいぶ経つ。おまえ、インジェクターを起動しっぱなしだろ？　ここはいったん下がったほうがいい！」

「黙ってなさい。まだ、やれるから……！」

「無茶だ！　そもそもが病み上がりなんだぞ、お前は！」

「なら、あんただけでも帰れば！」

　リリスは嚙かみつかんばかりの剣幕で言った。

「人形遣いはどこにいるのよ？　あいつに借りを返すまでは、絶対に退ひかないから！」

　現着後、リッカルとリリスはこの南東地点の鎮圧に向かわされた。そのほかたった十余名の粛しゆく清せい官かんとともに、総計数百にも及ぶ獣人の足止め、及び粛清することを命じられたのだった。

　すべてが無む謀ぼうだとリッカルは思っていた。

　先の博物館戦で、自分たちはどちらも深手を負っているのだ。その上、たったこれだけの頭数で無数の獣人を相手にしろなどとは、とても正気の沙さ汰たとは思えない。

　今回ばかりは、リッカルは本当に辞表を提出しようかと迷った。

　それが空想で終わったのは、リリスがどうしてもこのイチヨンタワーの粛清戦に参加すると言って聞かなかったからだ。

　博物館で交戦した人形遣いから逃げ出すために、リリスは限界を超えてインジェクターを起動した。

　単身で退くなら、リリスはあれほどの無茶をする必要はなかったはずだ。

　自分を連れて戦線から離れるために、あの自分第一のはずのリリスが、言葉どおり血ち反へ吐どを吐きながら砂さ塵じん能力を使ったのだ。

　リッカルはこれまでずっと、リリスのパートナーであることがずっと不満だった。それはこのわがままな年下の粛清官が、徹頭徹尾、自分のことにしか関心がないと思っていたからだ。

　だが、リリスはあのとき、こう言ったのだ。

　──あたしをこの状況でパートナーだけ置いて逃げるような粛清官だと思っていたんなら、本部に戻ったあとで引っぱたいてやるから！

　そのリリスが身を引きずってでも今回のタワー戦には参加すると言うのだから、自分が引き下がるわけにはいかなかった。

「トルテ警けい肆よん級きゆう、マリーテル警肆級。双方とも無事か？」

　ザカリスが足を引きずりながら近づいてくる。

　リッカルが退ひけない理由はパートナーだけではなかった。重傷を負って戦力外通知を受けたザカリスが、らしくもない命令違反を犯してまで現場に来ているのだった。

「ザカリスさんこそ大丈夫なんですか……！　もう、これ以上戦うのは無理っすよ！」

「何度言わせる、警肆級？　これはコグレの弔い合戦だ。一匹でも多くの獣どもを向こうに送ってやらねば、あやつの墓に顔向けできぬだろうが！」

「……っとに、だれもおれの言うことを聞いちゃくれねえ！」

　こちらもこちらで、リリスと変わらない強情さだった。

　三人全員が万全とは程遠い。それでも戦うほかないという悲惨な状況で、リッカルは半ば自暴自棄になりながら砂さ塵じん粒子を放出した。

　リリスの影が巨大なハンマーとなり、獣人の群れを叩たたき潰つぶす。緑園の土埃が大きく舞ったかと思えば、それをまるごと吹き飛ばす突風が吹いた。

　風がやみ、視界が晴れていく。

　砂すな埃ぼこりの向こう側に依然として大量の獣人が立ち並ぶのを見て、粛しゆく清せい官かんたちは息を呑んだ。

　イチヨンタワーに集結しようとしている獣人の数は、目測だけでも五百を超えるという報告が入っている。この南側にいるのはその半数といえど、尋常な数ではなかった。

「武装職員の援護が足りんぞ！　まだ応援は来ないのか！」

　ザカリスがベルズに向かって怒鳴りつける。すると、焦った声の返答があった。

『こ、これはタイダラ警けい壱いつ級きゆうからのご指示です！　この場は、粛清官の方々のみで対応するようにと！』

「なんだと？　どういうことだ、それは！」

　ザカリスがマスクのなかで歯ぎしりをした。

　リッカルからしても、まるで意図のわからない指示だった。

　タワー内部に潜むという主犯をどう追い詰めるつもりかはわからないが、今はとにかく獣人の大群を粛清することが第一優先のはずだ。

　司令部も、まさか本当にこの場の戦力だけで対応できるとは考えていないだろう。

　だとすれば、あるいは。

「まさか、〝火事場〟は我々を捨て駒にするつもりではなかろうな……！」

「そ、そんなはずは！」

　リッカルはそう否定するが、そうとも疑いたくなる采さい配はいといえた。

「グルルウウウゥゥゥゥ……！」

　この数週間ですっかり聞き慣れた獣人の唸うなり声に、粛清官たちは身構えた。

　多勢に無勢──とはいえ、やるしかない。

「ち、ちくしょう……！」

　ほんの一瞬だけでもと休ませていた黒こく晶しよう器き官かんを起こすために、リッカルはふたたびインジェクターの起動スイッチに指を添えた。

　そのときだった。

『報告！　現場の粛しゆく清せい官かん各位は、全員その場から退避してください！　繰り返します。総員、即刻その場から退避してください！』

　全員のベルズに、一斉にそんな共通の指示が入った。

　リッカルは耳を疑う。

　そんなことが許されるはずがない。自分たちが止めなければ、この獣人集団は市街地にまで侵攻することになってしまう。

　いったい、どういうことなのか。

　リッカルが疑問を口にする前に、

「──退ひくぞ。トルテ、マリーテル。……今すぐに、ここから」

　マスク越しに上空を見つめて、ザカリスが静かにそう口にした。

　何事かと、リッカルも同じところに視線をやる。

　一人の人間が、夜空に浮いていた。

　紫煙のような美しい彩色の砂さ塵じん粒子を、さらさらと周囲に舞わせながら。

　その人物は札の貼りついた奇異なマスクを被かぶり、人目を引く、変わったドレスを着ていた。

　小さな背丈と、ひとたび触れば折れてしまいそうなほどに細い身体は、どこからどう見てもただの少女のものだ。だが、その中身がただの少女とはあまりにもかけ離れていることを、その場にいるだれもが知っていた。

　震える声で、ザカリスが叫んだ。

「──あの御方の傍そばにいると、我々も巻き込まれるぞ！」




　数年前。

　これは、リッカルが官かん林りん院いんに入ったばかりのころの話だ。

　粛清官候補生たちが、よくこんな話をしていた。

　──結局、どの粛清官が一番強いのか。

　それは現職の粛清官に聞かれるわけにはいかない、極めて俗な話題といえた。だからこそ候補生たちは、まるで秘め事を打ち明けるかのように小声で、それでいて熱心に語り合った。

　官林院が輩出した現役粛清官でもっとも有名なのは、言うまでもなく〝消失兎〟だ。

　その反則級の砂塵能力を存分に揮ふるい、当時から最年少粛清官として功績を挙げていた稀き代たいの新人は、すべての候補生にとって憧あこがれの存在だった。市井のファンがそうするように、リッカルもまたひっそりと彼女のブロマイド写真を集めていたものである。

　古参勢でいうならば〝火事場〟も同様に名が知られている。ただし火事場のボッチはどうやら火を扱う能力者らしいということ以外は、ほとんどが謎なぞに包まれていた。ろくに素性を知る者すらおらず、名前だけがひとり歩きしているのではないかという憶測もよく耳にした。

　話に挙がったのは彼らだけではない。

　若手の警けい弐に級きゆうや警けい参さん級きゆうはどんな実力者で、今期はどういった功績を立てたかという話題で、軽く小一時間は暇が潰つぶせたものだった。

　だが、候補生たちの結論はいつも同じだった。

　中央連盟が正式に発足してから、一五〇年。

　粛しゆく清せい官かんという肩書きが正式化してからは、約九〇年。

　この都市の発展とともに築かれた長い歴史のなか、歴代粛清官を含めてなお比肩する者はいないとまで言われた現役の粛清官が、ひとりだけいる。

　議論の余地さえ許さない伝説の粛清官が、ただひとりだけ。




　彼女は、その二つ名を体現するかのように、ゆるやかに天から降りてきた。

　獣人の群れを悠然と見渡して、つぶやく。

「──けもの。……ああ、たしかに、あの子の姿と、似ていますね」

　悲しげに囁ささやかれたその言葉は、夜空に吹く風に飛ばされて、だれの耳に届くこともなかった。

「あなたたちも、ある意味では被害者といえるのでしょうか。ですが、それが冥めい途どに送られぬ所以にはなりません。せめて手向け代わりに、ひとつだけお教えしましょう」

　彼女は蒼白色の腿ももに挿した、自前の武具を手にする。

　鮮やかな模様の描かれた鉄扇を開き、それをマスク越しの口元に添えた。

「警けい壱いつ級きゆう粛清官の壱には、ある特別な意味が込められています。──それは、〝天下一品〟の、壱。この広い空の下、地に並び立つ者がほかにいないという意味です」

　果たして理性を失った獣人たちに、その言葉の意味を理解できたかどうか。

　天に吼ほえる哀れな獣たちに対して、彼女は無情に鉄扇を振るった。それに従うようにして、紫色の砂さ塵じん粒子が流水のごとく舞う。

　次の瞬間。

　凄すさまじい地鳴りとともに、一帯の獣人たちが、一斉にその姿を失せた。

　いや──正確には、姿を消したように見えた。上空から浴びせられた圧倒的な質量によって全身がひしゃげ、即座に息絶えた骸むくろの大群が地中に埋まったからだった。





[image: ]






　残りの獣人たちが、ぴたりと唸うなり声を止めた。それはこの少女の身体に潜む、あまりにも恐れ多い魂を感じ取ったからだろうか。

　だが、彼らはもうどこにも逃げることはできない。

　真の粛しゆく清せい官かんの前で許されるのは、平伏ただそれだけだからだ。




　応援に駆けつけたのは、当代最強。

　重力の砂さ塵じん能力者。

〝蒼白天使ペイルエンジエル〟、リィリン・チェチェリィ警けい壱いつ級きゆうその人である。
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　イチヨンタワーの上層階は、主に二つのフロアで構成されている。

　エレベーターが運ぶ最高階はフロア４９２と呼ばれている。地上四九二メートル地点に位置する展望台であり、偉い大だい都と市しの夜景を三六十度見渡せるパノラマとなっている。

　その奥にある階段を昇ると、イチヨンタワーの最上部であるフロア５１１に辿たどり着く。通信システムの調整に使用する、本来であれば立ち入り禁止の階層である。

　さらにその上には、展望デッキの上部にあたる足場がある。この場所は物理的なメンテナンスに使用される特殊な足場で、フロア５１１とは階段のみで繫つながっている。

　フロア４９２に降り立ったと同時、シルヴィはヴァイオリンの音を耳にした。

　たった一節にして、幼少期より音楽鑑賞を嗜たしなんできたシルヴィをも感心させる。それは計算されつくした芸術の旋律といえた。

「意外だね。この場所に、真正面からやってくる人がいるなんて」

　フロアの対岸に佇たたずむ、道化師のマスクを被かぶった少年がそう口にする。

　彼のすぐ背後では三体の男が一様のマスクを被り、壁に背を預けて座りこんでいた。まるで人形師の使う道具が、演目に呼ばれるまではじっと身を休めているかのように。

「獣人さんたちが仕事をサボったのかな？　いや、そんなはずはないよね。今のご主人サマに逆らえる獣は、この広い都市のどこにもいないはずだもの」

　そう口にするものの、相手は驚いた素振りは見せなかった。

　あたかもシルヴィの登場がわかっていたかのように平然と演奏を進め、そして短い演奏を終えた。そのタイミングで、シルヴィは口を開いた。

「あなたは工作にはかかわらなかったのね。ルーガルーの仲間なのに」

「あはは、仲間ではないよ。残念なことに、向こうがそうは思っていないから。ただ、ボク自身はだれがここまで上がってきてもかまわないだけだよ」

「そう。随分と自信家なのね──人形遣い」

　博物館戦の情報から、シルヴィはこの相手が何者であるかを把握している。

〝一〇八人殺し〟の異名で知られた、元第一等粛清対象だ。

「べつにそういうわけじゃないよ。ただほら、面白いショーはみんなで観たほうが楽しめるじゃない？　あんなに高密度の砂さ塵じん粒子が空から拡散していくのは、きっと見たこともないくらい幻想的な光景だと思うよ」

　粒子核の完成。それこそがルーガルーの目的だ。

　ルーガルーはこの場でなにかを成し遂げるつもりなのだ。ひとたび為されれば取り返しのつかない、なにか途方もないほどに大きな野望を。

　シルヴィは雨傘を握る力を強める。

　インジェクターの起動準備は、いつでもできている。

　目の前に立ち塞ふさがる障壁が何枚あろうとも構わなかった。どうせすべてを乗り越えなければ、自分の夢は潰ついえるのだから。

　だが──シルヴィが銃口を向ける前に、相手はかぶりを振ってこう言った。

「そう身構えなくていいよ、お姉さん。ここを通って、かまわないから」

　こちらの気を逸そらすための妄言か、あるいはなにかしらの罠わなか。シルヴィはむしろ警戒を強めたが、どうやら相手は本当に事を構えるつもりがないようだった。

「どういうつもり？」

「簡単な話だよ。お姉さんは舞台にあがる役者として、ボクの見立てで言って適任みたいだから。──うん、お姉さんにはとっても華があると思うよ」

　あたかもこちらの素顔が透けて見えているかのように、人形遣いは言った。

　それに、と歌うように続ける。

「どうもお姉さんとボクは相性が悪いみたいだからね。つまらないことで、つまらない徒労はしたくない」

　人形遣いが道を空けた。それどころか、まるでエスコートでもするかのように背後の階段へと招く仕草をする。

「どうしてそんなことが言えるの？」

「わかるんだよ。ボクは、相手を間近で見ればその人のひととなりがわかるんだ。塵じん工こう体質ですらない、ちょっとした特技だけどね」

「特技ですって？」

「疑うのなら試しても構わないよ？　お互いにとって無益だと思うけどね。どうする？」

　シルヴィは相手をよく観察する。だが、噓うそを言っているようには見えなかった。

　人形遣いもまた、本事件の粛清対象であることに違いはない。しかし、自分の目的はあくまで上にいる男だ。インジェクターの稼働時間はおろか、弾たまの一発だって無駄にしたくはない。

　シルヴィは警戒を保ちながら、階段のほうに歩み寄る。

「──彼は、試されたがっている」

　すれ違いざま、人形遣いがつぶやくようにそう言った。

「運命に抗いながらも、運命に身を委ねることを望んでいるんだ。ボクには共感できない死生観だけどね」

「……言っている意味が、わからないわ」

「そうかな？　お姉さんだって同じだと思うけど。二面性のある人間の、それが免れ得ない性さがなのかもしれないね」

　オッドアイのピエロマスクが、こちらをじっと見つめた。マスク越しだが、シルヴィには相手が微ほほ笑えんでいるように思えた。

　人形遣いはそれ以上言葉を続けず、バイバイと口にして手をひらひらと振った。

　不思議な雰囲気の犯罪者との邂かい逅こうは、それきりだった。

　シルヴィは階段に足をかける。

　天国に一番近い塔の、その最高点へと。
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　絵に描いたような満月と、それを霞かすませる白霧のような雲が浮いていた。

　この場所に漂う冷気が、冬の夜明けのようなにおいを醸している。

　鉄塔の最上階は、壁も天井もない、標高五百メートルを超える空中の真っ只中にあった。足場は広いが、それだけだ。あらゆる物に守られない、ただ剝むき出しの鉄骨の上。

　その中心点に、男が佇たたずんでいた。

　手を伸ばせば届きそうなほどに近い月を、たった一人で見上げながら。

　シルヴィにはその背中が、やけに寂しそうに見えた。まるで世界中に一匹も味方のいない、孤独な獣のように。

「──〝白狐〟」

　相手が、そう口にした。

「〝火事場〟。〝無限牢ろう〟。〝消失兎〟。……それから、〝蒼白天使〟」

　そこで、ゆっくりと振り向いた。

　禍まが々まがしいキメラの面が、こちらを捉える。

「ここにやってくるのなら、そいつらのいずれかだと思っていたんだがな」

「申し訳ないわ。上官のご期待に沿えなくて」

「笑えない冗談だ」

　言葉とは裏腹に、ルーガルーはマスクのなかで一笑したようだった。

「──どうして来た？　シルヴィ・バレト」

　相手が、そんな簡潔な疑問を投げかけてくる。

「今回は、博物館のときとはわけがちがう。ここは、ただ粛清案件にかかわっているからという理由で辿たどり着けるような場所じゃない。お前自身の、明確な意志が必要だ。砂さ塵じん増幅器を破壊して、この俺を粛清するという強い意志がな」

「不思議なことを聞くのね。粛しゆく清せい官かんが犯罪者を狩るのに、なにか理由がいるかしら？」

「はっ。嘯うそぶくじゃねえか、新人が」

　今度こそ、相手は白地あからさまに笑った。

「ったく、どうしてこうなるかな。二度と俺のマスクを見たくない。思い出したくもないというくらい、完璧な敗北感を植えつけてやったはずなんだがな」

　シルヴィは小さく首肯した。

　あの絶望的なまでの恐怖に、きっとこれまで多くの敵が〝黒獣〟の前で戦いを諦あきらめてきたのだろう。そして自分も、本来はそんな敗北者たちの一員になるはずだったのだ。

　それでも、こうしてまた立ち上がっている。

　あまりにも愚直な、ひとつの意志によって。

「どういう了見かは知らねえが、こいつは大役だぜ、バレト。本来なら、絶対に下級官に任せられるような場面じゃない。事の大きさがわかっていないなら教えてやるよ」

　ルーガルーは一本指を立てて天を指した。

　鉄塔の登頂部に、一等星よりも遥かに大きな青白い光が見えた。

　シルヴィの能力範囲を超えた位置に、砂塵増幅器と粒子核が配置されている。まるで祭壇に添えられた大切な神具のように。

「粒子核は、もう間もなく成る。限界まで膨張しきった砂さ塵じん粒子は、あの光の膜を破って弾けるようにしてこの都市に拡散する。するとどうなると思う？」

　ルーガルーが最後の舞台としてイチヨンタワーを選んだ理由。

　言うまでもなく、それはこの場所が遥か高所にあるからだ。

　それにこれまでに得た情報を加えると、おのずと答えに辿たどり着く。

「あなたの砂塵粒子がこの都市全体を覆う。増幅の結果、変質したあなたの砂塵粒子が、この都市に住む人全員に行き渡って、あなたの支配下の獣へと変わる……違う？」

　シルヴィは確信をもってそう聞いた。

　人を獣に変える凶悪な砂塵粒子によって、この偉い大だい都と市しが汚染される。

　一般的な排はい塵じん機きでは到底対処が追いつかないほど高密度な砂塵粒子となって、この街の住民たちを自分の統制下の獣へと作り変えてしまうに違いない。

　相手は否定しなかった。暴風に煽あおられながらも、力強く灯ともる光を見上げて、ルーガルーは口にした。

「人は、人に。……獣は、獣に。中央連盟とその飼い犬のような、ヒトの皮を被かぶった獣どもの正体が白日の下に晒さらされるわけだ」

　シルヴィの知る限りでも、他に類を見ないほどに凶悪な砂塵テロだ。

　入念な準備と相応の覚悟がなければ成し遂げられない大犯罪といえる。

　いったい、いつから準備していたのだろうとシルヴィは考える。

　自分と初めて会ったときから？　──いや、あの時点では違ったはずだ。あのころは、こんな傷ついてどうしようもなくなった一匹狼おおかみのような、痛々しい雰囲気は感じさせなかった。

「こいつはいわゆる天王山の戦いだ。トチったときの代償は承知済みだろうな、バレト」

「ええ、あなたに言われずとも」

「……わからないな。なぜ、そうも余裕でいられる？」

　そう聞いて、シルヴィはふと思う。

（……それは、むしろ逆ね）

　きっと、余裕とは程遠い。だからこそ、こうしてまた銃を手にしたのだ。

「ある人に言われたのよ。もう、死んだと思えばいいって」

　凛りん然ぜんとした声で、シルヴィは答えた。

「死に物狂いなんて手垢のついた言葉が、ふしぎなくらい腑に落ちてしまったの。だってたしかに、あのままのわたしなら死人のようなものだわ」

　あのとき言われたとおり、自分は至極単純な女だと、シルヴィはそう思う。言葉ひとつで、どうしてかトリガーにかける指の感覚さえも変わるのだから。

「でも──わかるでしょう？　人は、死んだままではいられない。だからここに来たのよ。それしか、わたしに蘇る術すべはないのだから」

　シルヴィは、重たい愛銃の照準を相手に合わせた。

　その姿には闘気が溢あふれかえっている。

　静かなのは口調だけだ。シルヴィは、今の自分が抑えきれない激情のもとに動いていることを自覚している。

「くっ。くっくっくっ。……ああ、なるほどな。ようやくわかったぜ」

　戦闘態勢に入るシルヴィを見て、ルーガルーは肩を震わせて笑った。

　まさしく人狼を思わせる、溢れてこぼれるような含み笑いだった。

「ずっとふしぎだったんだ。……だれが来るにせよ、俺にはこの鼻でわかるはずだった。俺に殺意を持って近づいてくるやつは、だれであろうとも確実に嗅かぎ分ける自信があった」

　相手の言葉に誇張はないはずだ。このイチヨンタワーの籠ろう城じよう戦は、ルーガルーの塵じん工こう体質があってこそだ。相手が動き出したタイミングを察知してぎりぎりで梯はし子ごを外さなければ、対策を講じた中央連盟に侵入を許してしまうからだ。

　だが、その研ぎ澄まされたセンサーをかいくぐって、シルヴィはここに来た。

「正直に言うぜ、バレト。俺はお前がここまで来ていることに、実際にお前の姿を見るまで気づくことができなかった。それがなぜか、今ようやくわかったぜ」

　その言葉の最中、シルヴィは雨傘の先端から銃弾を放った。

　神速の早撃ちは、しかし博物館で見たルーガルーであれば、赤子の手をひねるよりも簡単に避けたはずだ。それが殺意のこもった攻撃であれば、彼はなんであれ察知することができるからだ。

　だが──シルヴィの放った弾たまは相手のスーツの袖を掠かすり、そこにじわりと血を滲にじませた。

　裂傷を一いち瞥べつすらせず、ルーガルーは続けた。

「お前の殺気は……その怒りの矛ほこ先さきは、この俺に向いているんじゃない。お前の怒りは、お前自身に向いているんだ。そうだろう？」

　そのとおりだ。シルヴィは無言で肯定する。

　けっしてなにかを計算していたわけではない。

　ただ、感覚が理解していた。ここまで辿たどり着けたとするならば、その理由はひとつだけだったからだ。

　この、腹の底から湧わき上がるような、激しい自己への怒りのせいにほかならないのだろう。

「……許せなかったのよ、どうしても。絶対に」

　次弾を構えながら、シルヴィは告げた。

「わたしには、どうしても耐えられなかった。あの日、家族が死んだ日に捨て去ったはずの甘えを抱えたまま、敗北をなかったことにして。問題に目を瞑つむったまま、悠々と次に進むなんてことは……なにが許しても、わたしのプライドだけは許せなかった。だから」

「だから俺を殺す、かよ」

　今度こそ、理想を──

　完璧を目指す。

　それ以外の現実は、すべてあの病室に捨ててきた。

　開戦を報しらせる合図のように、カチリ、とシルヴィはインジェクターを起動した。

「──いいぜ。俄が然ぜん、面白くなってきた」

　言葉の直後、ルーガルーの身体が大きく隆起した。

　シルヴィの能力範囲内にもかかわらず、その肢体が変へん貌ぼうする。みるみるうちに身体が巨大化し、今まさにこの都市を狂わせている獣の容貌へと変異していく。
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　この事件の始まり。

　覚かく醒せい獣じゆうをみずからに使用したルーガルーは、その深みの宿る獣の声で口にした。

「もういちどだけ相手してやるよ、候補生。今度こそお前が本物の粛しゆく清せい官かんたるというのなら、今ここで俺を止めてみせろ」

　獣が跳躍した。

　シルヴィはすかさず雨傘の盾を展開する。

　爪つめと刃が重なり合い、間近、ともに獣の仮面越しの双そう眸ぼうが交差する。

　それは果たして、なんの因果か。

　互いに背負うは、父の遺のこした兵器。

　互いにそむくのは、枝分かれしたもうひとつの人生。

　鉄塔の頂点で、名を騙かたることでしか家訓を守ることができなかった二人の叫びが、暴風に呑まれて消えていく。




６





　十四番街の緑園地帯は平地と化していた。自然公園の木々は無惨に折れて、芝生は一帯が掘り起こされたかのように土と混ざり合い、普段の跡形はなくなっている。

　薄紫色の砂さ塵じんが舞った。リィリンが力を解放すると、獣人たちの身体が無惨に潰つぶされる。

　リィリンが聞き及んでいた事前情報では、この獣人たちは正気を失っており、なぜ戦っているかもわかっていないという。そのはずなのに、彼らは強固な意志で立ち上がり、重力の負荷を超えて進もうとする。その獣人たちを、地上でほかの粛しゆく清せい官かんが各個撃破していた。

　獣人たちの大群によって、中央連盟は本来かなり押されていたはずだった。

　だが、今となっては形成が逆転していた。リィリンの支援により、インジェクターを解除する余裕が与えられた粛清官たちは、交代制で回復して戦線復帰することができている。

（南東部の大群は、さしあたり制圧したと見ていいでしょう）

　空中で広く戦局を見極めて、リィリンはそう判断する。

　ただし、これが侵攻の第一波にすぎないことがリィリンにはわかっている。離れた場所から、獣人の第二波がここまで押し寄せてくるのが見えていたからだ。

　報告によると、獣人の群れは南東と北西の二つの軍に分かれているという。

　北の方面に目をやる。空から一望する偉い大だい都と市しの夜景は、いつだって夜の大海の水面のようだ。その水面に、今夜は赤い大火が揺らいでいる。

　リィリンにはそこでなにが起きているのか理解できる。火事場の異名を取るボッチが、北側の粛清を行っているのだ。ボッチが暴れる場所は、いつだって炎で燃え盛ることはよくわかっている。なにより、あの男の心配をすることは、明日急に世界が崩壊するのではないかとこわがるよりも無意味だということも。

　自分が南。ボッチが北。この単純な配置で、たしかに獣人の大群は対処できるだろう。

　だが、それでは事件の解決には繫つながらない。

　リィリンはいったん、宙から降りることにした。粒子の量をコントロールして地上に着地すると、インジェクターを一時解除する。

　頸けい部ぶがじんわりとした熱を孕はらんでいた。

（……この程度の能力行使で、この負担ですか）

　久しぶりの実戦で、リィリンはみずからの衰えを痛感する。年を取らない塵じん工こう体質とはいえ、長く使っている黒こく晶しよう器き官かんは確実に疲ひ弊へいしている。

　自分が現役でいられるのも、おそらくそう長くはないだろう。

（だからこそ──）

　リィリンは、鉄塔の上に目をやった。

　──だからこそ、自分が作った遺恨は自分で解消しなければ。

「チェチェリィ警けい壱いつ級きゆう粛しゆく清せい官かん殿！」

　そう声をかけられる。螺ね子じのマスクを被かぶった包帯だらけの粛清官が、こちらに駆け寄ってきた。その男の姿に、リィリンは見覚えがある。

「あなたは……たしか、バニーのところの」

「はっ。二歩下の、ザカリスと申します。以降の現場行動は、チェチェリィ警壱級よりご指示を賜るようにとの通達がありました。どうか、なんなりとご命令を」

　周囲の粛清官が、自分に注目を集めていた。

　丸一年のブランクを置いて、リィリンが初めて見るマスクも散見された。その集団に向けて、リィリンは告げる。

「上空で確認しましたが、これから大群の第二波が来るようです。我々はこのまま緑園地帯で迎撃します。あなたがたは後方で援護を──特に、私の能力範囲を迂う回かいしてくる者がいるようなら、その者たちを逃がさずに粛清するようにしてください」

　リィリンの砂さ塵じん能力は、強力な代わりに大雑把だ。知らないうちに後輩粛清官を潰つぶしていたなどということがないよう、可能な限り遠ざけておく指示を出す。

　命令の最中、リィリンはふいに身の危険を覚えた。

（──殺気！）

　リィリンは鉄扇を構えて振り向く。直感で、始末しそこねた獣人が自分に牙きばを剝むいたのかと思ったからだ。

　だが、そうではなかった。リィリンのところに跳んできたのは、黒衣の人物だった。ずざっ、とリィリンの眼前に勢いよく着地して、その人物が言う。

「──あんたが、チェチェリィ警壱級粛清官か」

「あなた、は……」

　その奇妙な機械音声に、リィリンは面食らう。

　初めて見る相手だった。胸元に光るエムブレムは、この人物が粛清官であることを証明している。だが、そのやけに殺気立った雰囲気が、どうしてもこちらの味方だと思わせなかった。

　相手は摑つかみかからん勢いで歩み寄ると、こう言った。

「俺はボッチの指示でここにきた。頼む。今すぐ俺を、イチヨンタワーの上まで運んでくれ」

「なんですって？」

「地ち海うみ警けい肆よん級きゆう！　貴様、なんと無礼な！」

　ザカリスが声を荒らげて口を挟んだ。

「この御方がどなたなのか、わかっているのか！」

「当たり前だろう。だからここに来たんだ」

「ま、待ってください。今、ボッチの指示と言いましたか？」

　リィリンは不穏な闖ちん入にゆう者しやに訝いぶかしんで言う。

　改めて相手の容貌を眺めて、その黒犬のマスクに思い当たる節があることに気がついた。

（──そうか。この子がボッチの育てているという、後継の……）

　シンは止めようとするザカリスを意にも介さずに、リィリンに向けて言った。

「事情は知っているだろう、チェチェリィ警けい壱いつ級きゆう。ルーガルーを止めるために、だれかがタワーの上まで行かねばならない。そして今この戦場でそれができる能力者は、あんただけだと聞いている」

　無論、リィリンとて現状は把握している。

　この事態を解決するには、鉄塔の上にいる主犯と砂さ塵じん兵器をどうにかしなければならない。ここにいる獣人は、あくまでこちらを足止めするための向こうの策だ。

　リィリンは今回の粛清戦の要だ。

　理由は単純──今、あの遥か上空まで人を送り込むことができるのは自分だけだからだ。

　無論、リィリン当人が行くという手が一番ではある。だが同時に、今この場で獣人の大群を止めることができるのも自分だけという状況だった。

「たしかにあなたの言う通りです、警けい肆よん級きゆう。もとより、タワーの上にはわたしの能力で戦力を運ぶつもりではあります」

「だったら、俺を──」

「話は最後まで聞いてください。率直な意見を言います。私がタワーの上に送りこむのなら、それはボッチか、あるいは私自身しかないと考えていました。それなら、万が一にも間違いがありませんから」

　リィリンには、シンの要望に応えるつもりはなかった。

　それは、この相手を信用していない──もとい、タワーの上で戦うことになる相手の実力を強く信用してのことだった。

　相手は〝黒獣〟だ。生半可な者では、とても太刀打ちできない。だからこそ、この役目を担うのは自分かボッチであるべきだと考えていた。

　理由はほかにもある。

　リィリンの砂塵粒子は、たしかに重力に働きかける力を持つ。だが性質として、重力に従うよりも逆らうときのほうが消費する砂塵量が桁けた違いに増える。

　特に、イチヨンタワーの最上層ともなれば莫ばく大だいな消費量となるに違いない。これからまだリィリンに仕事が残っているとなれば、なおさら粒子の無駄遣いはできなかった。

　つまり、タワーの上に運べるのはせいぜいひとりということになる。いちど送りこめば、次にまた戦力を上まで運べるようになるまでに相応のインターバルが必要となってしまう。

　その大切なカードを、この見知らぬ粛しゆく清せい官かんで切りたくはなかった。

「ボッチを送るのは無理だ」

　そう、焦った口調でシンが言った。

「やつは今、北西地区で獣人たちの粛清に当たっている。向こうは向こうで、あいつでなければ対応できないだけの戦力が集まっている」

「知っています。ですから、それが終わるのを待つつもりでした」

「そんな時間は残されていないんだ！　わかってくれ。これ以上時間を遅らせると、取り返しのつかないことになる」

「地ち海うみ、貴様いい加減にしろ！」

　そう言って摑つかみかかろうとするザカリスを、シンは荒々しく振り払った。

「許可ならば出ている……！　頼むから、俺を上に運んでくれ！」

　そこで、シンは深々とこうべを垂れた。

「どうか頼む。この通りだ……」

　その様子に、思わずリィリンは閉口する。
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　相手になにかのっぴきならない事情があることを察して、聞く。

「なにがあったというのですか」

「……俺のパートナーが、上にいるんだ」

　その返答に、リィリンはすとんと胸に落ちるような得心を覚えた。

　ふと思い出したのは、司書室でボッチに向けて告げた自分自身の言葉だった。




　──ボッチ。なぜ、粛しゆく清せい官かんにはパートナーが必要なのでしょう

　──実際の粛清の現場では、お互いに背中を守りたいと思う仲間がいることが、なによりも大きな力になるのです。だからこそ、パートナーは必要不可欠な存在なのです。




　だれかを守るために剣を取る。それはなによりも純粋で、だからこそ正しい行動動機だ。

　リィリンはその事実をよく知っている。ただしそれはただ知っているだけで、今となっては実感とは程遠い理解だった。今のリィリンには、もう守るべきパートナーはいないのだから。

　だが、この目の前の若手は、自分とは異なる。

「……確認します。ボッチが、あなたに許可を出したのですね？」

「あ、ああ。確認してもらって構わない」

「その必要はありません。あの子との付き合いは、あなたよりもずっと長い。きっと、そうしたのだろうとわかります」

　遠くから地鳴りのような音が聴こえた。

　大群の第二波を報しらせる音だ。自分もまた、すぐさま戦闘に戻らなければならない。

　これ以上考えている時間はない。やるのなら、急がなければ。

「いいでしょう。ここは、私の信じるあの子が信じた、あなたを信じることにしましょう」

　シンが顔を上げた。

「……！　感謝する、警けい壱いつ級きゆう」

「礼はいりません、仕事ですから。──離れていてください」

　リィリンはインジェクターを再起動した。

　みずからのまとう装束と同色の、紫色の砂さ塵じん粒子が散布する。粒子を集結させて、そこに高密度の塊を形成しながら、リィリンは注意を告げる。

「あらかじめ言っておきます。数十メートルを浮かせる程度のことならばともかく、目視すら怪しい数百メートルともなれば、正直を言って私にもあまり自信がありません」

　偽りならざる本心だった。

　これは失敗も十分考えられる試みだ。リィリンは、間違っても同胞を殺したくはない。

　だからこそボッチのような、殺したって死なないような怪物の到着を待ちたかったのだが、それはもはや詮方ない話だ。

「あなたがうまくタワーに取りつけるよう努力はします。ですが安全の保証はどこにもありませんし、最後には自力でどうにかしてもらうことになります。それでも構わないですか？」

「ああ。どんな条件だって構わない。……頼む、やってくれ」

　シンは神妙に頷うなずいた。

　どうやら、とうに覚悟は決まっているらしい。

　どんなリスクも承知で、それでも行かなければならない場所があるようだ。

（──ああ、そうか）

　その姿を見て、マスクのなか、リィリンの頰ほおが自然と綻ほころんだ。

（きっとこの子は、私がとうに失くしてしまった物を、取り戻しに行くんですね──）

　リィリンはなんとなく、ボッチがなぜこの人物をよこしてきたのかを理解する。それはきっと、これまで彼がよくやってきたような、婉えん曲きよくしたメッセージであるに違いない。

　リィリンは鉄扇を掲げた。それを合図に、リィリンの砂さ塵じん粒子がその能力を解放し、シンの身体にまとわりつく重力の枷かせを緩める。次の瞬間、シンの身体がふわりと宙に浮いた。

　粛しゆく清せい官かんたちが見上げるなか、シンの身体は加速度的に上昇していく。

　夜空に逆再生する流れ星のように、やがてはとうとう見えない高みへと消えた。
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　彼の名は、地に海を添えて、進むと書いた。

　この世界を力強く進める人になりますようにというのが、その名の由来のようだった。

　たしかに、それでいうと彼は長い旅をして生きてきた。照りつける太陽の下、渇いた大地をゆっくりと一歩ずつ進んで、そうしてようやくこの土地まで辿たどり着いた。

　だが、シンという人間の人生は、あまり大っぴらに語られるべきものにはならなかった。

　自身でもそう思っているから、シンは自己を明かすことが少ない。

　自分が影に生きる者だということは、よくわかっているつもりだ。

　だれにも誇ることのできない道を歩み、だれよりも孤独な日々を送ってきた。

　少なくとも幸福には死ねないだろう、とシンは常々思っていた。それは諦てい念ねんや達観というよりも、シン自身がこの世界に望んでいる勧善懲悪の結果としてのことだった。

　人を、斬きってきた。それはもう、数えきれないほどに。

　生まれついての剣士というわけではなかった。人生の途中で、修羅にならねばならない転機が訪れただけのことだ。そういうことは、この砂塵塗まみれの世界では往々にして起こる。

　偉い大だい都と市しをたずねたのは、ある男を殺すためだった。

　そこに辿り着くまでの日々は荒事だらけだった。すべては目的のために不可欠で、斬ったのはどれもこの世に巣食う悪人どもではあったが、それでも流れたのが人の血であることに変わりはない。

「きみは生涯まともには戻れないだろうね。チューミー・リベンジャー」

　ともに殺し屋稼業をしていた情報屋の男には、別れ際にそう告げられた。

「復ふく讐しゆうのためだけに剣を持つ。その道の先に、なにかあるとでも思っているのかい──」

　なくていいさ、と答えた。

　まともさへの執着など、遠い過去に置いてきたつもりだった。

　復讐を遂げるその瞬間まで立ち止まるつもりは毛頭なく、相手を殺したあとの人生は、ただの一瞬たりとも気にしたことはなかった。

　また身を挺ていして守りたいと思える相手に出会うなど、微み塵じんも想像してはいなかったからだ。

　そして、今。

　彼はただ、ひとりのひとのためだけに空を飛んでいる。
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　数百メートルの上空で、シンは機を見計らう。

　なによりも大切なのはタイミングだ。〝蒼白天使〟が能力を解いた途端、この軽い身体は高所に吹き荒れる風にいとも簡単に投げ飛ばされてしまうだろう。その前に、しっかりとタワーに取りつかねばならない。

　自分にまとわりつく薄紫色の粒子を一いち瞥べつして、シンは思う。

（──警けい壱いつ級きゆうは化け物揃ぞろいとは聞いていたが）

　どうやら、その噂うわさに違わないらしい。警告とは裏腹に、リィリンの操作は非常に緻ち密みつだった。根本とは離れた場所から持ち上げたにもかかわらず、きちんと鉄塔に沿うようにして自分を運んでいる。

　シンが動いたのは、砂さ塵じん粒子の影響が解かれたのと同時だった。最高位に滞空するわずかな時間で、自分のいる位置と鉄塔の構造を把握し、選ぶべき侵入経路を見極める。

　シンが解放されたのは登頂部ではなかった。その代わり、取り入るには最適のポイントを見つけられる場所だった。シンは腕を伸ばすと、空中に伸びる一本の鉄骨をグローブ越しにしっかりと握り、遠心力を利用してガラス窓に向かって飛び込んだ。

　カタナを突き立てて窓を割り、フロア内に着地する。

　まず身体を確認する。急激な気圧差に耳鳴りがする以外は、なんの支障もない。

　広い室内は円形をしており、一面のガラス窓に向けて望遠鏡が等間隔で置かれていた。内部構造は事前に頭に入れている。ここはフロア４９２──空中展望室だ。

　シンはすぐさま行動を開始する。

　歴戦の勘が、この場所にはだれもいないと告げていた。

　だが、それは思い違いだった。

「わお。またすごい方法で入ってきたね、キミ」

　その声の主は、フロアの反対側にいた。

　上に繫つながる階段の前で、彼はまるで門番のように腰かけていた。ピエロのマスクを被かぶり、つい今しがたまで演奏していたのか、古ぼけたヴァイオリンを抱えている。

「さすがは中央連盟というべきかな。こっちがどう策を練ろうとも、偉い大だい都と市し一の人材力でなんでも解決しちゃうんだね。……ねえ、今飛んできたのはキミの砂さ塵じん能力なの？」

　異質な雰囲気の相手だった。気配を殺すのが野生の獣のようにうまい。生者の世界に生きるというよりは、死者たちの世界に住まう者のようにさえ見えた。

　だが、シンは相手の異常さに気を留めず、こう口にした。

「いいか。よく聞け」

「うん？」

「今すぐに、そこをどけ。なにも言わずに従うのなら、お前の一切の犯行を見逃してやる。どこへでも、好きな場所に消えるがいい」

　偽りのない、本心からの要請だった。

　シンは失望を隠せなかった。だれにも会わずにいられたら、それが一番だったというのに。

「あはは、面白いこと言うね。でも悪いけど、そういうわけにはいかないな。ねえ、お兄──ん、お姉さん？　……おかしいな、どっちかわからないや」

　シンは敵の力量を図る。一筋縄ではいかない相手であることは見て取れた。

　敵の情報は仕入れている。人形遣いという犯罪者の噂うわさは、シンが粛しゆく清せい官かんになる以前より小耳に挟んでいた。犯行の内容を聞くに、すっかり頭のねじがはずれた男だと思っていたが、想像よりはずっと正気を保った人間のようだ。

　首を傾げていた人形遣いは、気を取り直すように言った。

「とにかく、ここを通すわけにはいかないな。ついさっき、あの場に必要なだけの役者が出で揃そろったから。脇役は増えてもいいけど、主役はもういらないんだ。キミこそ邪魔をしないのだったら、ここでボクと一緒にショーの観賞をしてもいいけど？」

「悪いが、そんなことに興味はない」

「あ、そう。それなら──どうする？　愉快な死体歌劇でも観ていく？」

　相手がおもむろにインジェクターを起動した。

　物陰から、四人の男が姿を現した。そのうち三人は、継ぎはぎのボロ人形のようなマスクを被っていた。

　最後の一人は、シンも見た姿──博物館で倒したはずのマティス・ロッソだった。半壊したルート72のマスクを被り、糸のほつれた人形を補修した程度に整えられた身体が、ぎりぎりと歪いびつに駆動している。

　そんな奇怪な光景を目の当たりにしながらも、シンはさして気を払うことはなかった。

　関心事はただひとつ。

　いかにして、この場をもっともはやく切り抜けるか。

　行かねばならない場所があり、会わねばならない人がいた。

　もうこれ以上、過ちを重ねたくなかった。

　博物館でパートナーが単身行動を取ると宣言したとき、どれだけ必死に呼び止めても彼女は先に行ってしまった。立ちはだかる獣人たちを斬きり捨てながら必死に追い、ようやく辿たどり着いたときには、シルヴィは自分の流す血だまりのなかに倒れていた。

　自分はまたなにかを間違えたのだ、とシンは思った。

　何年間もただ復ふく讐しゆうのみを追い求めて生きてきた自分には、きっと自分でも気づけない大切ななにかが欠けていて、それがとうとう決定的なかたちで現れてしまったのだと。

（──だが）

　生きている限り、人はやり直すことができる。その意志がある者には、間違いを正す選択が許されている。少なくとも、今のシンはそう信じている。

　そして。

　理想を貫くためには、ときとして乗り越えなければならない障壁が現れるものだ。

「……しかたがない、か」

　シンは深くため息をつくと、カタナの柄を握った。

　その姿を見て、人形遣いがひゅうと口笛を吹いて言う。

「へえ、やる気なんだ！　でもひとつだけ忠告しておくけど、もしキミが博物館での戦闘記録を見てボクに勝てると踏んでいるなら、それはやめておいたほうがいいと思うよ？」

　人形遣いがヴァイオリンの弓を振った。

　それを合図に、四体の傀く儡ぐつもまたインジェクターを起動する。人形遣いの操る黄色い砂さ塵じん粒子と混ざり合い、多色の砂塵粒子がフロア内を満たした。

　屍し者しやの能力をも我が物とする、人形遣いの絶技だ。

　その常識外れの砂塵能力ゆえに、人形遣いという粛清対象のデータにはこう記してある。

　曰いわく人形遣いは単独犯だが、単身ではないと。むしろいかなる組織よりも統率の取れた複数人連携を得意とする、正真正銘の危険人物──第一等粛清対象であると。

「今のボクは、遊びも時間稼ぎもしない」

　そう、言い聞かせるように人形遣いが口にする。

「キミが彼の一世一大のショーを邪魔するというのなら、本気でやる。言い切ってあげるよ。キミは、絶対にボクには勝てない。それでも本当にやる気かな？　名無しの粛しゆく清せい官かんさん」

　その問いかけに、シンは無言で応えた。

　覚悟を決めるために立ち止まったのは、ほんの一秒にも満たない刹せつ那なのことだった。

（──ラン。今度こそ、大切なものを守れるように）

　シンはか細い首に触れて、インジェクターの起動スイッチを押した。

（お前の力を、俺に貸してくれ──）

　全身の血が沸騰するかのような高熱が、肢体を駆け巡る。

　カタナを真一文字に構えながら、黒犬マスクのなか、真っ赤な瞳ひとみをぎらりと光らせた。

「へえ。また随分と、きれいな色の砂さ塵じん粒子だね？」

　人形遣いが感心したように口笛を吹いた。

　小柄な体たい軀くに鮮やかな銀色の砂塵粒子をまとわせて、シンは言い放った。

「──押し通る」
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　そういえばあの日も、今日のような満月だっただろうか。




　巨大な窓越しに、ウォール・ガレットは月を見上げていた。朱色の月は、まるで黒板に絵の具を塗りつけたような不自然さで夜空に浮かんでいた。

　月のクレーターにある物を探そうとしていた。かつての人類が月に建てたという、衛星基地だ。天体望遠鏡ならば鮮明に見えるというが、肉眼ではどうしても確認することはできなかった。

　満月の夜は、いつだって気分が浮足立つ。

　ウォールは心の内で言う。みな、あれを見ていて不安にならないのか？　と。

「──ここにいたのですか、ウォール」

　そう声をかけられたが、彼は振り向かなかった。

　声の主がわかっていたからだ。

「昇級式の主役が見つからなくて、みなさん残念がっていましたよ」

「いやあ、どうにも人酔いしちまいましてね。ったく、粛しゆく清せい官かんの身内の祝いに、どうしてあんなに外野が集まるんだか」

「そういうことを言ってはいけませんよ。連盟が成り立っているのも、彼らのサポートあってのことなのですから。……でもまあ、安心してください。私が代わりに挨あい拶さつしておきました」

　室内は薄暗かった。下のメインホールとは違い、この部屋は飾り立てられてはいない。ただソファ席がいくつか置かれているだけで、ウォールはそこに座っていた。

　よいしょ、と言って相手が隣に座った。

「よいしょって。おばさんくさいですよ、リィリンさん」

「あら、私ったら。次から気をつけます」

　恥ずかしいのか、リィリンは頰ほおをあおぎながら言った。当人は熱を感じたのかもしれないが、その肌は普段のごとく蒼白のままだった。いつもと違うのは、式典用の明るい彩色の中華風ドレスだけだ。

　その顔立ちは、もうずっと変化がない。自分と知り合って丸五年が経過しても、まったく変化がなかった。その不変性を、ウォールはなぜだか羨うらやましく思うときがある。

「なにはともあれ、警けい弐に級きゆうの昇級、おめでとうございます。私もパートナーとして鼻が高いですよ。いろんな人に自慢してきちゃいました、ふふ」

「……そりゃ、どーも」

「おやまあ。せっかく上級官に昇格したというのに、こんなに嬉うれしくなさそうな人がいますか」

「〝人形遣い〟粛清の功績が認められたといっても、あれはリィリンさんがやつの戦闘人形をあらかた破壊してくれていたからできたことだ。全然、俺一人の力なんかじゃない」

　先日、二人は長く追っていた凶悪犯をようやく捕えることに成功した。

　変わった犯罪者だった。彼は見たこともないほど奇き天て烈れつな砂さ塵じん能力を操り、どこまでも逃げ続けた。そして、その逃走自体を楽しんでいるようにすら見えた。

『キミ、面白い中身をしているね。神さまは、いったいどうしてキミにそんな過酷な運命を背負わせたんだろうね──』

　初対面のときの人形遣いの言葉がやけに耳に残っていた。人の内側を覗のぞけるという犯罪者が、なにかウォール自身にもわからない心の奥底を見抜いていたようだった。

「それは自分を過小評価しすぎですよ、ウォール。それを言うなら、あなたが人形遣い本人を追い詰めてくれていたから、私が落ち着いて傀く儡ぐつのほうを対処できただけです」

　そこで、リィリンは微ほほ笑えんで続けた。

「お互いに助け合った。それでいいじゃないですか」

　その笑顔がやけに眩まぶしく見えて、ウォールは思わず顔を逸そらした。

「なんだか元気がないですね。さすがに疲れてしまいましたか？」

「あ、いや。疲れているとか、そういうわけじゃないです。ただ──」

　ウォールは窓の外に視線を戻して、言う。

「俺、月を見るたびに、いつも不思議だなって思うんですよ。なんだか、見慣れない感じがして。そこにあるのが変に思えるというか。……どうしてですかね」

　月だけではない。空も雲も、あるいはこの偉い大だい都と市しの街並みさえも、自分には馴な染じみがないように感じられる。

　なぜだか、ここが本当の自分の居場所ではないように思えるのだ。

　そんなはずはないというのに。

　リィリンは黙っていた。蒼白の顔色は、口を閉ざしていると輪をかけて体調が悪そうに見えた。自分が変なことを口走ってしまったからだろうか、とウォールは申し訳なく思う。

　だが事実だ。日常に対する違和感。そういうものが、昔から自分には多い。このごろはそれが加速度的に強まっているような気がした。

　なにか封印されていたものが、徐々に解けていくかのような。

「俺、そろそろ戻ります。日課のトレーニングがまだなんで」

「今からですか？　こんな日くらい休んでしまっていいじゃないですか」

「そういうわけにはいきませんよ。休めば鈍る。鈍れば、それで終わりだ。明日だって仕事があるんですから」

「まったく、あなたはまじめですね。私が見てきたどの粛しゆく清せい官かんよりも熱心ですよ。……本当、心配になってしまうくらい」

「へへ。まあ、好きなんですよ、仕事が。というか、連盟が」

　ここにきて、ようやく昇級の喜びが実感できたように思えた。

　上級官は与えられる仕事の重要度がずっと高くなる。もともと、警けい壱いつ級きゆうのパートナー経由で凶悪犯と相対する機会は多かったが、これからは自分でも率先して内容を選べるようになるだろう。市民や連盟にとって、より脅威となりうる相手を裁く権利が与えられるということだ。

「好き、ですか？」

「はい。だって連盟は、俺にとっては家みたいなものだから」

　そう言いながら、少し気恥ずかしくてウォールは頰ほおを搔かいた。

「俺、昔の記憶がないけど、実は名前以外にも一個だけ覚えていることがあるんですよ。それが、家を守れっていう言葉で……きっと、俺の親かなにかがそう教えていたんですかね」

　そのとき、リィリンははっとした顔でこちらを見た。

　それから、辛そうな表情に変わった。

　見ているこちらが驚くくらいに、それは悲しそうな表情だった。

　同情を買うようなことを言ってしまっただろうか、と焦って言葉を続ける。

「すみません、変なこと言っちまって。記憶のことは、昔は気にしていましたけど、今はどうでもいいんですよ。とにかく、身寄りのない俺を拾ってくれた連盟に恩を返すことが、俺の人生の目的というか──」

　弁明するようにそう告げる最中、そっと頭を抱かれた。

　椅い子すに座るウォールを、立ち上がったリィリンが抱きしめたのだった。

　信じられないほど薄い胸板が、自分の頰に当たる。見た目よりもずっと年を取っているせいか、リィリンは時おりこうして過度に母性的に接してくることがあった。

「ちょっ、やめてくださいよ、リィリンさん！」

「ウォール」

　耳元で、相手はささやくように言った。

「この先も、いっしょにがんばっていきましょうね」

「え？」

「あなたは、本当にいい子です。……大丈夫です。清く正しい心を持っているあなたが、この先もいつまでも幸せであるように、私がずっと傍そばで見守っていますから」

　それは、どこか贖しよく罪ざいのように聞こえる言葉だった。

　なぜだろうか、と考える。答えは皆目見当もつかない。きっと自分の境遇が必要以上に不ふ憫びんに思われていて、それで過剰に慰められているだけだろうと、そう思った。

　だから、と彼女は続けた。




　だから、ずっといっしょに──




＊





　虎か、龍が吼ほえるかのような暴風が吹いていた。鉄塔の最上、偉い大だい都と市し全土を見渡せる展望台のデッキ上の台座ステージが戦場となっている。

　ルーガルーが計画を完遂するための最後の関門──銀髪の若手粛しゆく清せい官かんとの戦闘の真っ最中。

　上空で銃口から咲く火花が煌きらめく姿は、まるで宇宙から間違えて降りてきてしまった星座のようだった。

　相手の放つ銃弾を弾いて、ルーガルーは獰どう猛もうに襲いかかる。

　その獣の爪つめを、傘の形状をした特殊な銃の装甲が受け止めた。

　膂りよ力りよくの差を弁わきまえた防御だといえた。傘の使い手は、己の使う長柄の武器の性質を、その取り回しも含めて完璧に理解しているらしい。獣の剛腕に弾き飛ばされないよう、伸ばした傘の柄を支点として地面に差して受け止めている。

（──やはり）

　間近に相手を捉えながら、ルーガルーは思う。

　やはり、悪くない。

　これまで、いくつもの才能を見てきた。なかでもルーガルーが逸材と信じたものは、数値で測ることはできず、あくまで実戦でこそ顕現する。日常から戦地への切り替えが瞬時に行える者こそが強つわ者ものとなれるのだ。そしてこの粛清官には、その適性がある。

　だが、と同時に思う。

　その若さゆえか。自分の適性を活かすような戦いが、まだできていない。

「大口を叩たたいた割には防戦一方じゃないか、バレト……！」

　至近距離の鍔つば迫ぜり合いから距離を置いた相手に、そう声をかける。

　答えない相手の肢体を、ルーガルーは慎重に見定めた。

　発汗と動悸の具合。筋肉のこわばりと些さ末まつな予備動作から、相手の出方とコンディションを把握する。

　それに加えて、ルーガルーはすでに相手の戦闘スタイルをも読み切っていた。どんな達人でも免れ得ない応手の癖、慣れた型を読み取り、詰め将棋のように相手を追い詰めてその喉のど元もとを搔かき切る。

　観察すること──それこそが〝黒獣〟と呼ばれた男の必勝法だった。

　一流の獣は、冷静と情熱を持ち合わせるものだ。そして彼は、相手を狩るために必要な手順を、いつだって頭のなかで構築している。

　その冷静な観察が、ルーガルーを確信させた。

（──やれる。なんの問題もありはしない……次の接近で、こいつは取れる）

　すでに交戦した経験からか、シルヴィは下手な反撃を試みなかった。向こうも向こうで、通用する攻撃としない攻撃をしっかりと学習したということらしい。

　だがそれは対策のように見えて、その実は正反対の失着だ。防戦ばかりで勝てる戦いなど、この世に存在しないからだ。

　唯一厄介といえるのは、銃でありながら剣としても使用でき、あまつさえ盾にすらなる奇妙な武器だが、それさえなにも問題はない。ルーガルーの持つ獣の瞳ひとみは、傘の開閉や、ブレードを展開するのに所要するラグを、既にコンマ単位で把握している。

　ルーガルーは畳みかけることにする。たいして力を溜めなかったはずの跳躍は、しかし突風を伴うほどの高速で相手の裏を取った。

　それにはまだ相手も反応する。傘の機構が瞬時に切り替わった。

　広げたままの傘では風圧を受けて満足に振り回すことができないためか、シルヴィは巧みな操作でインパクトの瞬間に合わせて盾の機構を展開した。

　おそらく、相手はその複雑な武器を取り扱えるようになるまで、血の滲にじむような努力を重ねてきたに違いない。だがいかなる達人でも、過度な武器の取り回しは必ず遅延を招く。

　そしてルーガルーは、けっしてその遅延を見落とすことはない。

　次なる傘の開閉に隙すきを見つけて、ルーガルーは爪つめの刺突モーションに入る。

　ルーガルーに視みえているビジョンでは、それは避けられるはずのない差し込みだった。

　シルヴィの背に向けて一撃を放つルーガルーは、しかし予期せぬ迎撃を目にした。

　今しがた弾き飛ばしたはずの傘の銃口が、腰に差す刀のようにこちらを向いていた。シルヴィの被かぶる白犬のマスクが、死角から迫ったはずの攻撃をしっかりと見据えている。

　その銃口が光ったとき、ルーガルーは刹せつ那な、思い出した。

（そうだ、こいつは──）

　自分が唯一、殺意を読めない相手。

　敵意を感知して後手で刺すという常じよう套とう手段が活かせない、唯一の例外だ。

　とはいえ。

「──まさか、それだけのことで俺に勝てるようになったとでも思ったか？」

　獣の声に怒気が混ざっていたのは、黒獣と呼ばれた男のプライドゆえか。

　警けい伍ご級きゆう風情が、随分となめてくれるものだ。

　何戦、何十戦、何百戦。これまで幾百の相手を一方的に屠ほふってきた戦闘範囲において、たかだかひとつの特性を封じられていた程度のことで、自分が格下に後こう塵じんを拝するべくもない。

　ルーガルーは相手の応手の先をゆく。爪つめの刺突を即座に中断し、相手の体幹に向かうはずだった軌道を変更することで、傘の先端から発射されるマグナム弾を避けつつ、同時にそれを次の攻撃の布石へと転化する。

　すでに突き出していた腕の勢いを利用してさらに一歩踏み込み、ルーガルーは今度こそ相手の裏を取った。

「こいつで、終わりだ──！」

　獣と、人。

　その圧倒的なフィジカルの差を見せつけるように、ルーガルーが腕を振り抜いたとき。

　獣の爪は、されど敵を捉えてはいなかった。

　空振りをしたわけではない。刃渡り数十センチに及ぶ爪には、たしかに相手の血が滴っている。それでもルーガルーの確信した結果とは異なり、相手に致命傷を与えてはいなかった。

　攻撃は、ただ掠かすっただけだ。

　シルヴィが距離を取った。裂いたのは上腕部だったらしく、そこを押さえていた。

「……、……。」

　追撃には最適のタイミングだったが、ルーガルーはあえて立ち止まった。血の滴る爪先を眺めながら、胸を渦巻く違和感を咀そ嚼しやくしようとしている。

　今の一撃は、確実に相手を捉えたはずだった。

「──そうか。俺は、鼻に優れるが」

　思考の末、気づき、ルーガルーは言う。

「お前は、人並みはずれて眼が優れるというわけか──」

　異常な精度を誇る早撃ちには、対象がどう動くかを正確に見抜く動体視力が要求される。塵じん工こう体質を疑うほどに優れた眼は、銃弾の軌道を目で追い続けた末の、努力の賜物なのだろう。

「……前に」

　相手もまた立ち止まっていた。白犬のマスクのなかで、ぼそりとそうつぶやいた。

「前に、あなたの事情になんて興味はないと言ったけれど。……それでもこうして戦っていると、どうしてか相手のことが少しだけわかってきて、どうしても気にかかる」

　なんの話だ、と思い、ルーガルーは黙って聞く。

「ひとつ、これだけはたしかめておきたい。だから今だけ、連盟のかつての若き英雄に、一人の粛しゆく清せい官かんとして聞きます」

　シルヴィはマスク越しにまっすぐこちらを見据えて言った。

「ガレット警けい弐に級きゆう。──どうしてあなたは、そんなにも悲しそうに戦うのですか？」

　その言葉に、ルーガルーはわずかに動揺する。

「今だけじゃない。博物館でも、あなたにはどこか迷いがあったように思える。これが、本当にあなたのやりたいことなのですか？　この偉い大だい都と市しを支配するということが。なんのために、こんなことをするのですか」

（悲しそう、だと？）

　驚きから一転して、怒りを感じた

「……お前に、俺のなにがわかる？」

　ルーガルーは歯を軋きしませて言った。自分に踏み込んでくるような意見が──わかったようなことを言われることが、なによりも耐え難かった。

　だれも、自分と同じ光景は見ることはできない。

　わかりあうことができないのなら、そもそも言葉などになんの意味もない。だからなにも語りはしないのだ。連盟を抜けてから同志としてふたたび見まみえたマティスにすら、ついぞ自分の心境を打ち明けることはなかった。

「それを知って、いったいどうなるというんだ？　互いのなにかがわかれば、それで攻撃の手を緩めるとでも？　それ以上つまらないことを口にして、自分の職を貶おとしめるなよ、バレト」

「勘違いしないでください。わたしが聞いたのは、理解のためなんかじゃない──ただ、わたしの納得のためです」

　シルヴィが傘を構え直す。この闇やみ夜よに悪目立ちする白銀色の銃器を構える姿には、確固たる覚悟が見て取れた。

「わたしは、あなたに勝ちたい。いえ、勝たねばならない。……あのとき、あなたがどういうつもりでわたしにとどめを刺さなかったのかはわからない。でもその迷いは、どうか断ち切ってほしい。迷いのないあなたを超えてこそ、ここにきた意義があるといえるのだから」

「……呆あきれて、言葉もないな」

　ルーガルーは唾だ棄きするように言った。

　敵の理解は、自分のため。

　そう、この女粛しゆく清せい官かんは言っているらしい。

　あくまで禊みそぎとしてのリベンジマッチを、自分に望んでいるのだ。

　相手の体調が万全とは程遠いことは隠しようがない。殺意こそ読めないが、それでも依然として肉体的なコンディションは手に取るようにわかっている。

　先ほどから、シルヴィは無意識に腹部を守っている。未だ完治には程遠い傷なのだろう。

　当たり前だ、とルーガルーは思う。

　あのとき、たしかに殺すつもりで抉えぐったのだから。

　再三の警告すら聞かず、愚かにも立ち向かってきた者を生かそうとするほど、自分はなま温くはない。倒れた相手の頭部をわざわざ叩たたき潰つぶさなかったことは事実だが、この相手が生き残ったのは、ただの偶然にすぎない。

　それをこの相手が勘違いしているのだとしたら、見当違いも甚だしい。

　とはいえ、自分が全力を出していなかったことは認めざるを得なかった。

　本気の狩りを見せる必要のある相手だとは思っていなかった。それを驕りと呼ぶなら、そうなのかもしれない。あるいは、後に来るはずのだれかのために温存していたのかもしれないという考えが脳をよぎったが、彼はそれを無視した。

　いいだろう──とルーガルーは心中でつぶやいた。

「バレト。獣の本性を、お前はまだ知らない。そこまで見たいというのなら、見せてやる」

　爪つめを立てて、自分の胸元に突き立てる。刻印を彫るようにして、いささか緩慢に線を引いた。たったそれだけのことで凄せい惨さんに走った三本の傷から、芳醇な血の香りが漂った。

「獣は、ただ残酷に相手を狩るだけだ。──お前らが、俺たちに対してそうしたように」

　この簡易的な儀式が、黒獣が全力で相手を狩るときの前触れであると知る者は、今となってはそうはいない。

　この仕草を見た敵は、全員が死ぬか、工獄送りとなった。

　そしてこの仕草を見た仲間は、今となっては仲間でも──ましてや、家族でもない。

「グルウウゥゥゥゥ……！」

　マスクのなかで、獣の瞳ひとみが獰どう猛もうに見開いた。獣の習性か、自分の血のにおいを強く感知すると危機本能が喚起されて、その秘める獣性が筋力とともに倍増する。

　だが、平静さを捨てたわけではない。人性と獣性の間──冷静と情熱が同居しうる、ぎりぎりの領域で戦闘を展開するための、獣人戦術の極意だ。

　ルーガルーが動いた。向かう先は、相手ではなかった。

　獣の跳躍した先は、頭上──鉄塔の最上部だ。幾重にも重なり合う鉄骨に、獣が捕まる。ルーガルーは真下に立つシルヴィの姿を確認すると、向こうがこちらを目視するより先に、またべつの鉄骨へと跳んだ。

　バネが無限に跳ねるかのような跳躍は、何度も往復するうちに常人ではとても目に捉えられないような高速移動と化した。

　銃声が轟とどろき、弾丸が鉄骨に着弾する。そこには、とうに獣の姿はない。あるのは残像だけだ。その常軌を逸した移動法に、この敵は目端に動きを捉えることさえできない。

　せめていつ訪れるかわからない攻撃だけは避けようという意図か、シルヴィは銃の照準をやめた。だが、そこに一瞬の隙すきが生じる。

　ルーガルーはそれを見逃さず、鉄骨のステージに着地した。

　巨体が、辻つじ斬ぎりのように迫った。シルヴィの喉のど仏ぼとけを搔かき切るはずの一撃は、しかし間一髪で回避される。代わりに、シルヴィの胴をずばりと切り裂いた。

「ぐ、ゥっ……」

　相手の苦しむ声を間近で聞きながら、しかしルーガルーはその場で畳みかけることはしなかった。取るのは確実な手段だ。フロアに血が飛散するよりも早く、ルーガルーは上に戻る。

　再び鉄骨間の移動を繰り返し、隙すきを見つけると即座に襲いかかる。

　それを、幾度となく繰り返した。

　途方もない連続攻撃。それが終わるのは、相手がとうとう力が尽きて倒れたときのみだ。

　攻防が一体化した獣の戦闘に、シルヴィはなにもすることができなかった。

　相手は巧みに致命傷だけは避ける。

　だが、代わりに確実に血肉が削られていく。

「悪くない回避だ。だが、何度続けられる……!?」

　何度も何度も、獲物をいたぶる獣のように。

　ルーガルーは一撃と離脱を繰り返す。

「──なんのために、俺がこうしているかだと？」

　接敵し、切り裂く。跳躍し、銃声を遥か後方に置き去りにする。

「お前にはわからない……いや、お前以外の誰にも、この苦しみがわかることはない！」

　夜空に轟とどろく獣の声は、自分でもわかるほどに悲しみの色を帯びていた。

　ルーガルーの頰ほおには、獣の搔かき傷が走っている。記憶を取り戻した日に自傷した傷跡が、連盟で過ごした日々を思い出すたびに、どうしようもなく痛んだ。

　自分の大切な家族を殺した連中に、ずっと育てられてきた。なにも知らず、そいつらを家族と信じ、同胞だと愛し、全力で守ってきた。

　粛しゆく清せい官かんは汚れ仕事だ。仲間のために人を傷つけ、ときには殺しさえする。

　それも自分に課せられた、家族を守るための任だと信じてきた。若き英雄と讃たたえられ、その名声を誇りに仕事に励んできた。

　その自分が、なぜこんな目に遭わなければならない？

　耐え難い苦しみを消せるのは使命感だけだ。自分の家を、村を、すべてを燃やした獣どもを、自分が制御しなければならない。

　少なくとも、そうすることが正義のはずだ。

　募る怒りをそのままにして解き放つとき、しかしそこには忘れられない言葉が蘇った。

『あなたは、本当にいい子です。あなたがいつまでも幸せでいられるように、私が傍そばでずっと見守ってあげますから──』

　あのときのパートナーの、悲しげな笑みがずっと脳裏に焼き付いている。

　だが──ああ、どうしてだろうな。

　なんと皮肉なものだろうか。

　忘却だらけの人生で、消えてほしいと願った記憶だけは消えてくれないのだから。

「お前たちは、獣だッ！　自分たちの利益のためなら、なんでもする！　だれだって殺す！　だから俺が、手綱を握るしかない！」

　相手の肌を切り裂いて、ルーガルーは叫ぶ。

「それが、家も、誇りも、……その思い出さえも！」

　加速度的に増すスピードに、相手はとうとうまともな回避さえ覚おぼ束つかなくなる。

「すべて根こそぎ奪われた人間の──責務なんだよッ！」

　とっくに決めたことだ。この暴力都市に、自分が首輪をかける。

　その野望は、もうすぐに成る。

　ルーガルーの頭上で、増幅器が今にも粒子核を完成させようとしている。

　この思い上がった粛しゆく清せい官かんを始末したら、あとはしばらく夜空でも見上げていればそれで仕舞いだ。そうすれば、人面獣心を絵に描いたような連中を縛りつけることができる。

　ルーガルーは鉄骨に捕まり、敵の姿を見下ろした。

　それは、言葉通りの満まん身しん創そう痍い。

　幾度となく繰り返された攻撃の末に、シルヴィは見る影もなくなっている。白色の外がい套とうを赤く染めて、痛々しい傷を晒さらしながら、それでも次の攻撃に備えてぎりぎりで立っていた。

　銃もまだ、手放してはいない。

　だが、それが無駄な抵抗であることは火を見るより明らかだった。

「……悲しいな。弱いと、なにひとつ守ることができねえんだから」

　弱肉強食の定理。

　この世の理ことわりに砂さ塵じんのようにまとわりつくのは、いつだって無情の悲しみだ。

　弱者は、自分の命さえも守ることができない。

　この相手だってわかっているはずだ。そうだというのに、いちどのみならず自分に立ち向かってきた。

　ルーガルーは、呪う。

　この敵の愚かさを。あるいは、逆立ちしようとも勝つことのできない相手に、それでも命ある限り立ち向かわなければならないと妄執させた、この粛清官の背負う運命を。

　家の教えのために武器を手にした相手は、それゆえに苦しんでいる。

　弱者は歯向かわなければいい。自分より強い相手に無駄な抵抗をしても、その先にはなにも残らない。過去の自分も、勝てない相手に歯向かったせいですべての歯車が狂ったのだから。

　この場で懸命に抵抗するシルヴィの姿が、零番街が焼かれた日の自分の姿と重なり、今や人狼ルーガルーと名乗る犯罪者は、心の奥底で慈悲をつぶやいた。

（もう、楽にしてやるよ──）

　終わりの一撃。

　ルーガルーは鉄骨を蹴けり、直下の粛しゆく清せい官かんに向けて跳んだ。

　これまで幾多の敵を屠ほふってきた爪つめが狙ねらうのは、心臓部。

　背後に降り立ち、相手がけっして知覚できない死角から串刺しにする。

　指先に、熱い血潮が振りかかった。

　獣の爪は、たしかに相手の肉に埋まっている。

　──されど。

「……あなたに、言われず、とも」

　紙一重。ルーガルーが穿うがったのは、心臓のすぐ傍そば。

「弱かったら、すべてが奪われるなんてことは、よくわかっている。……あなただけじゃないのよ、それでも生きている人は」

　マスクのなか、ルーガルーは瞠どう目もくする。

　このまま、ほんの少し指を折り曲げるだけで心臓を突けるはずの爪が、しかしどういうわけだか動かない。

「だから──だから、ここに来たのよ。理想から程遠い自分を捨てて、少しでも強く……あのひとの隣にいても恥ずかしくない、完璧な自分でいるために……」

　そのとき、ルーガルーは懐かしく、また馴な染じみのない感覚を覚えた。

　とうに失っていた、獣が抱くはずのない感情──黒獣と呼ばれるようになってからは、どこか遠くに置いてきた本能の雄お叫たけびを。

　なんの冗談だ、と彼は思う。

　それは恐怖か、怖おぞ気けといえた。

　この遥か年下の下級粛清官に、自分は得体の知れない恐怖心を抱いている。

　何度切り裂いても気高く立ちあがり、こちらをぎろりと睨にらむ、一人の女粛清官に。

「ああ。ようやく、捉えた──」

　白犬のマスクが、すぐ間近で告げた。

　あたかも時間が止まったかのような、幻惑的な刹せつ那なの後。

　こちらを突き放すようにして、シルヴィは自身の身体から爪を抜いた。

　間髪入れず、機械が動く重苦しい音が続く。

　相手の持つ傘の先端が、零距離の自分に向けられる。

　それを知覚したと同時──ルーガルーは、あらん限りの大声で吼ほえた。

　自分にも理解できない、狂気じみた執念で動く敵の恐怖から逃れるために。

　その咆ほう哮こうが、ルーガルーの指先に土壇場で力を取り戻させた。

　獣の脳は、もう冷静さを取り戻している。どんな攻撃が来ようとも、自分ならば必ず対応できる。その応手で、この死に損ないの粛清官にとどめを刺せると確信する。

　大丈夫だ。万が一にも、負けはない。

　そして──




９





　少年にとって、戦闘とは避けて通れない手続きのようなものだった。

　戦うことに対する執着はまったくない。屍し者しやを操る能力を持つ彼にとって、生と死の境は驚くほどに希薄で、また曖あい昧まいなものだった。そして戦うという行為は、その曖昧なラインを超えるか超えないかという、ごく些さ細さいな結果を産むだけの儀礼的な行いにすぎない。

　少年の希望は、ただ好きに生きることだけだった。

　だが好きに生きるということは、すなわちだれかと衝突するということだ。

　好きに生きた結果、人形遣いはこの都市に生きる多くの者に敵視され、その身を追われることとなった。ゆえに当然の帰結として、まるで興味のない闘争を強いられた。

　とはいえ、興味がないことは自信がないことを意味しない。

　むしろまったくの逆で、人形遣いは自分が敗北することなどないと信じていた。

　その通称が示すとおり、彼は人形のように死体を操る。それが腐っていない限りは黒こく晶しよう器き官かんをも稼働させて、人形の持つ能力を引き出すことができる。そんな複雑怪奇な技巧を、人形遣いは五体もの死体で同時に行うことができる。

　要は、一人で疑似的に五人分の砂さ塵じん能力が扱えるのだ。

　戦闘用の人形と、移動用やサポート用の能力者の死体が用意できれば、それで終幕だ。自分にかなう者など、ありはしない。

　唯一の例外は、自分を捕えた二人組だった。

　歴代最強と謳うたわれた粛しゆく清せい官かんと、そのうら若きパートナー。この広大な偉い大だい都と市しにおいて、ほんのひと握りの実力者から、さらにぐっと絞り込んだような怪物が同時にかかってくるようなことでもなければ、だれも自分を倒すことなどできやしない。

　まして、名もマスクも知らない下級の粛清官一人に後れを取るなど、絶対にありえない。

　絶対に。

　そう、人形遣いは思っていた。
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　人形遣いは、ゆっくりと周囲を見渡した。

　イチヨンタワー上層、空中展望室は大破していた。割れた窓ガラスから、轟ごう々ごうと音を立てて暴風が舞いこんでいる。その強風が、フロアに転がった肉片をごろりと無感動に転がした。

　ピエロマスクの内部が濡ぬれている気がした。いや、気のせいではなくたしかに濡れていた。それは人形遣いの吐いた血だった。今しがたの戦闘で負った、手痛いダメージだった。

　愛用のヴァイオリンが壊れていないのは、奇跡といっていいだろう。

　もしくは必然か。弾く余裕がないほど苛か烈れつな時間だったせいで、早々に手放していたからだ。

　床に転がる肉塊は、どれも人形遣いの操っていた死体だが、それらの損害具合は一様ではなかった。鋭利な切断面を晒さらしているのは、相手の持つカタナで斬きられたものだ。

　それ以外の方法で機能停止に追い込まれた人形の形状は、形容のしようがなかった。ただ暴虐の限りを尽くしたような現象でもって、それらはただ破壊されていた。まるで触れるものすべてを灰かい燼じんに帰す嵐が通り過ぎ、それによって静寂が訪れたかのように。

　この破壊行為を行ったのは、ほかでもない。

「──ハァ、ハァッ」

　黒犬のマスクを被かぶった粛しゆく清せい官かんは、荒い呼吸を繰り返していた。傷だらけのボディスーツが、激戦の跡を証明していた。

　こうして改めて見ると、相手は意外なほどに小柄な身体をしていた（もっとも、自分が言うことではないと人形遣いは思ったが）。だがその[image: ]そう軀くが、まるで修羅か鬼神でも宿したかのような戦いぶりを見せたことを、人形遣いはすでに知っている。

「……引き分け、か」

　そうつぶやいてから、人形遣いは思い直す。

　この粛清官はおそらく、まだ戦えるだろう。だが、自分はもうこれ以上は無理だ。

「いや、訂正。──これは、ボクの負けだね」

　思わず拍手をしたい気持ちに駆られたが、そんな元気もなかった。

「強いね、キミは。本当に強い。驚いたよ、まるで戦うために生まれてきたみたいだ」

　人形遣いは腰を下ろした。

　くたくたに疲れ果てて、しばらくはそこから動くつもりがなかった。

「行っていいよ、性別もわからない粛清官さん。結局キミのことはよくわからなかったけど、どうしても上に行きたいという気持ちだけはよく伝わってきたから」

　相手は一、二秒だけこちらを見つめると、その首元に手を添えた。カチリ、とインジェクターを解除する。すると、その場に漂っていた銀色の砂さ塵じん粒子が姿を失せた。

　あの、おそろしい効力を持った砂塵粒子が。

　大きく武闘派と分類される能力にも種類がある。仮に粛清官レベルの能力者であったとしても、持ち前の粒子の特性を間接的、あるいは副次的に戦闘行為に転化している者が多い。

　だが、この粛清官は異なる。

　粒子の効用それ自体が、ただ破壊することに特化している。

　──純武闘派の砂塵能力者。

　当人が無双の剣士であり、かつ扱う能力が暴力一辺倒というのは、幾度となく一流の兵士と戦ったことのある人形遣いをしても、これまで相対したことがない逸材だった。

　相手はカタナを鞘さやに納めた。それからなんの挨あい拶さつもせず──一いち瞥べつさえも残さず、人形遣いを素通りして、少々よろけた足取りで先を行った。

（……本当に、捕まえる気はないんだ）

　自分を負かした生涯二人目の相手の名を聞こうと思ったが、どうせなにも答えないだろうことはわかっていた。

　その場に取り残されると、人形遣いは天井を見上げた。

「上も、もう終わるみたいだね。……ああ、どうなったんだろう。彼は……あのお兄さんは、望みをかなえられたのかな」

　厚い鉄板の向こう側から、自分たちと並行して戦っている人たちの振動がずっと伝わってきていた。人形遣いには、きっとこうなるだろうという予想があった。いずれにせよ、結果はこの目でたしかめられるものだと思っていたが、やはり人生には予想外の出来事は付き物だ。

　なんだか不思議な日々だったな、と考える。

　生まれたときから観劇が好きだった。

　少年にとっては退屈こそが人生最大の敵で、だからこそ底抜けに明るい喜劇を好んだ。

　この偉い大だい都と市しで獣人たちが織り成すステージは、けっして喜劇ではない。だが、少なくとも顚てん末まつの気になる戯曲ではあった。

　人形遣いは、すぐ傍かたわらにあったヴァイオリンを拾う。

　それから、ぼろぼろの身体に鞭むち打って演奏をはじめた。

　選んだのは砂さ塵じん礼らい讃さん曲きよくと呼ばれる、かつて塵じん禍かの世を歩いた流浪の民たちが遺のこしたとされる曲のアレンジだった。人形遣いがこれまで施した数多あまたの編曲のなかでも、特に大切にしている調べだ。

　人形遣いが気に入る相手は少ない。

　だからこそ、彼は特別な相手には特別な楽曲を見舞う。

　荘厳な礼讃曲が、夜空の下で奏でられた。その観客のいない独り舞台が終わるのは、奇しくも階上の死闘が閉幕するのとほぼ同時刻のことだった。
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　縦横無尽に飛び交う獣を前に、シルヴィは成す術すべもなかった。

　一見すると直線的なはずの動きが、その実常軌を逸した変則性を持っており、シルヴィの狙ねらう偏差射撃はルーガルーに掠かすることさえなかった。

　相手はこちらのほんの僅わずかな隙すきを見逃さず、流れ星のように着弾しては自分を切り裂いていく。九九パーセントの勝率を百パーセントにするために、ルーガルーは畳みかけることなく、確実にこちらの体力を削いでいく。獰どう猛もうな獣性に反して、どこまでもクレバーな戦術だった。

　──まるで死のダンスね。と、シルヴィはどこか冷静な部分で思った。

　たったいちど、たった一瞬でも避けるタイミングを見誤れば、それが死に直結する局面。

　ほんの一時も気を休めるわけにはいかない、嵐のような猛攻を受けていると、自分の思考が加速度的に鈍っていくのをシルヴィは自覚する。

　自分が今、なぜ攻撃を避けることができているのかさえわからない。

　だが、流れる血の量が増えていくたび、シルヴィは不思議なことに、自分の動きがむしろ洗練されていくのがわかった。

　肌を裂く痛みが、いつかの記憶を思い出させた。

　今でも夢に見る。女学園から家に帰ったとき、この目に焼きついた惨劇を。とある老婆の犯罪者に聞かされた、まともな姿形さえ残されなかったという、両親の無惨な死にざまを。

　あの日から、まったく血まみれの毎日だ。

　自分の血を流すか、相手の血を流させるか。この偉い大だい都と市しが暴力都市だということは、亡き父親に教わっていた。中央連盟の敷く秩序の歴史はまだまだ浅く、一見では平和に見える日常の裏では、残酷な欲望のゲームが繰り広げられているのだと。本来ヒトに許された能力の限界を超えた者たちによる、野獣さえも臆するような熾し烈れつな争乱が巻き起こる場所なのだと。

　そう知っていたというのに、茨いばらの道を選んだのは自分自身だ。

　べつに、だれに理解されなくてもよかった。異常なまでのストイックさを気味悪がられようとも、自分の素性や目的を明かすことはできなかったし、そうするつもりもなかった。

　完璧を目指さなければならない。そのために、世間知らずの箱入り娘にすぎない自分は、だれにも真ま似ねできないような努力を重ねなければならない。

　孤独で険しい山道を登り切ったときにこそ、初めてこの目的は達成されるのだから。

　だから、それまではなにも求めるつもりはなかった。

　そう、ずっと望みなどなかったのだ。パートナーが必要だと思ったのも、それが粛しゆく清せい官かんの規則だったからのはずだ。仮にほんの少しばかり寂しくとも、この孤独感は受け入れなければならないものだと、そう自分に言い聞かせていた。

　生まれの宿命を果たすのはひとりでいい。これはたったひとりの過酷な旅路でいい。

　そのはずだったというのに。

（チューミー……）

　朦もう朧ろうとする頭で、シルヴィは過ぎ去りし日のことを思い出す。




「──どうして、戻ってきてくれたの？」

　どこかで鳥が鳴いていた。二重窓の外では、都市第一公園の自然溢あふれる景色が広がっていた。塵じん工こう的に染められた紅葉が、さらさらと砂さ塵じんの擦すれ合うような音を立てて風に揺れていた。

　それは、シンがパートナーとして就任してすぐの日曜のことだった。

　就任祝いの食事に誘ったのはシルヴィのほうだった。選んだのは、いつか行きたいと思っていた、二番街の小こ洒落じやれたレストランだ。評判通り、サービスも食事も悪くない店だった。

　二人は個室で、静かに食事をしていた。

　塵工調理のコースをゆっくりと費やして、食後のドルチェに嬉うれしそうな視線を向けるシンに向けて、シルヴィはようやく、ずっと気になっていた質問を投げかけたのだった。

「チューミー。聞きたいことがあるの」

「ん？」

「あなたは、立派に復ふく讐しゆうを果たしたでしょう。もう、自由にどこへでも行くことができたじゃない。それなのに、どうして戻ってきてくれたの？」

「っ、げほ、ごほ！」

　それがよほど意外な質問だったのか、相手は飲んでいたコーヒーにむせた。

「なんだ、その質問は。べつになんだっていいじゃないか」

「そんな返しってないんじゃない？」

「こ、答えなければいけない義務はない」

「ふふ、なによそれ？　言いづらいことなの？」

　シルヴィは机に肘ひじをついて、ほのかな笑みを浮かべて答えを待った。

　相手は、あからさまに目を泳がせていた。寡黙な言動に反して、実はとても表情が豊かだということは、その素顔を知ってからすぐにわかったことだった。

「た、単に、ほかに行く当てがなかったからだ」

　そっと目を伏せて、シンはそう言った。

「俺みたいなアウトローが生きていくには、結局は血ち腥なまぐさい仕事しかない。せっかくボッチに勧誘されたことだし、妙なところで傭よう兵へい業をするよりも中央連盟で働いたほうが、なにかと都合がいいと思っただけだ」

「……それだけ？」

「ああ、それだけだ」

「本当に？」

「本当だ」

　シルヴィは首を傾げた。大切な身体を傷つけずに生きていく方法は、いくらでもあったはずなのに。

　赤眼は、ついぞ伏せられたままだった。その頰ほおが赤らんでいるように見えたのは果たして、窓から射した陽光が作った錯覚というわけでもないだろう。

「……ふふ。あはは」

　おかしい、と素直に思って笑ったシルヴィを、シンが睨にらんだ。

「な、なぜ笑う？　感じが悪いぞ」

「ふふ。そうね、ごめんなさい」

　両親が死んだ日、自分はすべてを失くしたと思った。

　だが、ごく当たり前の事実として、人は生きている以上、また新しいなにかを獲得することができる。

　見上げても全ぜん貌ぼうが覗のぞけないほど高い頂きまでの道のりで、もし見つけられたものがあったなら。

　少なくとも、自分の目を奪って離さない笑顔だけは──




（──ねえ、チューミー。あのとき、本当はなんて言うつもりだったの？）

　噓うそをつくとき、そっと目を伏せる。後ろめたい思いを隠す気なのだろうか、けっして視線を合わせないように。あのレストランでも、病室でも、結局その真意は隠されたままだった。

　だが、バレバレなのだ、いつだって。

　そんな思惑が透ける仕草を目にするたび、胸が締めつけられるような感覚を覚える。ずっと見ていたくて眺めていると、あのひとは恥ずかしそうにマスクを被かぶって隠れてしまうのだった。

　だれに嫌われても、貶けなされても、背かれても、それで構わないと思っていた。

　哀れみや侮りの目線さえ、甘んじて受け入れるつもりだった。

　それが、あのパートナーから向けられると──

　自分が耐えられないのは、たったひとつだけ。

　たったひとつだけだ。

　自分の目指すべき理想が壊れて、完璧がどこまでも遠ざかってしまうこと。

　それを避けるためならば、この程度の死線を超えることなんてなんでもない。

　鉄の床に血の海が広がっていく。毎秒毎秒が死と隣り合わせの状態で、シルヴィはじっと、ただそのときが訪れるのを待っている。

　肉を切らせて、骨さえも断たせて、最後には相手を討つ。そのための準備は、もうできあがっている。

　無限にも思えた猛攻の末、視野の端から黒獣の姿が消え失せた。

　とうとう、相手は勝負を決めにきたのだろう。

　狙ねらうはこちらの死角、真上からの攻撃。

　そこまでは読めている。だが、そこから先は純粋な反射の領域だ。

　これまで必死に積んだ訓練が噓だったか否かが、ここで試される。

　ルーガルーが飛び降り、自分の背後に回る。相手が刺しに来たのは、腹か、胸か、首か。薄らぐ視界のなかで、それでもシルヴィは、黒い光のような相手の動きから目を離さなかった。

　攻撃は見えた。

　その上で、回避することはなかった。

　わずかに上体を逸そらせて、致命傷を避けただけの爪つめが、シルヴィの身体に深く突き刺さる。その凶器の腕を引き抜くと同時、シルヴィは雨傘の先端を相手に向けた。

「ああ。ようやく、捉えた──」

　正真正銘、これが勝敗を分ける最後の瞬間だ。

　獣の第六感か、ルーガルーはこちらの持つ切り札の恐ろしさに勘づいたようだ。

　だが、気づいたときにはもう遅かった。こと早撃ちにかけては無類の自信を持つシルヴィが、トリガーにかけた指を引いた。

　そして──




　シルヴィは考える。

　ルーガルーとの戦闘で、ずっと気がかりだったことがある。

　それは相手の持つ癖だ。こちらが間近で銃を撃つとき、彼はほんの少しだけ、その動きを遅らせる。瞬きさえも許されないほどに些さ末まつなタイムラグだが、シルヴィはそれを見逃さない。

　決定的だったのは、博物館戦の最後の攻撃だ。

　あのとき、ルーガルーはたしかに一瞬、その動きを止めた。だからこそ、シルヴィの腹を抉えぐった一撃は致命傷には至らなかったのだ。彼は、それを故意ではなかったと言う。

　ではルーガルーはいったい、なにに攻撃を阻害されたのか？

　考えられるとしたら、答えはひとつしかない。

　それはおそらく、発火炎。トリガーを引いた際、塵じん工こう火薬の燃焼生成物と空気が入り混じり、銃口から高温のガスが噴き出る、銃器には付き物の現象だ。

　疑惑を確信に変えたのは、雨傘に与えられた最後の機能を知ったときだった。

　あの日、ボッチが持ってきた追加装甲。

　それは、まさしく獣を狩るための切り札にほかならなかった。

　雨傘は第一から第三までの機構を恒常として有する。設計上わざと空けてある最後のスロットには、その時々の必要に応じた特別な武装が装備できるようになっている。

（──タイダラ警けい壱いつ級きゆう。あなたという人は、いったいどこまでわかって……）

　第四フオーススロット、特殊対応スペシヤライズド。

　雨傘の内部に取りつけた小型塵工燃料のタンクに着火し、専用の銃口から爆炎を放出する。〝火事場〟の異名を取るボッチが使用する、棺ひつぎから放たれる火炎そのものである。




＊





　雨傘の先端が、火を噴いた。黒ずくめの鉄塔に煌きらめいた光は、夜空に突如生まれた超新星爆発のように辺りを赤く照らした。

　零距離で接敵していた二人の間に、猛火が燃え盛る。凍てつくような空気を溶かして、急速に肌を焼く高温が。

「────ッ！」

　自分の懐で発生した火炎に、相手の驚きよう愕がくが伝わった。おそらく、ルーガルーはこちらの放つあらゆる攻撃に対応するつもりだったに違いない。

　だが、ルーガルーは動かなかった。

　否、動けなかったのだ。いかなる思考や理性の介入も許さない、根源的な恐怖のために。

　そう。獣は、本能で火を恐れる。

　対して、人間は──

　シルヴィが、傘を開いた。それを盾にして炎のなかに割って入り、広げた雨傘の前面を獣の腹部に押しつける。

「──獣はあなたよ、ルーガルー」

　散弾の、炸さく裂れつする音がした。

　ルーガルーの体幹──爆炎を受けて爛ただれた皮膚の表面に、無数の銃弾が突き刺さっていた。

　これまでの激戦が噓うそだったかのような、一抹の静寂が訪れた。

　傷口に、彼はそっと触れた。獣の掌てのひらについた、べっとりとした血を眺めてから、ふと思いついたように夜空を見上げた。

「……は。やっぱ、いつまで経っても、見慣れねー……」

　巨きよ軀くが、揺らぎ。

　一瞬、讃たたえるようにこちらを見据えて、

「──お前の勝ちだ。粛しゆく清せい官かん」

　それから、ずしんとその場に倒れこんだ。

　それを追うようにして、シルヴィも膝ひざを突く。

「はぁ……はぁっ……っ！」

　身体のなかに溜まっていた、すべての息を吐き出した。

　意識が朦もう朧ろうとする。血を流しすぎたせいだ。自爆のごとく近距離で放った火炎放射のせいで、全身が燃えるような錯覚があった。

　だが、まだ終わってはいない。

　見上げると、そこには依然として青白い光源が浮かんでいる。

　砂さ塵じん増幅器を破壊しなければ、この事件は収束しない。

　青白い光を放つ粒子の球は、もうとっくにルーガルーの手を離れた証拠として、まさに膨張を開始していた。砂さ塵じん粒子の密度が限界値に達して、膜の外側に飛び出そうとしている。

　あの粒子核が拡散すれば、イチヨンタワーの頂上から偉い大だい都と市しに向けて、自動的に獣人の因子をばらまく。ルーガルーが倒れた以上、市民たちが統制下に置かれることはないだろうが、逆に言えば、理性の欠如した獣たちが街に溢あふれかえることになる。

　事態を止めるには、砂塵増幅器の中央装置を破壊するしかない。

　そして、それができるのは、今ここにいる自分だけだ。

　シルヴィはスロットを回し、雨傘を変形させた。

　使うのは第三のスロット、狙そ撃げき銃だ。

　超高度射撃のため、雨傘のストック部を最大まで伸ばしてフロアに固定する。それから膝ひざを突き、銃身がぶれないように身体を密着させると、シルヴィは照星を覗のぞき込んだ。

　マスクの内側のスイッチを押して狙撃補正モードに移行すると、風速などの周囲環境を計測した情報が、アイモニター越しにグラフィカル・サジェストとして表示される。

（対象、距離一五五……射角、八十一……）

　これほどの高所で行う射撃は、生まれて初めてのことだ。

　残りの狙撃弾は、たったの一発。

　この暴風が吹き荒れるなか、残りたった一発の弾丸を確実に命中させなければならない。

　だというのに──

（……うそ。うそよ……！）

　手が、震えた。

　初めて銃を持った日のように、手が震えて照準が合わない。何度構え直そうとも、どうしても震えは収まらなかった。

　今にも昏こん倒とうしそうな体調のせい。

　初めて射撃する場所の緊張のせい。

　これをはずしたら終わりだというプレッシャーのせい。

　どう言い訳することもできるが、どの言い訳も一様に無意味だ。

　自分は粛しゆく清せい官かんだ。今この場で的に弾たまを当てることができない人間には、なんの価値もない。

　焦れば焦るほど、震えが大きくなった。

　狼ろう狽ばいするシルヴィは、背後から何者かが近づいてくる靴音を聴いた。

　その人物は脚を引きずりながら、ゆっくりと歩み寄ってくる。

　彼は、倒れる獣、上空で煌こう々こうと光を放つ粒子核と、四方に広がる偉大都市の夜景を見て、最後にパートナーの姿を目にした。

「シルヴィ」と、いつもの機械音声で声をかけてくる。

「チューミー、どうしよう……！」

　シルヴィは、あまりの動揺から、開口一番にそう口にした。

「わたしが……わたしが、止めなきゃいけないのに。手が震えて、撃てないの。ここまで来て、ルーガルーも倒して、あとはこれだけだっていうのに、どうして……！」

　やっぱり届かないのか、とシルヴィは思った。

　最後の最後に、自分はこの甘さを断ち切ることができない。

　完璧であることができない。

　半狂乱になりながら、シルヴィは手の震えを止めようと、懸命に努力していた。

　だというのに、

「……ふっ。まじめだな、お前は。本当に」

　まるでその様子がおかしいかのように笑って、シンはシルヴィの隣に座った。その身体は、どこも傷だらけだった。どうやら、彼も何者かと激しい戦闘を繰り広げてきたらしい。

　だが、シンはまるでなにもかも気にしないかのように、どこか穏やかな口調で言った。

「シルヴィ。はずしてもいい、気楽に撃つんだ」

「な、なにを言っているのよ！　これをはずしたら、どうなると思っているの」

「ああ。偉い大だい都と市しが獣人だらけになれば、責任問題どころの話ではなくなるだろうな。だが、それがいったいどうしたというんだ？」

　シンはグローブをはずすと、ごく当たり前のことを口にするかのように、こう続けた。

「そうしたら、俺がいっしょに逃げてやる。粛しゆく清せい官かんなんかやめて、地下でも、偉大都市の外でも、どこへでも、いっしょに。だから落ち着いて、ただ的を狙ねらって撃ってみろ」

　暖かい手が、雨傘を握るシルヴィの手を覆った。

　途端、シルヴィは懐かしい感触を覚えた。

　反射的に思い出したのは、父が被かぶっていた鏡張りのマスク。




　あくまで完璧であろうとするきみの気高い姿を受け止めてくれる人が、きっと現れるから。




　震えが、止まった。




　次の瞬間、シルヴィは迷いなく引き金を引いた。

　齢よわい六歳から今日に至るまで、毎日のように訓練を続け、何百万発と銃を撃ってきた経験が、どこを狙えば的に弾たまが当たるのかを、自然と教えてくれた。

　偉大都市の空を割るような、一発の銃声が轟とどろく。

　最後の弾丸は白い軌道を描いて、暗い空を切り分けるようにして進んでいく。粒子核ごと砂さ塵じん増幅器の中央を貫いて、その拡散を食い止める。




　下りきった夜の帳とばり。

　だれよりも高い場所で、その白と黒は、なおも高い空を眺めている。

　言葉はなく、血に濡ぬれた身体を襲う冷たい風のなか、互いに暖め合うかのようにして、ただ寄り添っていた。




　それは、だれが見ても文句のない。

　ふたりの人間の、ひとつの完璧なかたちだった。
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　二番街の中心地。

　その日の偉い大だい都と市し会館には、多くの連盟関係者が集っていた。

　粛しゆく清せい官かんのみならず、支援、総務、連絡、医療を含めた連盟職員や、資金的な援助を行う各企業の重役たちが招かれて、半期にいちどの論功行賞の場に参列している。

　論功行賞とは、あらゆる観点から偉大都市の秩序維持に貢献したと判断される者を労ねぎらい、賞与を与える会合のことである。

　塵じん工こう科学的な発明による都市の発展や、より拡張的な土地開発を担った事業主などもその名を呼ばれるが、実質的な主役は、中央連盟の誇る精鋭部隊、粛清官たちの功績発表だった。

　今期は、九名の粛清官に特別勲章の贈与が予定されていた。

　しかし、実際に壇上に立った粛清官は八名だった。その欠席した粛清官は、今年度最大の騒乱を引き起こした獣人事件で活躍した者であり、いわば今回の論功行賞の主役の一人とも言えるのだが、まだ事件の傷が癒いえておらず、人前には立てないとのことだった。

　最後に勲位を授かったのは、獣人事件の前期担当を務めた、シーリオ・ナハト警けい弐に級きゆうだった。

　指揮のみならず当人も粛清戦に参加し、火事場のボッチとともに二二六人にも及ぶ凶悪な獣人の大群を鎮圧した功績が述べられたとき、参列者の多くが感嘆の声を漏らした。流石さすがは天下に名を轟とどろかせる粛しゆく清せい官かんである、と。

　そんな賞賛の声を浴びながらも、シーリオは普段にも増した仏頂面を浮かべていた。




　此度の獣人事件は、かつてない波紋を偉い大だい都と市しにもたらした。

　粛清官の仕事の多くは、犯罪が一般被害にまで及ばないように未然に防ぐものだ。

　それが今回の事件では、連日の獣人テロを受けて報道陣が騒ぎ立て、終盤には中央連盟の威信失墜を嘆く声が目立っていた。

　とはいえ、今回の仕事は及第点だとシーリオは思う。マスコミに嫌味を書かれる程度のことであれば問題はない。シーリオがもっとも苦労した情報規制は功を奏したと言えるだろう。

　今回の事件は、伏せるべき事実があまりにも多い。

　主犯の正体や、脱獄した凶悪犯もさることながら、最大の秘密はやはり砂さ塵じん増幅器だ。

　この偉大都市には、表おもて沙ざ汰たになってはならない闇やみがある。たしかに、今はまだ秩序が成り立っているように見えるだろう。安定期に入った現代では、このまま平和な毎日を死ぬまで過ごせると思っている市民も多い。

　だが薄い氷面一枚を隔てた向こう側には、明日にでも都市を崩壊させうる可能性が眠っているのだ。それも、ひとつやふたつではない。

　その最たる例が砂塵増幅器だ。塵じん禍か勃ぼつ発ぱつの発端を担ったとさえ言われる、旧文明の置き土産。砂塵兵器と呼ばれる代物は、いつかまた必ず自分たちに牙きばを剝むく。

（……欠かけ片らの林りん檎ご。けっして目覚めてはならぬ神の器、か）

　一部の粛清官のみが知る重大な事実を、シーリオは思う。

　粛清官の仕事が終わることはない。

　それがわかっているから、シーリオは論功行賞の場でも気を緩めることはなかった。

　周囲のスポンサーたちは、獣人事件の影響で開催延期となった一五〇周年記念式典の再開時期についてなどを能天気に話し合っている。平和ボケに片足を突っ込んだ門外漢たちを横目に眺めながら、シーリオは次なる粛清案件のことを考えていた。
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　どこか遠くから、ジャズの演奏と歌声が聴こえた。

　下の舞台で歌っているのだろう。きれいな女性ボーカルの声だった。明るい曲調でありながら、どこかメロウな雰囲気で、嫌いではなかった。

　室内は薄暗いブルーライトに照らされていた。立食に疲れた客が利用する休憩室なのだろうが、二階の端という立地のせいで、自分以外にはだれの姿も見えなかった。

　壁沿いのテーブルに置いてある蒸留酒のボトルとグラスが、雲で見え隠れする月光を反射して、きらきらと光っていた。

　大窓の向こうには、偉い大だい都と市しの夜が映っている。

　柔らかなソファ席に身を預けながら、シルヴィはじっと、夜景を眺めていた。

　こうしていると、気分が落ち着く。

　この都市で生まれ、この都市で育った。街の景色を見ていて心が落ち着くのも、当然のことかもしれない。

　ふと、シルヴィはこう思う。あのときは深く考えなかったが、この光景が守れたのであれば、それは自分が思っていた以上に意義のある働きだったのかもしれないと。

「ここにいたのか、シルヴィ」

　扉の開く音とともに、そう声をかけられた。

　聴き慣れた機械音声は、わざわざ目をやらなくともその声の主を教えた。

　部屋に入って来たシンは、室内をきょろきょろと見渡して言った。

「なんだ、この隠し部屋のような場所は。よく見つけたな、こんなところ」

「昔から、パーティ会場の人ひと気けのない場所を探すのが得意なのよ。ひとりになりたくて、よく探したから」

　かつて盟主の娘として生きていたときに身に着けた能力だ。粛しゆく清せい官かんになってからはこういった場所に来る機会はめっきり減ったが、どうやら今なおそうした嗅覚は衰えていないらしい。

「隣、いいか？」

「ええ」

　シンはボディスーツの上のジャケットを脱ぐと隣に座った。

　いつも通りの戦闘服は、とても宴会に参加する者の格好には見えない。とはいえ、粛清官には特殊な人間も多いため、案外それでも周囲から浮くことはないのかもしれないが。

「懐かしいな。ここは」

「そうね。半年ぶりかしら」

　この場所──偉大都市会館は、二人がパートナーを組む前に仕事で利用した連盟御用達の施設だ。シルヴィがいちどは手放した本名を使い、とある誘ゆう拐かい組織を呼び寄せるために大々的な催事を開いた場所である。

「あのときのミラー家の催しにいた顔やマスクを、下の会場で何人か見かけた気がする」

「そうでしょうね。だから、わたしはあまり下にいられないのよ。この素顔を見られるわけにはいかないから」

　シルヴィが論功行賞に参加したのは、今日が初めてのことだ。

　この段になって気づいたが、自分は今後も連盟関係者が多く集う場所では、あまり不用意にマスクを取ることができないようだ。さもありなん、とシルヴィは思う。

　いずれにせよ、今更気にするようなことではない。

「下で、報道陣に向けた獣人事件の概要の説明があった。今回の事件は、主犯のルーガルーと名乗る正体不詳の非正規市民が、不当な理由で中央連盟に恨みを抱いて計画した凶行だそうだ」

　当然の処置として、ルーガルーの正体は世間に公表されていない。死亡したはずのウォール・ガレットが関わっていたという事実は、粛清案件に参加したごく一部の粛しゆく清せい官かんにしか知らされておらず、また厳格な緘かん口こう令れいが敷かれていた。

「事件のあとで、ボッチから話を聞いた。お前は、ガレット警けい弐に級きゆうと面識があったんだな」

「少しだけよ。官かん林りん院いん時代に、ちょっと話したことがあるだけ」

　シルヴィは思い返す。戦いの最後、空を見上げて倒れた男の姿を。

　ウォール・ガレットが死の偽装工作をしてまで連盟に復ふく讐しゆうを望んだ理由はわからない。だがおそらく、すべてがただ復讐のためだったというわけでもなかったはずだ。

「ガレット警弐級はイチヨンタワーの上で、きっとだれかを待っていたのだと思う。わたしではない、特別なだれかを」

　けっして、多くを話したわけではない。

　それでも、シルヴィにはそう思えてならなかった。

　彼の高名な元パートナーの砂さ塵じん能力は、シルヴィもよく知るところだ。

　あの日シンを上まで送り届けたのが、まさしくかの粛清官の力だということを聞いてから、その疑惑は強まっていた。

　そもそも、ウォールは中央連盟が自分のところまで辿たどり着けるように情報を操作していたのではないかとすらシルヴィには思える。七番街でドン・グスタフを殺害したときも、その痕こん跡せきを消すことは容易にできたはずだ。

　限られた者しか壇上にあがることの許されない舞台で、彼はかつてのパートナーと会い、なにを話したかったのだろうか。

　粛清官と犯罪者。その両方の性質を携えて、中央連盟を獣だと言い切り、その牙きばを剝むいた彼は、いったいなにがあって変へん貌ぼうしたのだろう。

「だが、来たのはお前だった。そしてやつを粛清したのもお前だ、シルヴィ」

「おそらく砂塵兵器の負担のせいで、彼は普段よりもずっと戦闘能力が落ちていたはずよ。万全の状態の彼と戦っていたら、きっとわたしではどうにもできなかった……」

「だからなんだというんだ？　変な謙けん遜そんをするな。これは大きな功績だ。だからこそ、今期の昇格が決まったんだろう？」

　そのとおりだった。

　シルヴィの処遇は、本部で物議を醸したという。待機命令が出ている状況で単身行動に出たのは、規則的に言えば問題がある。それでも主犯を粛清した上に、表向きには無関係だったことになっているとはいえ、十八年前の事件の遺恨である砂さ塵じん兵器さえも破壊している。

　マイナスを差し引いたとしても余りある大金星だ。

　総務が口を出しづらいボッチ・タイダラが主任の粛清案件ということもあり、結果として処罰はなし、かつ今期の一階級昇格ということで考査は落ち着いたようだった。〝火事場〟の周辺は曲くせ者もの揃ぞろいだという印象を、改めて総務は強めたに違いない。

「あまり喜ばないのだな。目的までの第一歩だというのに」

　シンが不思議そうにそう言った。シルヴィはなにも答えなかった。

　微妙な沈黙が場を包んだ。

　二人には、終わった事件に置いてきた蟠わだかまりがある。それに、二人とも気づいている。

「シルヴィ。ずっと、話したかったことがあるんだ。その、この前の話なんだが……」

　相手が言い切る前に、シルヴィは席を立った。

　もう、これ以上まどろっこしいのはごめんだった。

　近くにあった麦色の蒸留酒が入った瓶びんを手にすると、グラスに勢いよく注ぐ。なみなみと注がれた酒に、シルヴィはストレートで口をつけた。

「お、おい。それ、すごく強い酒じゃないのか……」

　シンが啞あ然ぜんとした様子で言うが、シルヴィは無視して飲み続けた。

　冷たいはずの酒が、喉のどを通るときはなによりも熱く感じた。すきっ腹に収まってから、言葉どおり五臓六腑に染み渡るように、じわりじわりと体内にアルコールが広がっていく。

　グラスを空けたとき、シルヴィの頰ほおはすっかり赤く染まっていた。目はとろんと熱を持っており、それどころか、ひっくと声に出してしゃっくりまでする。

「だ、大丈夫か、シルヴィ。なんだか目が据わっているが……」

「おいしいわ、このおさけ」

「や、やめろ！　急性アルコール中毒になる！」

　二杯目を注ごうとしたシルヴィを、シンが力ずくで止めた。シルヴィは腕を振りほどこうとしたが、無理だとわかると渋々と瓶を手放した。

「あ、あぶな……！」

　床に落ちそうになった瓶を、シンがキャッチする。

　その身体を、シルヴィはどんとソファに突き倒した。

「なっ、なにをするんだ」

「ちゅーみー、ますくとって」

「マスクを？　どうして」

「いいから、とって！」

　そう怒鳴られて、シンは動揺しながらもマスクの後頭部に手を伸ばした。特殊なジェスチャーを施さないと取れない仕様になっている黒犬の仮面を、そっと外す。

　マスク癖のついた黒髪に包まれた、少女の顔が露あらわになった。

「こ、これでいいか？」

　機械音声を通さない、生の声が言った。

「な、なんか、お前、酒が入ると変だぞ。水を持ってくる。ちょっと待っていろ」

「だめよ。どこにもいっちゃだめ」

「でも……」

「でも、じゃないの」

　シンは助けを求めるように周囲に視線をやったが、だれの姿も見えなかった。

「それより、さっき、なんて言おうとしたの？　話したかったことって、なに？」

「あ、いや、それは、その……」

　こうなると話しづらいのか、シンは言い淀よどんだ。

　シルヴィは不機嫌そうに眉まゆをひそめると、思っていたことをごく素直に口にした。

「あなたは、ひどいひとだわ。あのとき来るなって言われて、わたしはとても傷ついたのよ。わかっているの？」

　すると、シンは心底ばつの悪そうな表情を浮かべた。

「……あの件は、悪かったと思っている。咄とつ嗟さに、ああ言ってしまったんだ。だが、お前のことを実力不足だとか、足手まといだとか思っているわけじゃない。本当だ。信じてほしい」

「ううん、いいの。だって、あなたは悪くないから。あなたは、ただわたしを心配してくれていただけだから」

　シルヴィはさみしげに目線を落として言った。

「悪かったのは、わたし。ミスばかりしていた、だめに思われてしかたなかったわたしに問題があったのよ」

「そんなことはない。お前が、ずっと努力していたのはよく知っている。たぶん、これは俺の問題なんだ」

「その話も、もういい。もう、こういうやりとりはいやなの。だから、これだけこたえて」

　シルヴィは相手の[image: ]そう身しんを組み伏せると、思わず嫉しつ妬としてしまうほどに美しい赤眼を間近に捉えた。そのままの姿勢で、うろたえる相手にたずねた。

「チューミー。わたしのこと、見直した？」

「え？」

「見直したかって、聞いているのよ。こんどこそ、正直にこたえて」

　その質問が、すべてだった。

　昇格も功績も、たしかに野望を果たすための大切な足がかりだ。だが今シルヴィがもっとも求めているのは、このシンプルな問いかけの答えにほかならない。

「あ、ああ。見直した」

「ほんとうに？」

「当たり前だ。警けい弐に級きゆうレベルを単身で倒すのは、並大抵のことじゃない。話を聞く限りでは、俺にだって怪しいような相手だ。本当に、すごいことだと思っている」

「……ほかには？」

「砂さ塵じん兵器の破壊もそうだ。お前はもう、単に射撃の名手などというレベルじゃない。明らかにこの都市一番の銃使いだ。お前のほかに、いったいだれがあの条件で的に弾たまを当てられるというんだ？」

　シルヴィは、しばらくむっつりとした表情をしていた。

　いずれ体勢を保つのに疲れて、崩れるように倒れる。相手にのしかかるようにしてソファ席におさまると、

「……なら、いい」

　満足げに、そうつぶやいた。

「シ、シルヴィ。その、いい加減どいてくれないか」

「やだ」

「やだって、お前……」

「だって、疲れたんだもの。ものすごく、疲れたのよ。だから、ちょっとだけ長めに有休を取ったの。あしたから」

「そうなのか？」

　シンが驚く。これまで就業規則で取らなければならない休暇以外では、どれだけ言っても休みを取らなかったというのに、心変わりが不思議なのだろう。

「気になっていた戯曲があるから、それを観に行くの。それと、新しい服も欲しい。ひさびさにちゃんと甘い物も食べたいし……あと、旧文明博物館にお金を寄付しないと。たくさん、壊しちゃったから」

「そうか。それは、大変なスケジュールだな」

「なに言っているの？　あなたも行くのよ」

「俺も？」

　シンが声を裏返した。

「そう。あなたも来て、わたしと買い物したり、いっしょになにかを見たりするのよ」

「で、でも俺、そういうのは、よくわからないから」

「こういうときの返事はね、はい、だけよ。わかった？　チューミー」

「は、はい……」

　相手がぎこちなく頷うなずいたのを見届けると、いよいよ限界が訪れた。

　全身が、ずっしりとした疲労感に包まれている。

　なんとなく、起きた後で後悔するような言動を取ったかもしれない、と酔った頭でシルヴィは考える。それを心配することさえ億劫になると、どんどん目ま蓋ぶたが落ちていくのがわかった。

　まだ起きて話していたいというのに、どうしようもないほどの微ま睡どろみに襲われてしまう。

　どこか心地よい気け怠だるさにすべてを任せて、シルヴィはゆっくりと瞳ひとみを閉じた。




＊





　はあー、と深いため息をついた。

　一流の料理人が作ったはずのビュッフェが、どうにもおいしく感じられない。

　その理由が、リッカルにはよくわかっていた。

　今回の論功行賞の場で、リッカルはずっと片思いしている粛しゆく清せい官かんの姿を探していた。

　いい加減、結果はともかく気持ちの整理をつけたいと思っていたというのに、こういうときにうまく出会うことができないから自分はだめなのだろう。

「なに落ちこんでいるのよ、ばかリッカル」

　そして希望とは裏腹に、このきつい口調のパートナーにはすぐに見つかってしまうというから不思議なものだ。

　リッカルが振り向くと、常のように不機嫌そうな顔を浮かべたリリスが立っていた。いつもどおりのゴシックな雰囲気の服装で、猫のマスクを脇に抱えている。

「べつにいいだろ、リリス。放っておいてくれよ」

「わけわかんないわ。やっと昇級できたっていうのに、なにが不満なのよ」

「……まあ、それは嬉うれしいんだけどさ」

　獣人事件の対応が評価されて、リッカルは今回、警けい参さん級きゆうへの昇級を果たしていた。これまでにこつこつと積んだ功績も踏まえた上での、ようやくの中級官への昇進である。

　実情を勘ぐるなら、今回の粛清案件で殉死したコグレ警参級の職務を継ぐ後任が欲しかったというところだろう。彼の死は痛ましいが、昇格そのものは悪いニュースではなかった。

「まったく、本当にネガティブなんだから。それより、それ食べたらとっとと行くわよ」

「は？　どこにだよ」

「どこって、仕事に決まっているでしょ。さっき、上から新しい仕事をもらってきたのよ。十七番街で〝食人鬼〟ボノオーズ・グルマの目撃情報があったって」

「おい、冗談だろ!?　おれもおまえも、ようやく体調が戻ったかどうかってところなんだぞ！　いや、ていうかおれはまだ全身が痛えーよ！」

「知らないわよ！　逃亡した人形遣いの案件が始動するまでに、あたしたちは上からもっと信頼を勝ち取らないといけないのよ？　ちゃんとわかっているの？」

　イチヨンタワー粛清戦で、人形遣いの姿は消え失せた。墜落したヘリコプターのパイロットが最期に遺のこした報告では、たしかにピエロマスクは現場にいたはずだが、タワー内の入念な捜査にも関わらず、彼の姿はどこにも見つからなかったのだ。

　凶悪な粛清対象は、またいずれどこかで事件を起こすに違いない。

「もう。早く食べなさいよ、すっとろいわね！」

　リリスはリッカルの手を引っ張ってその場から連れ出していく。

「ま、まじかよ。本当に今から向かうのか？　なんでそんなにやる気なんだよ、おまえは」

「……並ばれたんだから、しょうがないでしょ」

「は？」

「まったく、あたしもどうかしていたわ。なんであんなことを言ったんだか……」

　なんの話だよ、とリッカルは思う。

　この高飛車な粛しゆく清せい官かんがパートナーになってから、自分は振り回されっぱなしだ。

　だが、これでちょうどいいのかもしれない。凡夫な自分を動かせるのは、これくらい職務熱心なパートナーだけなのかもしれないのだから。

　偉い大だい都と市し会館の人混みをかき分けて、猫とねずみのマスクを被かぶった二人の粛清官が、昼も夜もない仕事に邁まい進しんする。




＊





　これほどまでに困ることも珍しいな、とシンは思った。

　少しでも動こうとすると、寝息を立てているはずのパートナーが、まるで起きているかのようにしがみつく力を強めるせいで、ちっとも離れることができない。

　こんな状況を、万が一にも人に見られるわけにはいかない。いったいどうしたものかと、シンが頭を抱えているときだった。

　突如絡みつくような視線を感じて、シンは扉のほうに目をやった。

「……最悪だ」

　そうつぶやく。

　見知ったかぼちゃ頭が、じーっとこちらを見つめていた。

「なにを覗のぞき見している、ボッチ……」

「なにって……部下のいちゃつき？」

「ふざけるな」

　たとえマスクを被っていようとも、この男がニヤニヤと笑っていることは疑いようもなかった。

　長身のボッチが扉をくぐるようにして入室する。

「邪魔すんぜ。って、こいつはまさしく言葉通りの邪魔だな。フッフッ」

「来るな」

「隣、いいか？」

「座るな」

「よっこらせっと」

　かついでいた巨大な棺ひつぎを床に置いてから、ボッチは長いソファの向こう側に腰かけた。

　黒いローブの懐から巨大なタンブラーを取り出すと、先ほどシルヴィが飲んだ蒸留酒を手にして、とくとくと注ぐ。マスク内部の防ぼう塵じんフィルターを取り外し、かぼちゃマスクに彫られた空洞に長いストローを通すと、ボッチは勢いよくそれを飲んだ。

「フゥ。うめェ酒だな、こりゃ」

「俺は酒を飲まないからよくわからないが、そういう飲み方は冒ぼう瀆とくじゃないのか？」

「あん？　べつにいいだろうが。ストローは人類が生み出した叡えい智ちの結晶だぜ？」

「また適当なことを」

　そう言いながら、シンはふと半年前までの自分を思い出す。

　マスクをしながら飲食をする人間は少ない。

　それは現代の常識では、人付き合いをするつもりがないという意味を暗に持つからだ。

　この上官がマスクを外さないのにも、相応の理由があるのだろう。きっと自分には想像も及ばないような理由が。だが、それをシンがたずねることはなかった。

　二人が口を閉ざしていると、シルヴィのくぅくぅという寝息だけが耳に入った。

「……かわいい女だな」

「あんたが言うと犯罪臭がするな」

「ほォ。否定はしねェんだな」

　ああ、はやくどっかに行ってほしい。シルヴィにのしかかられて、頭を搔かきむしることすらできない状態でシンはイラついた。

「んで？　おまえら付き合ってどンくらい経つの？」

「お前はいったいなにを言っているんだ……」

「なんだ、ちげェのかよ。おれが若いころだったら、こんないい女がいたら逃さなかったもんだがな」

「……俺の事情を知って、よくそんなことをあっけらかんと言えるものだな」

「ああ？　関係ねェだろ、んな些さ細さいなことは。人間、大事なのはハートなんだからよ」

　予想しなかった返答に、シンは言葉に詰まってしまい、さしあたり相手を睨にらもうとした。

　そのとき、意外な光景を目にして息を呑んだ。

　シルヴィを眺めるボッチの視線が、やけに親愛の籠こもったものに見えたからだった。ただの上官と部下というものでもない、なにかもっと慈しみのある目線に。

　もっとも、その本意さえも、けっしてはずされることのないかぼちゃ形のマスクに覆い隠されているのだが。

「にしても、ご苦労だったな。今回の件は」

「仕事だ。労ねぎらわれるようなことでもない」

「そうか？　仕事だからこそ労うべきだとおれは思うがな。そいつが大役なら尚更だ」

「俺は、今回はたいしたことはしていない。マティス・ロッソのことを言っているのなら、あれは特筆すべき相手ではなかった」

「そうじゃねェ。人形遣いを倒したのは、おまえなんだろ？　シン」

　そう言い当てられて、シンは閉口した。

　イチヨンタワーの上層部で出会った粛清対象を、たしかにシンは退けた。それと同時に、ある意味では見逃したとも言える。

　正直に報告すれば面倒になると思い、粛報に記すことは避けたのだった。

「なぜわかった？」

「そう意外でもねェだろ。おまえが、そこらの雑魚を相手にあれだけのケガを負うはずがねェ。だれか、名の知れた強敵とぶつかったに決まっている」

　たずねたものの、シンにたいした驚きはなかった。ボッチの目を欺けるとは思っていないし、欺くつもりもなかった。いつだって、この上官には見透かされっぱなしなのだから。

「結果として取り逃がしたとはいえ、単身で人形遣いを相手にしたって報告は大ニュースだっただろう。なんせ、やつは本来おれたち警けい壱いつ級きゆうが相手にするべき犯罪者だ。今期で連続の昇級だって十分にありえただろうぜ。惜しくはねェのか？」

「べつに、俺はなにも気にしていない。階段は一歩ずつ昇っていくさ。俺たちのペースでな」

　シンは、依然としてのしかかっているパートナーの姿を見てそう言った。

「……どうやら、今度こそ問題はねェようだな」

「しつこいな。はじめからそう言っているだろう」

「フッフッ。強情だよなァ、おまえも」

　深みのある声で笑うと、ボッチは立ち上がった。

　だれよりも多忙な粛しゆく清せい官かんは、休憩するのもたった数分のようだった。

「仕事か？」

「まァな。シーリオのやつが素早く根回ししてくれたから助かったが、主犯が元身内っつーのは、本来ありえねェ不祥事だ。なにより、たしかめなくちゃならねェこともある」

「なんの話だ？　ボッチ」

　ボッチは少しの間、窓の外の風景に目をやった。それから言った。

「おれは、十八年前の粛清案件を知っている。そして、ガレット元警けい弐に級きゆうのこともある程度な。だからこそ、やつが砂さ塵じん兵器の在り処を知っていたはずがないことがわかるんだよ」

「それは、つまり……」

「ああ。何者かが、砂塵増幅器の情報をウォール・ガレットに教えた可能性がある。わかりやすく言えば、獣人事件の糸を引いていたやつがな」

　意外な発言だった。

　ドン・グスタフは、砂さ塵じん兵器を所有していることを十数年もひた隠しにしてきた。その所在は、中央連盟でさえずっとわからなかったという。

　今の話が本当だとすれば、こちらの知り得ない情報を所有する不詳の人物が、なにかよからぬ動きをしていることになる。

「ま、詳しい話はまた今度してやる。とにかく今はよく休んで、次の仕事に備えておけよ。おまえたちには、おれはだれよりも期待してんだからな」

　鎖の巻きついた棺ひつぎを背負い直して、ボッチは飄ひよう々ひようとした様子で歩き出していった。

　その背中が、なぜだれよりも孤独に見えるのか、シンにはわからない。

　あるいはいつの日かわかるようになるのかさえ、見当もつかなかった。

「ん。チュー、ミー……」

　シルヴィが、そうつぶやいた。

　起きたのかと思って顔を覗のぞいてみるも、まだまだ深い眠りについているようだ。

「だめよ、それは……まだ、だめなんだから……」

　そんな不思議な寝言に、シンは思わず笑ってしまった。

　いったいどんな夢を見ているのだろう、と思う。

　パートナーが惰だ眠みんを貪る姿はあまりに無防備で、こうして自分が支えていなければ、今すぐにでもずり落ちて床に転がってしまいそうだ。

　いつまでもこうしてはいられない。

　いずれ宴会場は閉まるし、自分たちには次の仕事が待っている。

　それでも、今こうして休むのは悪いことではないはずだ。

　今度こそ周囲にだれもいないことをたしかめる。それからシンはそっと、その絹のような銀色の髪に触れて、数度だけ優しく撫なぜた。
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　銀髪の少女が、父と手を繫つないで歩いている。

　鏡張りのマスクのなかで、少女は不安そうな表情を浮かべていた。

　父との射撃訓練の帰り道、庭を歩きながら、こう問う。




　──おとうさま。

　──ん？

　──さっきのお話。いつか、アルミラが大切なひとを見つけなければいけないというお話なのだけれどね。

　──うん。それがどうかしたのかい？

　──ええ。その、不安なの。

　──不安？

　──だってね。アルミラは、がんばってそういう方を見つけるわ。でも、お相手のひとも、わたしのことをそう思ってくれるだなんて保証は、どこにもないんだもの。




　すると、一拍を置いた後、父は快活に笑った。

　少女は不満に頰ほおを膨らませる。自分は真剣に悩んでいるというのに、そんなに笑わなくてもいいじゃないか、と。




　──いや、はは。すまないね、笑ったりなんかして。でも、きみがあまりにも意外なことを言うものだからさ。

　──意外なこと？

　──いいかい？　よく覚えておくんだよ、ぼくの可愛い銀色シルヴイーよ。きみみたいに素敵な女の子を放っておくような人は、この世のどこにもいないということをね！




　それから、父は幼い娘の身体を持ち上げた。

　庭に咲いた二つの笑い声が、どこまでも遠くに響き渡る。




　お父さま、と彼女は呼びかける。

　完璧がなんなのか、わたしにはまだ、わかっていません。

　それでも、と続ける。

　それでも──




　今ここには、完璧を目指すわたしの傍そばにいてくれる、だれよりも大切なひとがいます。

（完）
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　ラクに死ねないことさえ、この塵じん工こう体質のせいだ。

　人を遥かに凌りよう駕がする獣の生命力が、みずからの意志に関わらず身体を生かそうとする。

　監獄然とした拘置室にいると、嫌でも初めて獣人として戦った日のことを思い出す。悪魔のような粛しゆく清せい官かんどもに取り押さえられて、この部屋に閉じこめられたのだった。

　少し前までは、すっかり忘れていた──こんな思いをするくらいならば、蘇らないほうがいいとさえ願った、零番街解放戦線粛清の日の思い出を。

　元粛清官である彼は、この場所が連盟本部のどこに位置しているかもよくわかっている。地下一階の最奥は、工獄に送られる前の犯罪者たちが拘束される場所だ。

　だが、この場に本来いるはずの看守たちの姿は見えない。

　末端の構成員がこの顔を見るのは、問題があるからだろう。

　鉄製の扉が開く音がして、彼はゆっくりと顔を上げた。

　現れたのは、少女だった。小さな背丈に、珍しい旧文明デザインのドレス。脇に抱えるのは、不死人をモチーフとした縦長のマスクだ。

　少女は、鎖で雁がん字じ搦がらめにされた彼の姿を見つめて、つぶやくように口にした。

「……本当に、生きていたのですね。ウォール」

「あいにく死にづらい身体でしてね。警けい壱いつ級きゆう殿」

　喋しやべるための筋肉が動くと、致死寸前の銃撃を受けた全身が痛み、吐く咳せきに血が混じった。ぎりぎり死なない程度に投与された塵工薬液は、彼の傷が完治することを許さない。

　リィリンは歩み寄ると、彼の傷だらけの身体を見下ろした。すぐ隣の机には、彼の罪状を記した紙が置いてある。無数の罪が羅列された最後には、粛清官殺害とさえ書かれていた。

　自分たちにとって最大の大罪。同胞殺しだ。

「……言葉が、見つかりません……」

　少女は下唇を嚙かみ、堪え忍ぶような表情を浮かべる。

「あなたのような正義漢が、なぜこんなことを……」

「……なぜ？　なぜ、だと？」

　なにを言われるかと思えば──

　怒り心頭に、彼は言葉を返した。

「俺が何者で、なぜこんなことをするのか。あんただけはよくわかっているだろう、チェチェリィ警壱級粛清官……！」

　キメラのマスクを剝はぎ取られ、素顔を晒さらした彼は、いつかどこかで見せていた穏和な表情とは異なる、まさしく獣じみた形相を浮かべていた。

「聞きたいのは俺のほうだ。なぜ──なぜ、俺をこんな目に遭わせた？　なぜ、零番街で俺を保護した？　なぜ、俺を粛しゆく清せい官かんにした？　なぜ……どうして、俺をパートナーにしたというんだ？」

「謝って、どうなる問題でもありません。危うい賭かけだったことも、重々承知していました。でも……それでも私には、あのときの、あんなに小さかったあなたを粛清するなんてことだけは、どうしてもできなかったのです」

「その中途半端な情が、今回の事件と、俺という怪物を産んだんだ」

　彼はそう言い切った。リィリンは傷ついたように顔をそむけた。

「なぁ、リィリンさん。頼むから、今度こそは俺を生かそうなどと思わないでくれよ。むしろ、その逆だ。今すぐに、俺を、殺してくれよ」

「……っ！」

「もしあんたに、ただの情じゃない優しさがあるというのなら、俺を──この場で、ひとおもいに殺してくれよッ！　なぁっ！」

　かつての面影はどこにもなく、獣のような咆ほう哮こうを、彼は叫んだ。




　様々な場面と会話が、リィリンの脳裏に蘇る。







＊





『ご報告です、チェチェリィ警けい壱いつ級きゆう殿。零番街解放戦線の粛清部隊に、多数の被害が生じました』

『どういうことです？　鎮圧はもう終わったはずでしょう。伏兵でもいたのですか？』

『いえ、それが──首謀者のゼイン・ガレットの息子が、どうやら相当の武闘派の砂さ塵じん能力者だったようでして。幼いながらも、我々ではまるで歯が立たず……結局、リングボルド警けい弐に級きゆうが無力化されました。今は、前線にて拘束しております』

『……。わかりました。私も、すぐに現場に向かいます』




＊





『例の少年が、記憶喪失ですか？　砂塵障害ではなく？』

『ええ。……まあ、目の前で家族を失うところを見たわけですから、心的外傷後のストレス障害としては、十分に考えられる症状かと』

『まったく、なにも覚えていないのですか？』

『はい。自分の名前以外は、完全に記憶にないそうです』

『なんと、まあ……』

『いかがされますか？　リングボルド警けい弐に級きゆうは、面倒事になる前に粛清せよとのことですが』

『それは……！　それは、なりません！　あんな小さな子を殺すだなんて、絶対に許可できません！』

『でしたら、処置としては……』

『……〝記憶屋〟に声をかけてください。こうなったら、仕方ありません。入念に、彼の記憶を消しましょう。テロリストの息子であることは忘れてもらって……中央連盟で保護するよう、私が上に掛け合います』

『異例ですよ、そんなことは……』

『わかっています。……安心してください。全責任は、私が取りますから』




＊





『その後の経過は、いかがですか？』

『さしあたっての問題はありません。強力な砂さ塵じん能力者であるということもあって、いずれ官かん林りん院いんのほうでも彼を引き取ることはやぶさかではないようです』

『わかりました。では、以降は私も不関与とすることにします。もしなにかあれば、そのときに報しらせてください。くれぐれも、彼の素性については漏ろう洩えいがないように』

『はっ！』




＊





『チェチェリィ警けい壱いつ級きゆう。覚えておられますか？　十年前の、例の少年……いえ、もう立派な青年となりましたが』

『ええ、もちろんです。彼が、どうかしましたか？』

『このたび、晴れて官林院を出て粛しゆく清せい官かんとして就任することに決定したそうです。どうやら、非常に優秀な人材に育ったようでして。つきましては、配属先とパートナーの選定が必要となるのですが、警壱級のご意見を伺いたく』

『……。』

『どうされましたか？』

『いえ……あの、私が、彼のパートナーとして立候補することはできますか？』

『警壱級殿が、直々にですか？　もちろん、それは可能ですが……』

『でしたら、お願いします。……彼をこの道に入れたのは、もとを辿たどればこの私です。今度こそ、私にパートナーを守らせてほしいのです』

『承知しました。では、そのように手配いたします』




＊





　その日のリィリンは、ほんの少しだけ緊張していた。それは、年を取ってからはあまりなじみのない、どこか浮足立った感覚だった。

　中央連盟本部とエデンの仮園の境、緑豊かな景色のなか。

　蓬よもぎの生える草木の向こう。ごく稀少な種別である桜の木の下に、その相手はいた。

　遠目に見てもわかる、立ち姿のきれいな青年だった。自身の特徴を反映した意匠なのか、おそろしい怪物のマスクを被かぶりながら、されど穏やかな様子でさらさらと砂さ塵じんを操っていた。

　能力として発現はさせず、ただ風に流れるがまま、灰色の砂塵を遊ばせている。

　今度こそは、とリィリンは思った。

　今度こそは、必ずこの若いパートナーを守りきろう。

　彼にしあわせになってほしくて、あのとき自分はああしたのだから。

　だから、自分が看取るのではなく、今度はきっと看取ってもらおう。

　そう胸に決めて、意をけっして、話しかけた。




『あなたの砂は、きれいな色ですね。なんだか、おっかない能力をしているそうですね。でも、強そうで頼りになりますねえ』

『なんだぁ、この嬢ちゃんは。盟主の家族かなんかか？　だが悪いな、あとにしてくれ。俺はここで、それこそおっかないパートナーを待っているんだからよ』

『おや、そうなのですか？』

『緊張してんだ。超ベテランの、最強の粛しゆく清せい官かんだっていうからさ。きっと鬼みてぇなツラしているんだぜ、へへ』

『まっ、失礼な子ですね。人を見た目で判断してはいけませんよ？　新人粛清官くん』

『おいおい。まさか……』

『ふふ。はじめまして、警けい伍ご級きゆう。私の名前は……』




＊





　すべてが、泡うた沫かたの夢のようだった。

　途中までは、なんと楽しい夢だっただろうか。

　特殊な塵じん工こう体質を持つリィリンは、生涯子を望むことができない。彼とともに過ごすなかで、息子を持つならこんな気分なのだろうか、と幾度となく思ったものだった。

　だが、はじめから噓うそだったのだ。

　若く気高いパートナーは、秘める獣性の裏返しだ。

　本来であれば存在しないはずの、粛しゆく清せい官かんとしての彼を生み出してしまったのは、ほかならぬ自分の責任だ。

　それでも、リィリンには目の前の重犯罪者を裁くことはできなかった。

　裁かれるべき者がいるとすれば、それは自分だ。

「ウォール。……また、来ますね」

　吼ほえる青年に背を向けて、リィリンは拘置室を後にする。
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　人を呼んで、鎖を緩めてあげるように頼むことさえできない自分を恨んだ。塵じん工こう薬液をもっとあげて、あの直視ができないほど痛々しい銃創を治してあげるように頼むことも。

　なにせ彼はもう、リィリンの知る男ではないのだから。

　暗い廊下を進んでいると、前から長身の粛清官が歩いてきた。

　そのたぐいまれな洞察力を以って、だれよりもはやく首謀者の正体に気がついていた後輩だ。

「ボッチ……」

「どーも、センパイ」

　彼は、自分と元パートナーの関係を知っている。リィリンが犯した過去のあやまちと、それが招いた現状を。

　だが、彼がそれを責めることはついぞなかった。

「今回、あなたには随分と苦労をかけましたね」

「いえ。おれは、たいしたことはしていませんよ」

「ナハト警けい弐に級きゆうから全容を聞きました。あなたにしては、思い切った采さい配はいでしたね」

　今回の主犯を討ったのは、ボッチのうら若き部下だという。

　リィリンの言葉に、ボッチは首を振って答えた。

「べつになにも思い切っちゃいません。直前に消失兎が戻ってきたという連絡を受けていたから、あいつにタワー付近を張ってもらっていました。もしうちの部下がやらかしたとしても、そう大事にはならなかったでしょう」

　リィリンはそう聞いて納得する。火事場のボッチといえば破天荒だというイメージを抱かれがちだが、実際には彼ほどリスクを考慮して動く者はいない。

　今回も、部下にチャンスを与える裏で、きちんと保険を張っていたらしい。

「今、あの子を見てきました。……もう、私の知るガレット警弐級ではありません。きっと、彼が自分で名乗ったように、人と獣の狭間に生きる、一人の犯罪者なのだと思います」

　そう口にすると、これが夢やまぼろしではなく、本当に起きてしまったことなのだと今さらながら自覚して、リィリンの瞳ひとみから涙がこぼれた。

「ボッチ。虫のいい頼みだとはわかっています。あの子が工獄に送られることは、私には止めるべくもありません。でも、どうか……どうか、識流シキルにあの子を処分しないよう、あなたからも言ってくれませんか？　お願いです、ボッチ」

「ええ、わかっています。典獄には、おれのほうからもよく言っておきますよ」

　リィリンは思わず、相手の懐に寄りかかるようにしてしがみついた。悪いと思いながらも、自分の罪を受け止めてくれる相手の厚意に甘えてしまう。

「ご、ごめんなさい。き、気味が悪いですよね、私みたいなおばさんが、こんな、みっともない真ま似ねをして。でも、お願い。今だけは、許して……」

　彼はなにも言うことはなかった。いつもの軽口も、やけに含みのある笑い声も聴こえてはこない。代わりに、巨大な掌てのひらがリィリンの小さな肩を優しく包んだ。

　なんて弱いのだろうか、とリィリンは思う。

　世間からどう言われようが、自分は脆もろい、ただの一人の人間だ。

　しばらくして気分が落ち着くと、リィリンは身体を放した。

　蒼白な顔に、涙で腫らしたマゼンタカラーの瞳が虚ろに浮いていた。

　別れ際に、リィリンは相手にこう告げた。

「ボッチ。どうか、あなただけはいつまでも変わらないでいてください。昔からなにひとつ変わらない、そのままのあなたで……」

　不変の肉体を持つリィリンは、だれからも置き去りにされる。大切な人はみな変化するか、この世を去ってしまった。

　時の移ろいとともに万物が姿を変えていくこの世界で、唯一なにも変わらないこの後輩は、今となっては特別な存在だった。

　ボッチは今から仕事に向かう。主犯から聞き出さなければならないことが、きっとあるはずだ。

　粛しゆく清せい官かんは、粛清官の職務の邪魔をしてはならない。

　まして、そこに私情を挟むなどはもってのほかだ。

　それがわかっているから、それ以上はなにも言わずに、リィリンは暗い廊下の先を行った。




＊





　一人残されたあとで、彼はつぶやく。

「安心してください、チェチェリィさん。おれは、けっして変わらねェさ」

　だれもいない廊下で、常に巨大な棺ひつぎを──だれかの死を──片時も忘れずに背負うボッチは、だれに対してでもなく、それでいてだれよりも力強い言葉で、こう口にする。

「この世のだれが変わろうと、このおれだけは、絶対にな」

　深しん淵えんに語りかけるようなその声は、地下の闇やみに呑まれて消えた。




＊





　それよりも、遥か地下。

　零番街の教会で、一人の修道女が祈りを捧げている。

　この地中深くにも、偉い大だい都と市しで起きた獣人事件のニュースは届いている。主犯は、ルーガルーと名乗る正体不詳の青年だったという。

　人を獣の姿に変える、おぞましい砂さ塵じん能力者なのだと。

　それが間違いだということを、テスラだけは知っている。




　あの日。

　自分にあの幼おさな馴な染じみの少年が砂塵能力を教えてくれた日。

　彼は、なんとも愛らしい獣の少年に姿を変えた。

　そこには一切の恐怖も、おぞましさもなかった。将来、家と村を守る戦士になることを誓っていた彼には少々不ふ憫びんな能力が与えられたと思う反面、ぷっくりした肉球と可愛らしい尻尾を生やした幼馴染の姿に、テスラはどうしても笑いをこらえることができなかった。




　砂さ塵じん能力は、術者の精神を反映して、場合によっては大きく変容するものだ。

　もし、とテスラは思う。

　もしも、今の彼が砂塵能力を使った結果、見るのもおぞましい獣に変身してしまうのだとしたら──それはあの日、中央連盟が彼をそう変えたのだ。

　粛しゆく清せい官かんさえいなければ、彼が、自分たちが、こんな目に遭うこともなかった。

　そう考えると、押さえつけていられないほどに大きな怨えん嗟さの念が生まれて、テスラの祈りの手が力強く握られた。

　そのときだった。

「──弱いと、人はすべてを奪われる。それがこの世の摂理とはいえ同情するわ、シスター」

　どこからか、女の声がした。

「だ、だれですっ？」

「中央連盟に両親を奪われ。家を奪われ。想い人を奪われ。その人の記憶を奪われ、あまつさえ犯罪者として粛清までされて。ああ、本当に不ふ憫びんだと思うわ。そうでしょう？　だって、今のあなたにはもう、なにも残されてなどいないのだから」

　テスラは息を呑んだ。

　この相手は、自分のなにもかもを知っている。

「いや、どうでしょうね。あるいはその心の奥底に、拭ぬぐいがたい復ふく讐しゆう心しんだけは残ったとも言えるかしら」

「ふ、復讐……」

「中央街を楽園と称し、傍若無人に振る舞う暴君たちに、復讐したいとは思わない？　そしてもしそうならあなたにはひとつだけ選択肢が残されている」

　テスラはインジェクターに手を添えながら周囲を警戒する。

　すると背後に突然、気配を感じた。

　振り向くと、そこにはトランプのカードが置いてある。

　祭壇と燃え盛る蠟ろう燭そくの絵が描かれた、トランプのＡが。

「いかがかしら、シスター。我々とともに」

　奥に揺らぐ影が、自分にこう告げる。




「この楽園を、殺さない？」




　かくして。

　次なる事件が、流転する。







あとがき




　おひさしぶりです。著者の呂ろ暇か郁いく夫おです。

　二年と三カ月ぶりに著者あとがきを書くので緊張しています。

　ぼくのデビュー作「リベンジャーズ・ハイ」はオーディオブックという、全編通してプロのかたに音読してもらう音声コンテンツとしても発売されたのですが、そこで小説本文のみならずあとがきまで声優のかたに読み上げられるという不測の事態が起きてしまい、著者としては恥ずかしさのあまり穴があったら万物を詰めこんで蓋ふたをして、宇宙の有象無象をなかったことにしたい思いに駆られ、なんなら深刻なあとがきフォビアにさえ陥ったのですが、またこうしてあとがきをこしらえることになってしまい、いったいどうしたものかと頭を抱えています。

　人に読み上げられても恥ずかしくない文章……人に読み上げられても恥ずかしくない文章……とか書いている時点でもう手遅れな気がしてきました。

　今ぼくのデビュー作について自分で触れましたが、今作「楽園殺し」のシリーズは、まさしくそのデビュー作から地続きの世界観・シナリオとなっております。１、２巻を読んでいただいたかたは、ここから「リベンジャーズ・ハイ」に戻るとなかなか興味深い読書体験になるのではないかと思います。よろしければお手元の便利な板でどんな話か検索してみてください。

　ともあれ、本巻でこの世界の話は、物語としてはひとつの区切りを迎えました。

　改稿のため自分で読み直すにあたり、なんだかとても感慨深い気持ちになりました。

　詳しい事情はこの場では伏せますが、本作は本来、とくに商業作になる予定はなかったので、自分で書いている最中は、真の意味で読者の存在が頭から消えておりました。「どういうかたちになるかはわからないけど、いつかは多くの人に読んでもらえるといいなぁ」という思考だったので、思いのほかずっと早く、それもこれほど美しい装丁の二冊として世に出ることになり、著者としてはこれ以上うれしいことはありません。

　以下、自然な流れで謝辞に移行します。

　まず、本作の装丁デザイン、校正、営業など担当してくださった各関係者のかたがた、お世話になりました。今回もなにかとご迷惑おかけしたことと思います（とくに校正さんには、毎回たくさんの直しをお願いしてしまっていて申し訳なさに胃痛を感じていました）。

　今回の刊行に際して言葉通りの立役者となっていただいた「千歳くんはラムネ瓶びんのなか」の裕ひろ夢む先生、ならびに発売前から本作の感想を含めてたくさんご意見をくださった同期作家の鶴かく城じよう東あずま先生、ありがとうございました。おふたりには今後ともご迷惑をおかけします（断言）。

　変わった経緯で生まれた本作を、とにかく出そうと判断してくださった編集の小山さん。けっこう長い付き合いのわりには前巻で初のお仕事となりましたが、今後とも末永くよろしくお願いします。

　史上最高のカバーイラストとキャラクターデザインを生み出してくださった、イラスト担当のろるあさん。毎度笑ってしまうほどかっこいい絵をいただけるので、イラストを受け取った日の作業は冗談抜きで笑いっぱなしでした。今後もずっとぼくはあなたのファンです。

　最後に、読者のみなさまへ。

　いわゆる「作家の端くれ」とされる存在になってから、この世にはあまりにも多くの本があり、多くの作家がいるということを改めて実感することになりました。

　ゆえに純粋なきもちで、読者のかたがたには、数ある小説のなかから本作を手に取ってもらえたことを喜ばしく思っています。今後の展望は、ぼくにはまったくわかりませんが、また本が出るときにはぜひ買いたいと思ってもらえるものをがんばって書いていこうと思います。

　それではまた、ご縁があれば。




呂ろ暇か郁いく夫お






呂暇郁夫

Iquo Loka




前巻で触れたキャラクターのオーダーメイドマスク、未だに誰のにするか決まっていません。このキャラのがいいよと思う人はＳＮＳで著者に勧めてみてください。安易にそのキャラのマスクにする気がします。
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